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    　　　一章　港町を観光しよう


    



    　まことに小さな街が、開化期を迎えようとしている。


    　神事である選挙を経て、新たな神託の巫み女こが決まったのだ。


    　特に主要産業を持たぬこの小さな街が、しかし我が国の歴史の中で厳げん然ぜんとその存在感を示すのは、とりもなおさず巫女という存在を持ち得たからである。神託の巫女という宗教者を頂点にいただくこの宗教都市は、古代より多くの為い政せい者しやをはじめ、己おのれのゆくべき道に迷う多くの人々が巡礼する地として栄えてきた。


    　その神託都市が変わりつつある。ラーメン、である。


    　この遥はるか異国より数奇な運命を辿たどってもたらされた麺料理を食した者はみな、その新鮮さに高揚した。この痛々しいほどの高揚がわからなければ、現在の神託都市の繁栄はわからない。


    　新たな巫女という駿しゆん馬ばが、ラーメンという翼を得て、千年の都をさらなる高みへと導いてゆく。妾わらわがその奇跡ともいえる邂かい逅こうに立ち会えたのは、天の巡り合わせという外ほかない。


    　余談になるが、妾はこの神託都市を去る際、馬車の御ぎよ者しやに尋たずねてみた。


    「御者どのは、神託都市の市民権を持っておるのじゃろ。どの巫女候補に投票したんじゃ？」


    「そりゃもちろん、一番胸の大きな子ですよ。落選しちゃいましたけどね」


    　まこと男の愚かしさだけは、千年前から変わらぬのやもしれぬ。


    



    『プリシラ王女漫遊記　Episodeエピソード６～グルメだ水着だ巫女さんだ！　神託都市で総選挙スペシャル！～』完


    　プリシラ王女の連載を読んだと店員に言えば、味玉トッピング無料サービス！


    　親愛なる臣民たちに愛と感謝を込めて、プリンセス・プリシラ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「どうじゃ？　今回の旅行記は、やたらと馬車の御者との雑談に脱線するシヴァ・リョータリオ先生の文体を真ま似ねてみたんじゃが」


    「どこかで聞いたような名前だが……」


    「今でこそドラゴンはすべての魔物の中でもトップクラスの人気を誇っておるが、昔はそうでもなかったらしい。今の世のドラゴン人気は、シヴァ先生の代表作『燃えよドラゴン』が火つけ役といっても過言ではないのじゃ」


    「……そのタイトルだと微妙にカンフー映画感もあるが」


    「先生の独特な歴史観はシヴァ史観といっての、大変に人気ながら、一方でフィクションと歴史的事実を混同してしまうファンを生み出すという批判もあるが、ほっとけっちゅーんじゃ。妾わらわは現実とフィクションを混同するのが楽しみじゃというのに」


    　シヴァ先生のファンらしいプリシラは、熱っぽい口調でシヴァ作品の魅力を語り続ける。


    「わかったからその辺にしとけ。それよりみんなもう外で待ってるはずだ、俺たちも早く行こうぜ」


    　俺は宿の廊下でプリシラに捕まって、旅行記の感想を聞かれていたところだったのだ。


    「そうじゃの。港町を観光せねばのう」


    　プリシラは旅行記の草稿をしまうと、俺を待たずに勢いよく駆けていった。


    「おいこら、廊下を走るな──ったく」


    　プリシラは俺の制止も聞かず、矢のように外へと飛び出していく。


    　呟つぶやいて、俺もまたプリシラのあとを追った。


    　宿から一歩出ると、濃い潮の香りが鼻をつく。


    　神託都市からさらに北上し、俺たちは今、船を求めて港町へとやってきていたのだ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「じゃあ、点呼を取るぞ」


    　俺はそう宣言して、宿の前に整列したメンバー一同を見渡した。みんな忘れがちだが、俺はクラスの修学旅行委員なのだ。修学旅行で訪れる駅や観光地での点呼確認なども仕事だったのだが、まさか異世界で点呼を取ることになるとは当然ながら思ってもみなかった。


    　しかも、我らが二年一組のメンバーではないやつまで加わっての旅行をするとは。


    「うむ。この人数でいちいち点呼を取るのも不自然といえば不自然じゃが、やたら人数が増えてきたことじゃし、ここらでキャラ紹介のおさらいをやっておかねばの」


    「余計なことを言うな。じゃあ点呼を始めるぞ。とりあえずスポンサーのプリシラ」


    「ほいっ！」


    　プリシラは背筋を伸ばして、勢いよく手を挙げた。その手の動きに合わせて、朝日を透かして輝く綺き麗れいな金髪が揺れる。が、いかにも異世界のプリンセスといった風ふう貌ぼうに反し、プリシラの服装は上下ジャージなので、選手宣誓をするようにも見える。


    「別に手は挙げなくていい」


    「妾って王女じゃからの、点呼を取られることなど初めてじゃからテンション上がってしまうんじゃよ」


    「テンション上がるツボがよくわからんやつだな」


    　このプリシラはこう見えても、この異世界の国の王女様で、しかも次期女王の立場にあるという。しかし異世界のわりにはやたらと日本のこと、特にテレビ番組や漫画などのサブカルに詳しく、あんまり別世界の人間だという気はしない。よくも悪くも、だが。


    「クラス委員長、陣じん内ない綾あや」


    「はい」


    　小さく、しかしよく通る声で返事をした彼女はクラス委員長であり、そして子供の頃からの俺の幼なじみでもある。俺はこの修学旅行のうちに、ただの幼なじみからもう一歩距離を詰めたいと思っているのだが──。


    「のうのう、この点呼の順番って何順なんじゃ？　まさか好感度順ではあるまいな」


    　俺の思考を中断するように、横からプリシラが余計な茶々を入れてくる。


    「だったらお前が一番に来るわけねーだろ」


    「お、ほっとしたぞよ」


    「どういう意味だよ」


    　言い返しながら、俺は横目で幼なじみの表情を窺うかがう。幼なじみながら、彼女のポーカーフェースの内側はさっぱりわからないが、それが、少しでもわかるようになりたいと思う。


    「つぎ、坂さか上がみ雪ゆき乃の」


    「は、はいっ！」


    　彼女は修学旅行にまで教科書を持参してきたガリ勉優等生──だけど、最近は少しずつ、クラスのメンバーとも打ち解けてきたように見える。ちなみに、プリシラが着ているジャージは彼女の私物である。


    「つぎ、鉄くろがね道みち夫お──は、そうか、いないのか」


    　そう、鉄はこの港町に来る前に滞在していた神託都市で、聖なる使徒の会を称する謎なぞの集団に拉ら致ちされてしまったのだ。謎の集団というか、ぶっちゃけその正体が我が校の生徒会であることも早々に判明したので、じつはそんなに心配もしていないのだが。


    「大丈夫じゃよ。あやつなら今頃どこかで機械の体を手に入れているじゃろう」


    「銀河のアレなのか、トーマスのアレなのか……。じゃ次、漆うるし原ばら」


    「出して！」


    「漆原？　返事はハイで頼むぞー」


    　俺は体育教師の口調で言う。


    「出してって！　まじで！」


    　漆原の声はすれども、その姿はなし。代わりにそこには、人工的な直方体の物体が屹きつ立りつしていた。


    「おお、まさかこれは、人類に知性を与えたともいわれるモノリスなる直方体では……」


    　プリシラはおそるおそる、その直方体へと手を伸ばしていく。


    「モノリスじゃねーよ！　つーかあんたがここに閉じ込めたんだろ！」


    「なんじゃよ、ちょっとくらいキューブリックコントに付き合ってくれたっていいのにのう」


    　プリシラはモノリスに向かって唇を尖とがらせる。漆うるし原ばらは人一人がすっぽり入るような箱──身近な例でいうと掃除用具入れのロッカーサイズの箱に閉じ込められていた。


    「モノリスでないとすれば、これはまさか、おみやげに最適な東京銘菓……」


    「とらやの羊よう羹かんじゃねーよ！　直方体ってとこしか共通点ねーだろ！」


    「あと二回くらい直方体シリーズでボケていいかの？」


    「時間がないからダメだ。つーか漆原、まだ箱男やらされてたのか」


    「では、この箱男をどこかに捨ててゆくしかないか……。粗大ゴミじゃから自治体のシールを買ってこぬと」


    「それを捨ててしまうなんてとんでもない！」


    「うわあ箱が喋しやべった！」


    「いつまでやってんだ。プリシラ、そろそろ箱から出してやれよ」


    　漆原は神託都市の一件の罰としてこの箱に閉じ込められ、邪教の導師から怪奇・ミミック人間への強制ジョブチェンジを果たすことになったのだ。現在、トイレと食事以外の時間はほとんど箱の中での生活を余儀なくされている。ほとんど拷ごう問もんではないかとも思うのだが、この国では国家転てん覆ぷくの陰いん謀ぼうを計画した者は死罪らしいので、それを思えば甘あま々あまの処分ともいえはする。


    「やれやれ、しょうがないのう。もう悪いことはするんじゃないぞよ」


    　プリシラが箱に鍵かぎを差し入れ解錠すると、ミミックの中身が解き放たれた。


    「自由だ……俺は自由だ！」


    「ぶっちゃけ箱から出たら何ひとついじる部分がなくなったので、もう帰ってもよいぞよ？」


    「そんな！　俺にはまだラーメンマニアというキャラがあるので、それでなんとか！」


    「残念ながらラーメン回はもう終わったんじゃよ。そしてもう二度とないんじゃよ……」


    　プリシラは哀しげな表情で言う。が、相手にしてはいられない。いちいちこのペースで掘り下げていては時間がかかってしかたがない。


    「じゃあ次、天てん堂どう──」


    　天堂まほろ。漆原と同じく、つい最近パーティに加入したばかりの天才マジシャン。もっとも本人曰いわく、天才の冠かんむりがついていたのは小学生の頃までとのことだが。彼女は神託都市でいろいろとあった末すえに、俺たちとともに修学旅行を続けることになったのだ。といっても、もともとクラスメートではあるので過度なよそよそしさはないのだが、問題はその格好だった。


    「……えっと、天堂まほろさん、その格好は何かな？」


    「ん、何が？　私ってわりと普段からこんな感じだったけど。学校でもこんなだったし」


    「完全に突つっ込み待ちのやつを呼ぶタイミングって難しいんだよな……」


    「だから何が？　全然意味わかんないんだけど」


    　俺は天堂の頭のてっぺんから爪つま先さきまで、ゆっくりと視線を這はわせる。ゆっくりなのは確認のためであって他意はないのだが、本当に他意はないのだが、なんというか、つまり、天堂はつい先日の神託の巫み女こ選抜総選挙のときに身につけていた水着姿だった。


    「学校でもこんなって、ビキニにパレオで学校に登校してたら、単に頭のおかしいやつだろ。無理すんな」


    「べ、別に無理とかしてないし！」


    　プリシラはそんな天てん堂どうに歩み寄ると、肩を優しく叩たたいて、いつになく慈じ愛あいに満ちた表情で言った。


    「焦あせるでない」


    「あ、焦る……？　焦ってないし……」


    「ぞろぞろと大勢いる中に途中参加したから無理にキャラを立てていこうとする気き概がいは買うがの、あんまり水着を安売りすると、あとは脱ぐしかなくなるぞよ？　お色気のような飛び道具ではなく、一つひとつ着実に爪痕を残していこうぞ」


    「うぐ……」


    　プリシラＰに痛いところを突つかれ、天堂はバッグから制服を取り出し、いそいそと着替えはじめた。


    「言ってることは正しいと思うが、そもそもお色気によるテコ入れが必要だと言いだしたのはお前じゃなかったか」


    「はて、そんなこともあったかのう。プロデューサーの言うことなどコロコロ変わるもんじゃ。今数字を持っておるのは動物とラーメンじゃよ！　あ、いや、ラーメン回は終わったんじゃった」
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    「動物もドラゴンでもうやっただろ」


    「ふむ。次は何が来るんじゃろか」


    「知らねーよ。次、えっと……和泉いずみ刀とう香か！」


    「あ……うん。はい……」


    　眠いとき以外はいつも凜り々りしい和泉だったが、今日は妙に声がか細い。


    「どうしたんじゃ和泉、今日はなぜか元気がないではないか」


    「あ……そうかな」


    「なんでじゃろな」


    「別に……沢さわ木き君、次の人を呼んであげたらどうかな」


    　やや頬ほおを赤らめて視線を逸そらす和泉に、これまたプリシラが優しく声をかけた。


    「和泉よ。ネタが明らかにモロかぶりして、しかも呼ばれる順番が後だったんでどうしたらいいのかわからなくなっておることなどちっとも気にすることはないんじゃよ。むしろおいしいと思うがよい」


    「うわあああっ！」


    　和泉は顔を真っ赤にして、両腕で自分の水着を覆おおい隠すようにしゃがんだ。堂々と立っているよりむしろいやらしい。


    　いや、もう宿の前に整列している時点で不ふ穏おんな空気は漂っていたのだ。制服姿の面々に交ざって、水着姿の女子が二人。一人ならまだしも、二人だとこれはもう二人目のほうがきつい。


    　悩んだ末すえ、今回から参加する天てん堂どうを先に呼んだのだが、和泉師匠には大変に申し訳なく思っている。


    「じゃからおぬしは余計な工夫はせんでいいと何度も言うておるのに。サムライガールで十分キャラが立っておるんじゃから、完成しておるカツカレーにプリンパフェを突つっ込むような真ま似ねはよすんじゃ」


    「和泉師匠、水着アピールは個人的には全然オッケーというかむしろ歓迎なんだけど、その芸風を突き詰めていくと、だんだんと水着の面積が少なくなっていって、辿たどり着くところは俺たちのよく知る裸の男と同じヨゴレ芸だと思うんだ」


    「……それはマズい。清純派な私のイメージが崩れてしまう……！」


    　そういうわけで、和泉師匠もいそいそと水着の上から制服を着込みはじめた。


    「清純派お笑い芸人ってなんなんじゃろな」


    「別に和泉師匠はお笑い芸人ではないのだが」


    　師匠とは呼んでいるものの、俺の武術の師匠であって芸人的な意味合いはないのだ。


    「さて、申し訳程度に水着も出たことじゃし、あとはテンポよく行こうぞ。ぶっちゃけ今後出番のない箱男に時間を使いすぎたぞよ」


    　プリシラは漆うるし原ばらにひどいことを言って俺の手からメンバー表をひったくると、


    「筋肉！　豚！　へたれヤンキー！　闇やみのＣＥＯ！　松岡修造マイナス財産＆テニス！」


    　と五人まとめて点呼を取った。


    「おう！」


    「ブヒィ！」


    「誰がヘタレだてめえ！」


    「はい！」


    「意識！」


    「はい五人ともおっけー。ＣＥＯはもっと工夫して闇感出すように。返事だからって気を抜いていてはＰのお眼鏡めがねにはかなわぬぞよ。あと『意識！』ってなんじゃ、意識高いヤツでもそんなこと言わんじゃろ。でも妾わらわそれちょっと好き」


    　念のために確認しておくと、呼ばれた順に超高校級のボディビルダー宗むな像かた力つとむ、自称豚のゲーマー丸まる山やま琢たく郎ろう、女癖の悪いへたれヤンキー藤ふじ崎さき大たい我が、ゴブリンたちを率ひきいて異世界の飲食業に覇を唱えんとする闇のＣＥＯ佐さ々さ木き健けん次じ、意識の高いドラゴン一いつ色しき高たか志しだ。


    「では次、女子はちゃんと呼ぼうぞ。川かわ中なか島じま真ま弓ゆみ」


    「は～い」


    　川中島真弓。その筋では天才と称される演劇少女で、武田信玄からクリームパンまで幅広い役柄を見事に演じきるというおそろしい子である。彼女はその演技力を活いかして、つい最近までプリシラの替え玉となっていたのだ。


    「でラストが、仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あ」


    　仲村渠樹璃愛。難読な苗みよう字じとキラキラ気味の名前で名簿の中ではひと際眼を引くが、名前負けせず読者モデルのバイトもこなす有能ギャル。軽そうに見えて、じつはメンバーで一番の常識人であり、プリシラのお気に入りでもある。


    「あー、なんかゴメンね。この流れだと私も水着着てたほうがよかったかな。何もオチなくてゴメン」


    　水着の上から制服へと生着替え中の二人を尻目に、仲村渠は申し訳なさそうにスカートの裾すそを摘つまんだ。


    「いやいや、いいんじゃよ、そういう天丼は自意識をこじらせたポンコツヨゴレ芸人どもにまかせておけば。だかりんは妾の癒いやし担当じゃからの」


    「お前、丸山と仲村渠には優しいよな」


    「王女じゃからのう。人間の格というものを自然と見抜いてしまうんじゃよな。さて、全員揃そろったことも確認できたし」


    　改めて、プリシラは二年一組一同を見回した。これだけたくさんいて、でもまだクラス全員にはほど遠い。この異世界に散らばっているであろう全員を集めて、もとの世界に戻る。


    　それが俺たちの、この異世界修学旅行の最終目的だ。


    「この中の一人があんなことになってしまうことなど、このときのプリンセスたちは想像もしていなかったのであった……」


    「やめろ、余計なフラグが立ちそうなことは言うな！」


    「とりあえず言っとこうと思っての。さて、点呼でけっこう時間を食ってしもうたの。さっさと出発しようぞ」


    「そうだな。今日の予定は港町の観光、そして船の手配だ」


    　そう、今回俺たちがこの港町にやってきた最大の目的は、船に乗ることだった。


    　これまで俺たちの修学旅行は、最初に城を出たときの徒歩を除けば、ほとんどの旅程を馬車で移動してきた。これは最初の徒歩移動で全滅しかけたことの反省と、この世界でクラスメートを捜して回るための制限時間が限られていることから、自然とそうなった。もちろんタダで乗れるようなものではないので、プリシラという強力な旅のスポンサーがついていたことから、馬車での快適な旅が可能になったのだ。


    　だが、ここで大きな転機が訪れた。


    　クラスメートの手がかりを求めて訪れた神託都市で、神の声を聞くという巫み女こが俺たちに下した託たく宣せん──俺たちが次に向かうべき地は、海のど真ん中だったのだ。


    　というわけで必然的に、次は船旅ということになった。


    　旅の途中で懇こん意いになったバルザック市長が治める商都はこの国最大の交易都市なので、そこから船に乗るという案もあったのだが、目的地までできるだけ短い距離ですむようにという理由と、できるだけ多くの都市を自分の眼で見てみたいというスポンサープリシラの意向で、俺たちは神託都市からさらに北上してこの港町までやってきたのだった。


    「けど、本当に船なんか借りられるのか？　俺たち全員が乗れる船となると、けっこうな大きさになると思うんだけど。どうしたって馬車より大がかりになるしさ」


    　俺が言うと、プリシラはジャージの名札を見せつけるようにぐいと胸を張った。


    「心配いらぬ。金と信用、その二つがあれば、商売人というものは動いてくれるものじゃ。金は妾わらわのお小遣いが、信用は──お忍びの旅ゆえ王家の名こそ出せぬが、こんなときのために商都の市長の紹介状をもらってきておいたんじゃ」


    「おっ、意外と気が回るんだな」


    「どういう意味じゃ。妾ほど先々のことを考えて手を打っておる者はおらぬぞよ。よし、では二年一組の一部の者ども、クラス全員集まるまで修学旅行から帰れま[image: ]テン、出発じゃ！」


    　プリシラは拳こぶしを突つき上げると、大おお股またでどんどん先に進んでいく。


    「10はなんなんだよ」


    　小さくつっこみながら、俺は勢いよく走り出したプリシラのあとを追った。


    　俺たちは午前中の観光を終え、目抜き通りの日陰でひと休みしていた。


    　海から吹きつける風が、強い潮の香りを運んでくる。


    「あの商都も船が出入りする交易都市だったから、そんなに街並みは大差ないんじゃないかと思ってたんだけど、意外と違うもんだな」


    　俺はあたりを見回しながら、そんな感想をプリシラに述べる。


    「うむ。商都は交易のための商人や旅人が多く行き交う街じゃが、ここはどちらかというと漁師町の色が濃いようじゃな。じゃが、この時間から旅人向けの土産みやげ物屋も開いておったところを見るに、交易もそこそこなされておるようじゃぞ」


    「そういやお前、けっこうたくさん土産を買ってたよな」


    　プリシラはその手いっぱいに、土産物を抱かかえていた。


    「むふふ、イカの燻くん製せい、鰺あじの干物、魚卵の塩漬け。漁港のお土産はどれもしぶいのう」


    「いくら燻製や干物でも食べ物だろ、この先どれだけ旅が続くのかわかんないのに保もつのか？」


    「ふふん、これは今夜の妾わらわのおやつじゃよ」


    「酒飲みのツマミみたいなものばっか買って」


    「この塩気が強いおやつをパイの実と交互に食うことにより、互いの甘さと塩辛さがより引き立つという裏ワザなんじゃ」


    「パイの実の良さと干物の良さが殺し合う気しかしないが……」


    「にしても、長い買い物じゃのう」


    　俺とプリシラは、他のメンバーのお土産選びを待っていたのだった。もちろん全員、この世界のお金をもっているわけではないのだが、みんなが修学旅行に持参してきたものの一部──たとえばパイの実などのお菓子──をプリシラが買いとるという形で、お土産が買えるくらいの現金は持っているのだ。


    「ときに沢さわ木きよ。生徒会長っちゅーのは、どういうやつなんじゃ」


    「──なんだよ、いきなり」


    「いきなりでもなかろう。クラスメートじゃから危害を加えるようなことはない安心しておるようじゃが、それでも鉄くろがねを攫さらっていたやつじゃぞ。それにおぬしらにとってはクラスメートでも、妾にとっては異世界より来たる客人神まろうどじゃ。何をしようとしておるのかは気になるじゃろ」


    「客人神ね──」


    　俺は、土産物屋さんできゃいきゃい声を上げている女子チームに視線をやりながら、そう呟つぶやいた。


    「あいつがこの世界で何をしようとしてるのかは、正直見当もつかない。もともと、わけわかんねーヤツだったからな」


    「ふむ。クラスメートとはいえ、あまり交流がなかったのかや？」


    「そういうわけでも、ないけどよ」


    　俺はあいつの、生徒会長・若わか王おう子じ暁あきらの横顔を思い浮かべる。俺はまだ、あいつの顔を、あいつの眼を覚えている。


    「あいつが生徒会長選挙に出たときのスローガンはな、『面白き世がつこうを、もっともっと面白く』だ」


    「ふむ……。わかったようなわからんような」


    　プリシラは腕組みをして首を傾かしげる。


    「私に言わせるなら『乱世の英雄、治世の魔王』──ってとこかな」


    　横から聞こえた声に顔を上げると、綾あやちゃんが立っていた。土産みやげ物の物色が終わったらしい。


    「生徒会長の話、してたんでしょ」


    「あ、うん」


    　乱世の英雄、治世の魔王。なるほど、言い得て妙だ。世界が乱れていればそれを平定し、バランスの取れた平和な世界であればそれを崩す。若王子暁という人間の性質を、見事に言い当てている。


    　なら魔王が倒されたばかりだというこの世界で、あいつのやることは──。


    「それもわかったようなわからんような話じゃのう。そういえば箱男の話では、鉄くろがねを攫さらって蒸気機関とやらを作らせるだとかいう話じゃったが」


    「蒸気機関って、確かに私たちの世界を変えたけど……中世ヨーロッパ風──なこの世界の文明レベルって、かなり高いと思うのよ」


    「そう……かな。たとえばどんなとこ？」


    「たとえば道ひとつとってもそう。馬車という交通機関って、それだけじゃちゃんと機能しないはずなの。馬だけなら石もデコボコ道も乗り越えられるけど、車輪はそうはいかない。恒常的に平らで開けた道があってはじめて使えるもの。私たちは道が平らで当たり前だと思ってるけど、ずっと平らな道っていうのは人の手が入らないと存在しないのよ」


    「さすが委員長。よいところに気づいたのう。我が国の道路は土の魔術師たちの土木事業で整備されておるんじゃよ。魔王がおらぬようになって国家予算から軍事費が削減できるからのう、これからはその予算を回してもっとジャブジャブ公共工事をやっていくんじゃ！」


    「公共工事にジャブジャブという擬音をつけると余計な誤解を招くぞ」


    「接待、談合、ビキニアーマーしゃぶしゃぶ……ぐふふ」


    「なんなんだよそのバブリー感とファンタジー感をごちゃ混ぜにした飲食サービスは。……にしても、魔法って戦うためだけに使うもんじゃないんだな」


    　俺は、ロードローラーの代わりに土の魔術師たちが土の魔法で道をならしていく様子を思い浮かべた。


    「なーにを当たり前のこと言うとるんじゃ。そりゃ魔物と戦うためにも用いるがの、業ごう火かで魔物を焼き払うより、高火力で豚骨からダシを煮出すほうがより人を幸せにするじゃろう」


    　神託都市では今も、かつて将来を嘱しよく望ぼうされた炎の魔術師が、額ひたいにタオルを巻いて腕組みしながら豚骨スープを煮出しているはずだった。


    　確かに、魔法があれば俺たちの世界でできることもいろいろとできるし、中には俺たちの世界の科学力でもできないことだって可能だ。


    　あいつは、生徒会長はそんなこの異世界で何をしようとしてるんだ？


    　俺がそんなことを考えていると、みんなおおよそ買い物が終わったらしく、土産みやげ物屋から他のメンバーもぞろぞろとこちらへ歩いてくる様子が見えた。


    「──とにかく、若わか王おう子じってヤツはわけわかんねーヤツだし、この世界でいったい何をしようとしてるのかもわかんねー。でも、たった一つだけ確かなことがある」


    　俺は、腰を上げて立ち上がった。


    　ちょうど南中に達しようとしていた陽の光が、強く俺の眼の奥まで射い貫ぬいた。


    「確かなこととはなんじゃ？」


    　プリシラも立ち上がると、興味深そうに、俺の顔へ自分の顔を近づけて覗のぞき込む。


    　大きく、澄んで、そして好奇心の光を強く宿した瞳。それは若王子と、あいつと同じ眼だ。


    　その眼に向かって、俺は言う。


    「たった一つだけ確かなこと。あいつはな、今この瞬間も、この世界を全力で楽しんでやがるに違いないんだ」


    　その言葉を聞いた瞬間、プリシラの眼が、さらなる好奇心に強く輝いた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「見よ、そして讃たたえよ！　どうじゃ妾わらわの世界の楽しみ方は！　王女が生徒会長ごときに負けてたまるかっちゅーんじゃ！」


    「さすが私たちのプリシラ王女！」


    　和泉いずみが声を上げて手を叩たたいた。遅れてみんなも、パチパチと拍手を送る。


    　確かに、これは拍手してもいい。


    　俺たちの前にはテーブルの代わりに大きな網が設しつらえられ、ホタテ、サザエ、ハマグリ、海え老び、蟹かに、魚の切り身などが所狭しと並べられ、炭火に炙あぶられている。プリシラが独断で決定した昼食は、豪勢な浜焼きだった。もちろん、誰からも異論が出ることはない。


    「それでは、いただきます！」


    　とプリシラが声を上げ、


    「いただきます！」


    　とみんなが一斉に声を上げると同時に、無数の箸はしが網の上へと伸びていく。


    「美う味まい！」「おいしい！」と声を上げる間ももったいないというように、みんな黙々と箸を伸ばしていく。


    　この贅ぜい沢たくは決して金だけで買えるものでもないのだろう。プリシラが王宮にこれらの魚介類を取り寄せさせたところで、広がる大海原を背景に、潮風を浴びながら獲れたての魚介を味わう贅沢さには及およばないはずだ。何より、気心の知れた仲間とともに食事をすることこそが最高の──。


    「あっ、プリシラこの野郎、それは俺が焼き育てていたハマグリだぞ！　あと二十秒焼いて食べようと思っていたのに！」


    「はふっ、そんなに大事なら、ほふっ、名前を書いとけっちゅーんじゃ！　食事これ戦いなり、気を抜いたボンクラのおかずは奪ってもよいんじゃ！　あれっ、妾わらわの海え老びちゃんどこに消えた!?」


    「うう……美う味まい。みんな、私がラーメン屋のまかないばかり食べていたときに、いつもこんな贅沢をしていたのか……。美味すぎてずるいぞ！」


    　海老の尻しつ尾ぽをバリバリと噛かみ砕きながら、天てん堂どうまほろが恨うらみがましい視線を俺たちへと向ける。


    「マジシャンのテクニックで妾の海老ちゃんを盗むでない！　だいたい、毎日ラーメンも贅沢な話ではないか」


    「毎日毎日同じ味の豚骨じゃ豚になっちゃう！」


    「俺は毎日豚骨ラーメンを食っているわけではないが豚だぞ」


    「あ、はい……ごめんなさい……」


    　天堂が丸まる山やまに頭を下げるその隣では、藤ふじ崎さき大たい我がが蟹かに味み噌そを甲こう羅らから直接啜すすっていた。


    「うめえ、うめえぞ！」


    「ヤンキーはボキャブラリーが貧困でいっそ気持ちがよいのう。紙粘土を食べさせても美味い美味いと言いそうじゃ」


    「てめえ！　……だが今日は蟹に免じて許してやる、うめえ！」


    　藤崎のことをヤンキーヤンキー言うプリシラだったが、その格好は金髪にジャージなので、ヤンキーの兄妹が食卓で他た愛あいない口喧げん嘩かをしているようにも見える。


    「しかし、こうやって改めて見るとだいぶ大所帯になったよな」


    　再び俺の焼いていたホタテを盗もうとしていたプリシラの手首を掴つかみながら、俺は言った。


    「んぎ……、そうじゃな、そろそろ第二回選抜オーディションをやってもよいかものう、王女の食事を邪魔するような不届き者はパーティから排除して……！」


    「それは俺が焼いてたホタテだ……！」


    「それを言うなら、妾の金で買ったホタテじゃ……！」


    「お前、それは言わないお約束ってもんだろ……！」


    　俺とプリシラが右手で箸はしを、左手で相手の手首を掴んで押し合いをしているそのとき。


    　横合いからひゅっと箸が伸びて、俺のホタテちゃんが攫さらわれていった。


    「ああっ、妾わらわのホタテちゃん！」


    「んーっ、おいしい……！」


    　幸福そうな表情でホタテを噛かみ締める綾あやちゃんを横目に、俺とプリシラは網の上で次なるターゲットを見定め、蟹かに一匹をまるごと左右の足を掴つかんで引っ張り合いはじめた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ふぃー、食った食った」


    　プリシラがジャージのお腹なかをポンポン叩たたく。


    　まだ箸はしを動かしている者もいるが、さすがに最初ほどの勢いはない。


    「まだ食うておる者は食いながらでよいから聞いてくれい。二年一組の衆。既にわかっておると思うが、我々の次なる目的地は海上、大海原のど真ん中じゃ」


    　プリシラはみんなに見えるように地図を手に持って掲げ、印のつけられた一点を指差した。大陸から外れた、近くに島さえない海のど真ん中──それこそが、神託都市の巫み女こから授さずけられた、俺たちが次に向かうべき場所だ。


    「かの神託の巫女が下した託たく宣せんじゃ。何が待っておるかは定かでないが、何かが待っておることはほぼ確実じゃと思うてよい」


    　俺たちにとってはいまだによくわからないが、この世界において、巫女が下した託宣というのは、天気予報よりもずっと信頼のおけるものらしい。そうでなくとも縁あって知り合った巫女さんの言うことだ、試してみる価値はある。


    「仮に何もなかった場合は、王家から出しておる神託都市への補助金を減額するぞよ」


    「権力を使ったリアルな嫌がらせはやめろ」


    「で、必然、ここへは船で向かうことになる。じゃが金で雇えればどんな船でもよいというわけにはいかん。長年この地に住みついておる漁師か、交易で財をなしておる商人か。いずれにせよ、身元の確かな者の船でなければいかん」


    「なんでだ？　そのほうが立派な船だからか？」


    　俺が訊きくと、プリシラは小馬鹿にするように鼻を鳴らした。


    「よいか。馬車であれば、御ぎよ者しやと揉もめて車から放り出されても、まだ歩いてどこぞの街を目指すことはできよう。じゃが船の場合はそうはいかぬ。考えてもみよ。海の上は乗船者以外には誰の目もないんじゃぞ。しかも船を操あやつるというのは専門技能が必須じゃから、海上で船乗りにヘソを曲げられては妾たちではどうにもならぬ。海上のど真ん中でいきなり運賃を釣つり上げられるならまだいいほうじゃ、最悪身ぐるみ剥はがれて海に突つき落とされても、それを見ておる者は誰もおらんのじゃ」


    「そういや俺たちは徒歩の移動で全滅しかけたんだ、海の上で孤立したら即全滅で間違いない」


    「そういう事態を防ぐためにも、身元が確かで己おのれの看板を重んずる人間を雇わねばいかんのじゃよ」


    　さすがに、そのあたりは異世界だ。──というよりも、世界一ともいわれるくらい治安のいい日本の生活に慣れきっている俺たちに危機感がなさすぎるのかもしれない。


    「とはいえ、バルザック市長の紹介状を用いて、この街の長おさに話を通せば信頼に足る船を紹介してもらえようが──」


    　そのときプリシラが言葉を止めて、わずかに顔を上げた。俺たちも、プリシラの視線の先を追う。


    　そこには、老人が立っていた。


    　老人とはいっても、年齢を感じさせるのは顔に刻きざまれた皺しわと、白いものが交じるごま塩頭くらいで、衣服の袖そでから覗のぞく腕は太くたくましく、陽と潮風にさらされたのであろうその肌はなめし革のように艶あでやかだ。その姿だけで、長年にわたって海で生きてきた男であることを俺たちに悟らせる風格があった。


    「あの、騒ぎすぎてご迷惑でしたか」


    　綾あやちゃんが恐縮そうにそう言うと、老人は人ひと懐なつこそうな笑みを浮かべた。


    「なに、若ェのがうるせえのは当たり前のこった。ちっと話が聞こえちまったもんでな。俺ァこの町の町長をやってる者さ。まァ、町の連中は網元と呼ぶがね」


    「ほう、町長どのか。ならば尋たずねる手間が省けたというものじゃ。箸はしを持ちながらで失礼するぞよ」


    「それァ構かまわねえが、あんたら、船を探してンだって？」


    「んむ。そうじゃが、船を紹介してくださるのかや？」


    「残念だが、船は出ねえよ。出せねえ」


    　老人はプリシラが広げていた地図にちらと目をやって、言った。


    　この老人は俺たちの話を聞いて、船を仲介してくれに来たのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。


    「船が出せない？　どうしてじゃ。この浜焼き屋で供している新鮮獲れたてシーフードもこの海で獲れたものであろう？　よそ者を船に乗せられない掟おきてがあるなどという話も聞かなんだがのう」


    「海といっても、あんたらが食った貝や魚はこの湾内で獲れたもんだ」


    　老人はプリシラの膝ひざ上に広げられた地図を指差した。


    「あんたらは、その地図に印がつけられた場所へ行きたいんだろう。だが、この港から外洋へ出るには、この湾からここの海峡を抜けにゃならん」


    　老人の指は丸い湾内から地図上を滑り、せり出した半島と半島の間の細い海の道──海峡を指差した。


    「この海峡を抜けられぬということかや」


    「ようはそういうことだな」


    「海賊でも出るというのかや」


    　海賊。俺たちの世界でも、いまだに遠い国には実在するらしいが、当然のことながら平成の日本に暮らす俺たちにとってはフィクションの中の存在でしかない。だが、この異世界であれば海賊がいてもおかしくはないのだ。


    　だが、町長は小さく首を振った。


    「海賊ならまだやりようもあるんだがね。この海峡はクラーケンの縄張りになってんだ。海賊連中さえ近づかねえ」


    　クラーケン──それはもっぱら巨大なイカ、あるいは巨大なタコの姿で描かれる、ＲＰＧなどでお馴な染じみの海の怪物だ。


    「大航海時代の書物などには頻繁にその名が出てきます……。ダイオウイカなどがその正体ではないかともいわれていますが、一応は架空の怪物ということになっています。……私たちの、世界では」


    　坂さか上がみが、俺たちの世界のクラーケンについて、説明してくれた。


    　俺たちの世界では架空の怪物でも、こちらの世界では当然のように存在するのだろう。ドラゴンの姿をこの眼で見た以上、クラーケンがいることにはなんの不思議もない。むしろいないほうが不自然とさえ思えるくらいだ。


    「クラーケンは毎年一定の季節になると、この海峡へやってきてじっと動かねえのさ。学者が言うにゃ産卵のためだっつーんだがね。近づく船は手当たり次第に海中へと引ひき摺ずり込まれるってんで、その時期だけは貿易船もこの港には寄りつかねえ。素通りして商都のほうへ行っちまう。とはいえ、逆に言やクラーケンはそこをじっとして動かねえから、湾内での漁はいつもどおりできるってわけで、そこまで困ったことにもならねえのさ。毎年のことだしよ」


    　町長の言葉に、プリシラは腕組みしてうむむと唸うなった。


    「妾わらわは困ったぞよ。クラーケンというても、要するに巨大なイカじゃろ？　確かに強大な魔物ではあろうが、人が倒せぬ相手ではあるまい。取り囲んでフルボッコにしてよっちゃんイカにしてやればよいではないか」


    「確かにこの時期以外のクラーケンてのは、ちょいと攻撃魔法のひとつも打ち込んでやればすぐ退散するんでそんなにおっかねえ怪物でもねえんだが、産卵期だけは好戦的で凶暴で手がつけられねえ。本気で退治しようと思うんなら、魔王を倒したとかいう伝説の勇者様か、そうでもなきゃ国の軍船で向かうしかねえだろうな。しかも海中のことだから、クラーケンが何匹いるかはわからねえ」


    「むう……。ドラゴン……でも無理かのう」


    　プリシラはちらりと一いつ色しきへ眼をやる。一色高たか志しはいろいろあって半人半竜の状態なので、必要に応じて竜化ができるのだ。


    「ははは、俺は意識は高いがカナヅチだぜ！」


    　というわけで、ドラゴンを繰くり出してもクラーケンに大きなおかずを提供するハメになりそうだった。


    「触らぬ神にたたりなし、産卵期が終われば通行も再開される。どうしてもってんならそのときまで待つがよかろうさ。なに、海ァ逃げやしねえ」


    「クラーケンの産卵期が終わるのはどれくらい先なんじゃろか」


    「そうだな、つい最近始まったばかりだが、あとひと月もすれば」


    「むう……。船を出さぬというのは、この港の人間の共通認識なのかや」


    　プリシラはなおも食い下がるが、町長は呆あきれたように小さく首を振った。


    「なかには金を受け取って船を出す連中もいるやもしれんが、俺が船を出すなと言ってるのに出すようなやつはロクなモンじゃねえ。無謀にも海峡へと突つっ込んでいくバカならまだマシなほうで、あんたらが先ほど言ってたように、前金を受け取って、湾の真ん中で海にドボンがいいとこさ」


    「ぐむ……。何か、何か方法はないのかのう」


    　それでもなお諦あきらめた様子がないプリシラに呆れたのか、それとも哀れに思ったのか、町長は俺たちからわずかに視線を逸そらし、海の向こうへ向かって語りかけるように小さく呟つぶやいた。


    「方法が、なくもねえ……」


    「方法とな！」


    　眼の前に垂らされた餌えさに食いつく魚のように、プリシラが反射的に飛びついた。


    「なに、これはジジイの与太話だと思って聞き流してくれりゃいいんだがね。俺が自分の爺じい様から寝物語に聞いたお伽とぎ噺ばなしさ。人魚族だけが持つという、クラーケンの嫌がる音色を奏でるという伝説のアイテム、『人魚の竪琴』があれば……へッ、俺も夢みたいなこと言うようじゃヤキが回ったなァ」


    　感慨深げに眼を細める町長の前で、プリシラはポンと手を打った。


    「出た！　わかりやすい攻略の指針！　なんじゃよ、もったいつけずにその情報を先に言うてくれればよかったんじゃ。ではその人魚族を尋たずねればよいのじゃな。妾わらわも人魚に会ってみたいぞよ」


    「しかし人魚族は普段人間の前には姿をあらわさず、海中を常に移動しながら生活しているので、どこにいるのかは俺たち海の男でも……。人魚たちの集落の場所は、北の森に住むノーム族ならば知っているというが……」


    「むう、急がば回れということかや。ではまずそのノームたちが住むという北の森へ」


    「しかし、ノームの村では村長の息子が村の宝を持って行方をくらまし、その問題が解決するまではよそ者に、ましてや人間に手を貸してはくれんでしょうな。風の噂うわさでは、その村長の息子は南にある古代の遺跡へ向かったそうだが……」


    「むぅ、だんだんイライラしてきたぞよ。じゃあその古代の遺跡へ……」


    「だが、古代の遺跡へと続く谷はつい先日の地震で大岩に塞ふさがれ、岩を吹き飛ばすための爆薬が必要という噂うわさで……」


    　プリシラは眉み間けんに皺しわを寄せると、大きく息を吸い込んでから、今度は早口にまくし立てた。


    「もしやその爆薬作りの名人が病に伏せっておりその病を治すための貴重な植物を迷いの森へ採りに行かねばならず迷いの森の道案内には妖よう精せいの助力を得ねばならぬが妖精の里に立ち入るためには妖精の腕輪が必要でしかし妖精の腕輪のありかは古代図書館に収められた古文書にしか記されておらずその古文書を読める賢者は西の神殿を目指して旅立っているが西の神殿に辿たどり着くためには──的な話ではなかろうな！」


    「おお、よくご存じですな」


    「このたらい回し感、古き良きＲＰＧのクエストだな」


    　丸まる山やまが感慨深げに呟つぶやいた。


    「ええい、そんなまだるっこしいことはやってられんぞよ！」


    　プリシラがキレたように大声を上げて、バン、と音を立ててテーブルを叩たたいた。


    「金じゃ、金を倍積むから船を出せい！　困難は課金で突破するのが最近のトレンドなんじゃ！」


    　プリシラが課金のための金貨が詰まった袋を町長へと差し出した。が、町長はその袋を掌てのひらでそっと押し返す。


    「申し訳ないが『人魚の竪琴』は課金で手に入るアイテムじゃねェんだ。手順を追ってイベントをクリアしてもらわねぇと」


    「プリシラはともかく、地元の海の男まで課金とかイベントとか言ってていいんだろうか」


    「うぐぐ、めんどいのう……。なんとか金の力でショートカットできぬものか……。なんとかランドのアトラクションも、混乱を招かぬようにＶＩＰは別の列に並べるんじゃろ……」


    　プリシラはぐむむと町長へ恨うらみがましい視線を向けるが、さすがに町長を恨むのも筋違いだ。恨むべきはクラーケンだし、もっと言うと、クラーケンだって自分たちの命を繋つなぐのに精一杯で、勝手にテリトリーに侵入してくる人間のほうが悪いともいえるのだ。


    「そうだ。じつはつい先日も、あんたらと同じように、船を出してほしいという旅人が訪ねてきたんだ。だがその旅人さんも、ことの次第を伝えると、まずはノームの村を尋たずねると言って去っていった。そいつのあとを追って、協力してみちゃどうだい」


    「どうせあれじゃろ、その旅人を追いかけていくと、一足違いで入れ違いになる系のイベントじゃろ……。おつかいイベントがより複雑になるだけじゃよ……」


    　プリシラは拗すねたように唇を尖とがらせる。そんなプリシラを、綾あやちゃんがなだめにかかった。


    「とにかくプリシラ、ここで駄々をこねてもご迷惑をおかけするだけよ。そのクラーケンをどうにかできない限り船は出せないみたいだし、私たちだってそんなハイリスクな船旅はちょっとね」


    「確かに……。よっちゃんイカは好きじゃが、イカのおやつにされてはたまらんのう……」


    「私たちの目的はクラスメートの捜索なんだし、ここはいったん保留しておいて、先に別の方面を捜索するのでもいいんじゃない？　ひと月待てば船は出せるみたいだし」


    「そうだな。神託は時期が指定されてなかったし、他のところを捜索して、このあたりに戻ってきたときにはクラーケンがどっかに行っちゃってるかもしれない」


    「それに、距離は遠くなっちゃうけど、陸地をぐるっと迂う回かいして、別の港町から船を出してもらうって手もあるわ」


    「妾わらわはすぐ船に乗りたいんじゃ……。せっかく船旅へのテンションが高まったところじゃったのに……」


    　プリシラはしょんぼりと肩を落とす。


    　確かに俺も異世界での船旅は楽しみではあったから、その気持ちは大いにわかる。でも怪物とのバトルがほぼ確実な状況に突つっ込んでいくのは得策とも思えない。これがＲＰＧならイベント戦は経験しておくべきだが、修学旅行なので危険は極力回避したほうがいい。


    「プリシラ、とりあえず次の目的地は宿に帰ってから考えよう。ほら、丸まる山やまがカードゲームやボードゲームをたくさん持ってるから、みんなでそれで遊ぼうぜ」


    「むう……じゃあ妾、モノポリーってやつがいいぞよ」


    「ああ、モノポリーをやろう」


    「妾、指ゆび貫ぬきのコマがいいぞよ」


    「使え使え」


    「おかしいっぱい食べていいかのう？」


    「食べろ食べろ」


    「男子チームを次々と熱湯風呂に突き落としてリアクションを競う大会もやってくれるかのう？」


    「調子に乗るな」


    　そんなわけで、俺たちは予定していた船旅を諦あきらめることになってしまった。


    　修学旅行のコースで午後に予定されていた遊園地が突然の台風で臨時閉園、しかたなく宿に留まってトランプ大会──てな感じのテンションだった。まあ、それはそれで楽しくはあるし、たまにはこういうのもいいだろう。


    　そう気持ちを切り替えて、俺が席を立とうとしたそのときだった。


    　あのお方がやってきたのは。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    　俺たちが食事をとっていた浜焼き屋は、店といっても四方に柱を立てて屋根をつけたくらいの簡易な建物で、店の中から眼の前の海と砂浜が見渡せる。その眼前に広がった砂浜の向こうから、騎馬がこちらへと駆けてくるのが見えた。その姿を見つけたプリシラが、興奮気味に声を上げた。


    「これは……暴れん坊将軍のオープニングみたいじゃ！」


    　もちろんそれが徳とく川がわ吉よし宗むねであるはずはない。


    　騎士を乗せた白馬は軽快なスピードでこちらへと近づいてくる。やがて浜焼き屋の前で少しスピードを緩ゆるめると、白馬が足を止める前に、鞍あん上じようからひらりと騎士が飛び降りた。


    　一歩一歩地を踏みしめながら、騎士はこちらへと歩いて来る。


    　その騎士の胸元へ眼をやって、町長が驚きよう愕がくに眼を見開いた。


    「あ、あんた──まさか本当に──」


    　騎士は小さく頷うなずくと、胸元のそれを掲げた。


    「見なさい、これがようやく手に入れた『人魚の竪琴』よ！　さあ、これでクラーケンを退しりぞければいいんでしょう、船を出して！」


    　知っている。


    　俺たちは、竪琴を抱いて現れた、この騎士のことを知っている。


    　彼女のことを知っている！　マントの内に隠されたその制服を知っている！


    　世界観のブレを許さない強い意思を感じさせる、その眼まな差ざしを知っている！


    「おおっ、今回は早めの登場じゃのう！　ご苦労！　ナイスタイミング！」


    　プリシラが喜き悦えつに満ちた声を上げたとほぼ同時に、彼女も俺たちのことに気づいた。


    「なんであんたたちがここに……」


    　宝たから田ださんはじつに微妙な──率直に言うと、とても嫌そうな表情を浮かべた。


    　俺たちのクラスメートにして流る浪ろうの冒険者・宝田舞まいは、俺たちの知らないところでまた何やら様々なクエストをクリアしてきたらしい。


    　そんな彼女とは対照的に満面の笑みでニコニコしながら、プリシラは宝田へと近づいていく。


    「さすがは異世界より来たる伝説の厄やつ介かいさん、もとい勇者様じゃ！　妾わらわたちに代わってしちめんどくさいクエストをクリアしてきたこと、感謝するぞよ！」


    「……何言ってんのよ」


    　プリシラのテンションが急上昇するのと反比例して、勇者宝田のテンションは急降下のだだ下がりのご様子。宝田の心境を想像するに、コスプレ大会でアニメのヒロインになりきっていたら、たまたま会場の前を通りがかった中学のときの同級生に見つかって気まずい、みたいな感じなのだろうか。


    「いやー、このタイミングでやってきたのが全裸のほうじゃったら、全員でぼっこぼこにしてクラーケンの餌えさにするところじゃった」


    「全裸？」


    「何、こっちの話じゃ。それより、はい、課金」


    「は？」


    　宝たから田だは、プリシラが胸元へ差し出した金貨の袋を反射的に受け取った。固まっている宝田の手から、プリシラはひょいと『人魚の竪琴』を奪い取る。


    「あっ、ちょっ！」


    「課金と全裸って文字をひっくり返すと似ておるのう。ともかく課金成功、取引成立！」


    　目的のアイテムを手に入れたプリシラは、すたこらと一目散に俺たちのもとへ戻ってきて、俺を盾たてにするように後ろへ隠れた。


    「ちょ、待ちなさい！　人魚の娘が、エスメラルダがどんな思いで私にその竪琴を預けてくれたか──」


    「ふはは、参加しなかったクエストの顛てん末まつも固有名詞もどうでもよいわ！　妾わらわには結果だけあればよい！　金を払ったんじゃから、この竪琴は妾のもんじゃ！　返せと言われても返さ──あいた！」


    　俺は竪琴を抱いて勝ち誇るプリシラの首根っこを掴つかんで、後頭部にチョップを食らわせた。


    「王女の後頭部に何すんじゃあ！」


    　プリシラは振り向いて、俺を睨にらみつける。
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    「お前は勇者の邪魔をする嫌な金持ちか。いじわる王女討伐イベントが宝たから田ださんの脳内に発生する前に、竪琴を返して素直にお願いしたほうがいいと思うぞ」


    「むう……」


    「ちゃんと素直にお願いすれば、宝田だって──」


    　勇者様のほうへ向き直ると、既に宝田さんは抜剣しておられた。既に討伐イベント発生中のご様子、この人はこの人で沸点が低すぎる！


    　何があったのかは聞くのも怖いが、眼前に突つきつけられた細身の剣の、そのところどころに見つかる刃こぼれが、俺たちの知らないところで行われていた彼女のクエストの過酷さを物語っていた。


    「竪琴を素直に返す？　それとも、取り返してほしいの？」


    　その低い声こわ音ねでわかった。


    　──あ、これガチのやつだ。なーんちゃって、ですまないやつだ。


    



    　そんなわけで、宝田さんが抜剣した三十秒後、俺たちは今朝点呼を取ったときのように宝田の前に整列していた。


    「あのさ、私、いまだに彼女のキャラの変へん貌ぼうがよくわかんないんだけど」


    　天てん堂どうが小声で囁ささやく。神託都市でほんの短時間すれ違ったくらいで、天堂の宝田のイメージはまだ、クラスの片隅でファンタジー小説を静かに読みふけっている宝田さんのままなのだろう。


    　だが、今やこの世界では、彼女はいっぱしの冒険者なのだ。そして彼女が手にする『人魚の竪琴』が、俺たちにはどうしても必要なのだ。


    「ハイファンタジーさん、おねがいします。どうか妾わらわたちもいっしょにお船に乗せてください。お礼にホタテをあげます。いえ、海産物食べほうだいです。中世ヨーロッパ風世界観もなるべく守ります」


    　クラス全員プラス王女に頭を下げられ、宝田は苦虫を五十匹ほどまとめて噛かみ潰つぶしたような表情になる。


    　そんな俺たちを、町長は不思議そうに眺めている。


    「……チッ」


    　全員に聞こえるように大きな舌打ちを一つして、宝田さんは一番大きなホタテを素手で網から取り、口の中へと放り込んだ。


    「あづっ！」


    　勇者様の口中に３のダメージ！

  


  
    



    　　　二章　船旅は楽しいな


    



    「海じゃ海じゃ！　やっほーい！」


    　と出港の際には大はしゃぎしていたプリシラも、今は神妙な顔で、波間に見え隠れする不ふ穏おんな物体を凝視している。プリシラだけじゃない、船上の全員がそうだ。


    　自分の足の裏にあるものが確かな大地ではなく、波に合わせて揺れる板の集まりに過ぎないことが心もとない。


    　肉眼でも目視できるくらい間近の海面には、巨大な生物の体の一部が蠢うごめいていた。あれこそがクラーケンの触手だろう。その一本一本は人間の胴より遥はるかに太く、あんなもので締め上げられたら、けして小さいとはいえないこの船でもひとたまりもないはずだ。


    　そして、その一本一本の触手を辿たどっていった根元には、海面に浮かんだ小さな島と見み紛まがうほどに巨大なクラーケンの頭部がある。その頭部に二つ、意図のまったく読めない双そう眸ぼうが、不気味な光を放ちながらこちらを見据えている。


    「頭だけでこんだけ大きいのかよ──」


    　となれば、水面下にはどれだけの長さの触手が蠢いていることか。俺が恐怖に生なま唾つばをごくりと飲み込んだそのときだった。


    「ち、違います！」


    　そんな大きな声を上げたのは、意外にも坂さか上がみ雪ゆき乃のだった。彼女は水しぶきを眼鏡めがねに受けたまま、クラーケンの頭部をまっすぐに指差している。


    「通常、イカやタコの頭と思われている部分は、じつは消化器官を収納するお腹なかなんです！　あれは頭じゃないんです！」


    「……違う違う、坂上さん、イカタコ豆知識を披ひ露ろうするタイミングじゃない。あれがお腹だからなんなんだっていうね」


    「あ、あの、私、最近、あんまり喋しやべってないなと思って……点呼のときも浜焼きのときもおもしろコメントできなかったので……」


    「そんなトーク番組で爪痕を残せなかった雛ひな壇だん芸人みたいなことを気にしなくても……」


    「大丈夫じゃ、眼鏡キャラはそれだけで貴重じゃから。妾わらわもそこは優遇するから」


    　気を取り直して、俺たちはクラーケンに向き直る。


    「それでは、頼むぞよ」


    　さしものプリシラも、緊張からかわずかに声を震ふるわせていた。


    　プリシラの合図とともに、ぽろん、と優しげな音色が、船上の緊張を解かすかのように海へと弾はじけた。弾けた音色は次々と後に響く音によって塗り重ねられてゆき、数々の音がひとつの方向性を持った旋律へと束たばねられていく。


    　少女の細い指先が竪琴の弦をゆっくりと撫なでるたびに、そのたびに新たな旋律が波の上を駆けていく。


    　船上の全員が固かた唾ずを呑のんで、そのメロディに耳を傾かたむける。だがその意識は竪琴の旋律というよりも、眼下の海面へと向けられている。


    　クラーケンが嫌がるはずの音色が海上に流れているというのに、クラーケンは身じろぎ一つする様子がない、どころか、海中から海上へとより頭を突つき上げてきた。だが不思議なことに、攻撃的であるはずのクラーケンは、この船へ触手を伸ばそうともしない。ただ音楽を鑑賞するかのように、そこにじっと浮かんでいるだけだ。


    　──効いているのかいないのか、いったい、どっちなんだ。


    　──このまま進むべきか、いったん退ひくべきか。


    　船上の全員がその二つの選択肢を天てん秤びんにかけはじめたとき、船が大きく、ぐらりと揺れた。


    　一瞬、誰もが最悪の事態を脳裏に過よぎらせたが、それはどうやら、海中でクラーケンが大きくその身をよじらせたことによる波であったらしい。クラーケンはその身を大きく震ふるわせると、重力にまかせるようにゆっくりとその身を海中へと沈めていった。


    　ゆっくり、ゆっくり、大いなる水底へ。


    　その間も、竪琴のメロディは途切れることなく流れ続ける。


    「言い伝えじゃクラーケンが嫌がる音って話だったけど──なんだか、子守歌みたい」


    　綾あやちゃんの言うように、クラーケンはゆるゆるとした動きで、心ここ地ちよさそうに海中へとその巨体を潜り込ませてゆく。もちろん、俺たちにはそう見えたというだけで、イカの気持ちなんてわかりはしないのだが。


    　とにかく、先ほどまで小島のような存在感を放っていたクラーケンは、今どんどんと海中へとその身を沈ませていく。やがて小さな泡が海面に立ち上り、それが弾はじけたとき、気がつけばクラーケンの姿は影も形もなかった。


    「つまり……成功、じゃな。──大成功じゃな！」


    　ふう、と大きな息をひとつ吐き、プリシラは右手を大きな動作で天へと突き上げる。


    　それに合わせて、船員さんたちを含めたみんなも大きく息を吐き、そしてわっと歓声を上げた。


    　こうして俺たちはクラーケンの脅きよう威いにさらされることなく、無事にこの海峡を通過することができたのだった。


    「結果オーライだけど、竪琴なんてマニアックな楽器をたまたま仲村渠なかんだかりが演奏できたからよかったようなものの、そうでなきゃ詰んでたな」


    　俺が言うと、プリシラはうんうんと頷うなずく。


    「うむ。クラーケンの姿が見えてきたあたりで、宝たから田だが『よく考えたら竪琴なんか弾ひき方がわからない』と言いはじめたときにはどうしたものかと頭を抱かかえたぞよ。妾わらわの提唱するギャル万能説がまたひとつ実証された形じゃのう」


    「や、たまたまギリシャ人の友達にシャレで教わっててさ」


    　仲村渠なかんだかりは少し照れたような表情を浮かべて、竪琴の弦を弾はじいた。


    「ギリシャ人っていかにも竪琴弾ひけそう感があるけど、たぶんそれはたまたまで、外国人がたまに抱いてる日本人全員柔道できる的なイメージなんだろうな」


    「ほう。その辺のイメージはわらわにはピンとこぬがのう。とにかく、結果よければすべてよしじゃ。宝たから田だよ。おぬしにとっても、妾わらわたちとともに来られてよかったじゃろ？」


    「……フン。まあ、ね」


    　宝田は決まりが悪そうに、ほんのわずかだけだが、確かに小さく頷うなずいた。


    　さしもの宝田も、竪琴が楽器であるということを忘れていたというポカを犯した手前、プリシラに対しても強くは出られないらしい。ＲＰＧでは『使う』のコマンドひとつで使用できる道具も、現実にはそうはいかない。竪琴を掲げただけではクラーケンも引き下がってはくれなかっただろう。


    「ところで宝田よ。そろそろ聞かせてはくれぬか。おぬしはどうして船出を望んだのじゃ」


    「別に……」


    「そういう受け答えをしておると、いらぬバッシングを招くぞよ？」


    　実際にバッシングされてしまった人のことを思い出したわけではないだろうが、先ほどのミスが決まり悪かったのか、それとも逃げ場のない船上だからか、プリシラの求めに応じて堅い口を開いた。


    「最初は、単にこの世界の別の大陸を見てみたかったのよ」


    「そういや、このファンタジー世界を満喫するのが宝田の旅の目的なんだもんな」


    　だからこそ宝田は、ファンタジー感ぶちこわしの言動をするプリシラや俺たちとは、ともに行動したがらないのだ。


    「ただ、人魚の竪琴を探し求めるクエストの途中で、古代図書館の賢者に聞いた話が引っかかったのよ」


    「おお……正統派のクエストをこなしておるのう。で、賢者とやらはなんと？」


    「かの大賢者は、私に数多くの知恵を授さずけてくれたわ。その中のひとつに、こんな話があった」


    　──海の彼方かなたに、エルフたちの暮らす島がある。


    　──彼らはそこで独自の文明を築き上げている。


    　──かつては我々の国とも交流があったが、遥はるか昔にそれは絶えたという。


    　──外界と隔絶された絶海の孤島ゆえ、われらの国とは異なる発展をし、また古代の遺産がそのままのかたちで残されているとも伝えられる。


    　──そこにいけば、どんな夢も叶かなうとか叶わないとかいわれている。


    　──その国の名は、エルフィニア。どこかにあるユートピア。


    「さすが大賢者。Ｊ●ＳＲＡＣに怒られぬギリギリのラインを突ついてくるとはのう」


    「どういうことだ？」


    「わからぬならわからぬでよい。みなにハッキリわかったらＪＡ●ＲＡＣ税を納めねばいかん」


    「異世界でもか……。じゃあそこは深く詮せん索さくしないが、プリシラ、エルフっていうのは？」


    「独自の文化を持つ少数民族じゃよ。妾わらわも直に会うたことがあるわけではないがの、耳だか鼻だかがちょいと尖とがっておると聞く。みな美しく、人よりも長命で若く見えるとも。少し前のバラエティ番組でよく取り上げられておった美魔女みたいなもんかのう」


    「北欧の伝承に登場する、人間とは違った、妖よう精せい、精せい霊れいとも混同されるような種族のことよ」


    　言葉の端にエルフを美魔女で例えられた怒りを滲にじませつつ、ハイファンタジー様がハイファンタジー的な補足を入れてくださった。


    　そういえば、『ロード・オブ・ザ・リング』だっけ、そういう映画に出てきたのを見たことがあるような気もする。


    「ふーむ。エルフの、エルフによる、エルフのための国。じつに興味深いですな」


    　船長が、俺たちの間に腰を下ろした。クラーケンの海峡を抜ければ、あとしばらくまっすぐ航行するだけで、船長の仕事はあまりないらしい。


    「船長よ、ひょっとしてエルフィニアの伝説を知っておるのかや」


    「なに、ガキの時分に寝物語に聞いたお伽とぎ噺ばなしでさ」


    「またか……。構かまわぬ、話してたもれ。ガキの時分に寝物語に聞いたお伽噺というのは、大抵クエストのヒントじゃから」


    　プリシラの求めに応じ、船長は海の彼方かなたを見つめながら語り始めた。


    「この近くの海には、まぼろしの島がある──そういう話でさあ」


    「まぼろしの島……」


    「エルフィニア──そういえばそんな名前であったような気もします。美しいエルフたちの暮らす、楽園のような場所だと。もっとも、実際に行ったことがあるという者の話も聞きません」


    「おかしいではないか。誰も行ったことも見たこともないのに、エルフが住んでいるだの楽園だのと」


    　プリシラが、まっとうと言えばまっとうなツッコミを入れる。


    「でも、お前も行ったことがない俺たちの世界のサブカルに詳しいだろ」


    「妾のサブカル知識は、おぬしらと同じような客人神まろうどが伝えた知識をご先祖様たちから受け継ついでおるんじゃ。なんの根拠もないことでは──」


    　と、プリシラは何かに気づいたのか、何かを思い出そうとしているのか、言葉を止めて、宙に視線を固定し、ぶつぶつと独り言を言いはじめた。


    「待て待て……。誰も行ったことが……楽園のようなまぼろしの島……」


    「なんだプリシラ、何か気になったことでもあるのか」


    「うむ、どこかでその島のことを聞いたことがないかと考えているうち、ちょいと思い出したことがあってのう」


    「ひょっとして、お前のご先祖様が行ってたり？」


    「ズバリじゃ。じつはのう。ご先祖様の伝説の中に、海に出て遭難し、どこぞの島に辿たどり着いたというような記述はあるんじゃよ」


    　プリシラのご先祖様、今プリシラが王女となっている国を建国した最初の王様とそのお后きさき様は、千年ほど前に世界を脅おびやかしていた魔王を倒した勇者パーティのうちの二人だったらしいのだ。そしてその中でも勇者と呼ばれた人物こそ、俺たちと同じように日本からこの世界にやってきた少年であり、伝説の中に確認される最初の客人神まろうどだという。


    「なんだ、じゃあそのエルフィニアって島もちゃんと記録に残ってるんじゃないか」


    「ところが、伝説の中でもどうもその周辺の記述は曖あい昧まいでのう。島の名前も記録されておらぬから、ご先祖様が訪れた島がそのエルフィニアかどうかもわからんのじゃよ。『おれは幻の島に行ってうまいもんを食って綺き麗れいなねーちゃんたちと遊んでおみやげをもらって帰ってきたぜ。超たのしかったです』という、夏休みの旅行に連れていってもらえなんだ子供が、クラスメートに見栄を張るために書いた嘘うそ日記がごとき記述しか残されておらぬ」


    「案外、単にヤンキーだからボキャブラリーが少なかっただけじゃ……」


    　プリシラのご先祖様であり国を建国した国祖様は、伝説に残るマイルドヤンキーなのだ。


    「妾わらわのご先祖様を侮ぶ辱じよくするでない！」


    　プリシラは俺の襟えり首くびを掴つかんで揺すぶりながら抗議の声を上げる。こいつ、けっこうご先祖様のことは尊敬してるんだよな。


    「わかったわかった。でも、何も具体的な記述はないのか」


    「どこの港から出たとか、どれくらいの長さ航海をしたとか、どのあたりで遭難したとか、地域を限定できるような記述はまったくないんじゃ。まあさすがに全部が嘘じゃとは思えぬが、そもそもここだけの話、どうもご先祖様は話を盛る癖があったようでのう」


    「ああ、お前の旅行記を読んでたらだいたいわかる」


    「なんじゃと」


    「でも、見栄を張るならむしろもっと具体的なことを書くものじゃない？」


    　綾あやちゃんの言葉に、プリシラは深々と頷うなずいた。


    「確かにそうじゃな。友人に見栄を張るために脳内で嘘彼女を作り出した男子中高生は、嘘を見破られんとするあまり、その設定を具体的にしすぎるもんじゃ。いとこのお姉ちゃんの後輩で紹介してもらった。好きな食べ物は杏あん仁にん豆腐、苦手な食べ物はパクチー。吹奏楽部でトランペットを吹いているけど練習がきつくてやめたい。恥ずかしがり屋だから彼氏の男友達には会いたがらない。ペットはシェットランドシープドッグで名前はクッキー。身長百五十六センチ、体重三十八キロ、Ｅカップで……」


    「待って。身長百五十六センチで体重三十八キロって軽すぎない？　それでＥカップは無理があると思うけど」


    「しかたあるまい。男子中高生の女体に対する想像力には限界があるんじゃ。理想も入っておるじゃろうしのう。おそらくはアイドルかアニメキャラのプロフから導き出したものであろうよ。じゃが少年の心がつくりあげたまぼろしの女体を、妾わらわはけっして笑わぬぞよ」


    「あの、お二人さん、架空の男子中高生の嘘うそ彼女の設定の甘さを突つっ込むのはひとまず置いといて、夢とロマンが溢あふれる幻の島に話を戻そう」


    「身長百五十六センチ体重三十八キロのＥカップもロマン溢れとるじゃろ。むしろロマンが詰め込まれた体型じゃぞ」


    「なんだ？　私の噂うわさ話をしていたか？」


    「しとらんしとらん、これ以上脱線させんでよい」


    　横から首を突っ込んできた和泉いずみ師匠を両手で押し返すと、プリシラは腕組みをして頷うなずいた。


    「話が脱線してるって自覚はあったのかよ」


    「うむ、話を戻そう。そうじゃの、もしご先祖様の伝説に出てくる島がそのエルフィニアなのじゃとしたら、妾もぜひ一度行ってみたいぞよ」


    「ですが、やはり幻は幻。海のど真ん中とはいえ、このあたりは遠洋に出る漁船やら、交易のための貿易船やらがしょっちゅう行き交う海域なのです。外界と交易をせず、それ自体で完結した国──しかも訪れた者が驚嘆するほどに優れた文化を持った国があるほどの大きな島なら、これまで見つかってないわけがない。ですから、伝説の中だけに伝えられる、幻の島なんですな」


    　船長は眼を細め、しみじみとした口調で言った。その船乗り人生の中で耳にした数々の伝説を、脳裏に思い描いているようだった。


    「船乗りの中にゃあ、そういう伝説がいくつもあるんでさ。人魚の姿を見た。海上に浮かぶ無数の炎を見た。蜃しん気き楼ろうを吐く巨大な貝を見た。一角クジラの背に乗った海神様の姿を見た。──どれもこれも海に浮かぶ泡のような、お伽とぎ噺ばなしでさ」


    「身長百五十六センチ体重三十八キロＥカップの女体はどうじゃ？」


    「ふふ、なつかしい。儂わしも昔はそのような夢を見たこともありましたな……。この四海の果てに、まだ見果てぬ女体の姿を探した日々が……」


    「妾もどうせ見るなら、楽しい幻を見たいのう」


    　クラーケンの脅きよう威いも去り、穏やかになった海面を見つめながら、プリシラもまた、しみじみと呟つぶやいた。綾あやちゃんも、そしておそらくは宝たから田だも、穏やかな海面のどこかに幻の女体、もとい幻の島を探そうと、視線を水平線へと向けていた。


    　そんな中、プリシラが俺の耳元で囁ささやいた。


    「ところで沢さわ木きよ。じつはの、例のご先祖様の伝説、『超楽しかったです』のあとに、もうちょっとだけ記述があるんじゃ」


    「もうちょっと？」


    『超楽しかったです。そして、おれはあの島で積んだ経験によってワンランク上の男になったぜ。この力で世界を救って、おれは王様になるぜ』


    「──とな」


    「バカっぽいけど、まあ結果として実際王様になれたんだからすげーよな。でも、それが何か？」


    　プリシラは俺の脇わき腹ばらを肘ひじで突ついた。


    「鈍いやつじゃのう。これはひょっとしてじゃよ、伝説の勇者になるための修行とか、一気にレベルアップする霊薬とか、クラスチェンジの儀式とか、そういうものがエルフィニアにはあるのではないかのう」


    　そんなプリシラの言葉に、俺の胸は高鳴った。


    「確かに、ＲＰＧとかだと、単に経験値を稼ぐのとは違う、一挙にパワーアップするイベントがあったりするもんな！　それに、さっき賢者の言い伝えでも、夢が叶かなうとか叶わないとか……。じゃあそれで俺も、ワンランク上の男に……」


    　トレーニング機材や謎なぞデザインのサングラスの通信販売の惹じやつ句くでしか見たことのない伝説のジョブ、ワンランク上の男に俺もなれるというのか!?


    　俺はさりげなく、幼なじみのほうへと視線を向けた。


    　この異世界修学旅行が始まってから、俺は伝説のワンランク上の男になるための特訓を密かに続けてきた。和泉いずみ師匠に教わった木刀の素振りも、宗むな像かたに教わった筋トレも、一いつ色しきに無む理り矢や理り付き合わされた、鏡を見て意識の高い言葉を唱え自己暗示をかける特訓も、俺はちゃんと続けていた。なんだかんだ鉄くろがねに強制的に覚えさせられた山手やまのて線せんの駅名もすべてマスターし、次はＪＲの他路線にいくか地下鉄にいくか悩んでもいた。


    　だが、焦あせりはあった。


    　こんなことを続けていて、俺は本当に彼女に釣つり合うような男になれるのかと。


    　ただ単に、木刀を装備した鉄道に詳しく意識の高いマッチョになるだけではないのかと。


    　でも、ひょっとしたら──。


    　俺もまた、海の彼方かなたへと視線を飛ばした。


    　まだ見ぬ幻の島、エルフィニア。


    　そこに辿たどり着ければ、俺は一気にレベルアップできるのかもしれない。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「オレハ……モウダメダ……。……オレヲ、ナカマダト言ッテクレルノナラ……タノム、オレヲ、コロシテ……クレ……」


    　そんな絶望を含んだ声が、果てなき空と海の間へと溶けてゆく。


    「なんということじゃ。まさかこんなことになるとは……」


    「ああ……。まさか宗むな像かたが、もう自分は人間に戻れないと悟った哀しきモンスターみたいなことを言いだすとはな。一人称も微妙に変わっている気がするし……」


    　どうしたものかと、俺とプリシラは甲かん板ぱんにごろりとその巨体を投げだしたマッチョを見下ろしている。普段暑苦しいほどの筋肉は張りと艶つやを失い、その目はがらんどうのように虚こ空くうを映し出していた。


    「そういや宗像、船に乗り込むときから一人だけテンション低かったし……。てっきり炭水化物をカットする食生活によって、人間が生きていくためのエネルギーが切れかけてるのかと思ってたが、どうやらめちゃくちゃ船酔いが激しい体質らしい」


    「なんと。こやつ、こんな図体をしておって船酔いかや。乗り物マニアと仲がよいくせに」


    「船酔いに図体は関係ないからなあ。筋トレで三さん半はん規き管かんは鍛えらんねーし。休ませてやるしかないと思うけど、甲板と船室、どっちがいいんだろ」


    「移動させるにしても、この図体を妾わらわたちだけで運ぶのは無理じゃ。水夫さんの手を借りぬと」


    　俺たちがそんな相談をしていると、さっきまでマストを背に遠くの海を見つめていた宝たから田だが、こちらへつかつかと歩いて来る。その腰には、細身の剣が。


    「ちょ、宝田さんダメっ！」


    「そ、そうじゃ！　はやまってはいかん！　最後まで人間に戻れる可能性を模索するんじゃ！」


    　止めようとする俺たちを押しのけ、宝田は宗像の傍かたわらに立った。


    　宝田の右手から、銀色の閃せん光こうが走る！


    「……アリガトウ」


    　そんな宗像のか細い声が聞こえた。


    　哀しきモンスターを楽にしてやるべく、剣が一いつ閃せん──かと思ったが、宝田さんは懐ふところから何やら小さな銀色の板を取り出し、宗像の胸の上へと放り投げただけだった。


    「酔い止めよ。使いなさい」


    　どうやら銀の板に見えたのは、宝田が修学旅行のために持参していた酔い止めの錠剤らしかった。


    「おお……なんという慈じ愛あいのこころ。こやつが人間に戻る可能性を誰より信じていたのは勇者様だったのじゃ！」


    「お前ら私をなんだと思ってる」


    「浜焼き屋では高タンパク低カロリーのホタテばかりを嬉しそうに食べていた宗像がこんなことになってしまうなど、出航前のプリンセスには想像もつかなかったぞよ」


    「まあこの程度のことでフラグの回収ができたんならそれでいいけどなあ」


    　クラーケンの海峡も遥はるか彼方かなた。


    　太陽もだいぶ傾かたむき、夕陽がどんどんと海面へ近づいてゆく時刻。


    　甲かん板ぱん上では、船員が空に向かって手をかざして何やらぶつぶつと呪文のようなものを唱えている。プリシラによると、魔法で風を操あやつって船を進めているということらしい。


    「土の魔法で土木工事はできるし、風の魔法で蒸気船よりエコな船旅ができる、か。確かにこの世界で蒸気機関なんか作って意味あんのかな」


    　と、プリシラはそんな俺の独り言を聞いていたらしい。


    「じゃが、そうは言うてもやはり馬車より鉄道のほうが交通機関、輸送機関としては優秀ではなかろうかのう。それに、妾わらわのこの世界にはいまだテレビもねえ。スマホもねえ。ルンバもそれほど走ってねえ──むぐぐ！」


    　俺は咄とつ嗟さにプリシラの口を押さえた。


    「プリシラ、むやみにＪＡＳ●ＡＣに挑戦するのはやめろ。そのチキンレースで誰が得するんだよ」


    「とにかくじゃ。妾の世界にないものがおぬしらの世界にはある。おぬしらの世界にないものがこの世界にはある。違うからこそ、異文化交流は意味があるのではないかや」


    「……まあ、そうかもな」


    「とはいえ、こちらが交流したくとも、相手がまぼろしでは仕様がないのう」


    　プリシラはぼやくように、何ごともない水平線へと言葉を投げた。


    　最初は船出に興奮していた俺たちだったが、平穏な海というものは行けども行けども代わり栄えがしないわけで、俺たちも甲板で宗むな像かたの面倒を見るくらいしかやることがなくなっていた。


    「釣つり竿ざおでも持ってくればよかったのう。いっそ、早めの夕食にするかの？」


    　と、プリシラが船室のほうへと眼をやったそのとき、船がゆっくりと止まり、船長が地図を手にしてプリシラの前にやってきた。


    「地図についた印はおおよそこのあたりだとは思います。が、なんせ海上に目印があるわけでもありませんからな」


    　船長の言葉に、プリシラは海をぐるりと見回した。俺もその隣に立って、あたりを見回すが、何一つ目立ったものは見つからない。目立ったものどころか、空と海とそれを区切る水平線以外の何ものも見当たらない。


    「エルフィニアの島影どころか、水死体のひとつも見当たらぬのう」


    「それは見当たらないほうがいいんだが……」


    「ま、そもそもダーツの刺さった場所というても、針の太さを地図上の面積に換算すればそこそこの範囲じゃからのう。地図にも多少の誤差や歪ゆがみはあるじゃろうしな。それに、妾たちはエルフィニアの話に引っ張られすぎておるが、神託にそう明言されていたわけでもないからのう。ひょっとしたら全然違うものが妾たちを待っておるのやもしれぬ。たとえば、ひょっとしたら何かがあるのは海中やもしれぬ」


    「ＲＰＧだと海底神殿や海中洞どう窟くつって定番のダンジョンだしな。エルフィニアが竜宮城的なものだっていう可能性もあるわけだ」


    「竜宮城？」


    「俺たちの世界の伝説っつーかお伽とぎ噺ばなしの中に出てくる城で──そのうち教えてやるよ」


    「ふむ。なんにせよ、海中へ視線を向けて探すことを思えば、この船上から見下ろすより、ボートを降ろして海面に近いところで探したほうがよかろうの」


    　確かにプリシラの言うとおり、海の中を探すのであればそちらのほうがよさそうだ。海は澄んで船上からでも魚影を見つけることができるほどなのだが、それでも光の反射などで見えにくいこともあり、ちゃんと海中のものを探すのであればもっと海面に近い位置まで下りたほうがよさそうだった。


    「じゃが、あいにくとそろそろ日が沈むようじゃのう。ボートを降ろしての調査は明日、陽が昇ってからにしたほうがよいかもしれぬ。夜の海は何も見えぬからのう」


    　額ひたいに手を当て、水平線に向かってゆく夕陽をプリシラが見やっていたそのとき、船首のほうからただならぬ緊張を含んだ大声が響いた。


    「みなさま方、あれを見てくだせえ！」


    　ただならぬ船員の大声に、甲かん板ぱん上にいた全員が何ごとかと海の方へ視線を向ける。


    「なんじゃ、よもやクラーケン、それともエルフィニアかや!?　あるいは水死体!?」


    　プリシラは興奮気味の声を上げながら、船ふな縁べりのほうに走っていった。俺もその横に並んで、何があったのかと目を凝こらす。


    　海は一切荒れた様子もなく穏やかだが、船長のいう『あれ』は、すぐにわかった。


    　俺はそれをひと目見て、島影だと思った。


    　だが、数秒の後に、その認識を改めることになった。その島は、ゆっくりと、しかし確かに動いていたからだ。それは海上に浮かぶ巨大な島──島と見み紛まがうほどに巨大な海獣。それも、まだ記憶に新しいクラーケンよりさらに巨大だ。


    「もしかして、クジラ……？」


    「何をGoogle先生みたいなこと言うておるんじゃ。もしかしても何も、あれだけ巨大な海獣といえばクジラじゃろ！　妾わらわもこの目で見たのは初めてじゃが……！」


    　プリシラは海に出たのが初めてだそうなので、そりゃ生きているクジラを見るのも初めてだろう。いや、俺だってテレビ画面を通して見たことがあるだけだ。


    「そのとおり、クジラです。ですがただのクジラじゃない。あれは一角クジラです。このあたりの海域の主とされる聖獣、角の生はえた巨大なクジラでさあ」


    　プリシラだけでなく、船長の声も興奮の色に満ちていた。


    「一角クジラ──俺たちの世界にはいない動物か」


    　確かに、その頭と思われる部分からは角が──そうと知らなければまるで海面に斜めに立った塔かと見み紛まがうほどに巨大な角が生はえていた。


    「でもこれ、こんな近くで安全なんですか？　ひょっとしてモンスター的なやつじゃ!?」


    　クラーケンだろうが一角クジラだろうが、こんな巨大なもの、戦う戦わない以前の話だ。あの巨大な角を気まぐれにこちらへ向けられるだけで、船は呆あつ気けなく沈んでしまいそうだ。


    　だが、船長の表情はあくまで穏やかだ。クジラとの邂かい逅こうを喜んでいるようにさえ思える。


    「ご安心を。一角クジラが人間に危害を加えたという話は聞きやせん。それどころか、その姿を見ることができれば航海の安全が保証されるという縁起物でさ。だからこそ、みなさま方にも見ていただきてえと思った次第でして」


    　言われてみれば、その姿には威圧こそされ禍まが々まがしい雰ふん囲い気きはなく、どことなく神聖な気配さえ漂っている。といっても海上に見えているのは角の先くらいのもので、その巨体のほとんどは潜水艦のように海中を移動しているのだが。


    「一角クジラは大いなる海を統すべる海神様に従う聖獣として、船乗りたちの間では縁起物とされています。お客さん方、ついてますぜ。あっしもこの稼業が長いが、一角クジラをこの眼で見るのはわずかに三度目でさあ」


    「ほほう、それは嬉しいもんじゃのう。初に見まみえるクジラが伝説の一角クジラとは」


    　俺たちの船を見守るように並走しながら、一角クジラは悠ゆう々ゆうと海を行く。数分ほど、そうして並んでいただろうか。不意に一角クジラが、その身をゆっくりと浮上させはじめた。


    　海が割れ、一角クジラがその半身を人間の前にさらしてゆく。


    「────っ」


    　俺は、思わず息を呑のんだ。


    　動物園で、象を見たことがある。


    　この異世界に来てからは、象より遥はるかに巨大な空飛ぶ翼竜を見上げたこともある。


    　だが、それは比較にならないほど圧倒的だった。


    　今まで海上に見えていたものは、海中に沈む本体のほんの一部分でしかなかった。


    「おお……」


    　さしものプリシラも、ただそう声を漏もらすことでしか、その感動を表現しきれなかったらしい。プリシラだけじゃない。俺も、いや誰もが、眼の前に展開される光景に対する言葉を持たなかった。


    　沈みゆく夕陽を背に、朱く染められた海面を二つに割るようにして、その巨体が姿を現す。


    　その神話めいた光景を瞬またたきの間も見逃すまいと、俺たちはただただその威い容ようの前に立ちすくんでいた。


    「あれは……あれはもしや、海神様のお姿では……！」


    　船長が、感動に震ふるえる声を絞り出すように、そう言ってその場に跪ひざまずいた。


    「海神様……？」


    　そのとき、俺はそこにその姿を見つけた。


    　遠近感がおかしくなるほどの巨体ながら、確かに一角クジラの額ひたいから生はえる角のつけ根に、人間大のものが跨またがっているように見える。


    　海水に濡ぬれた頭髪、一いつ糸しまとわぬその姿、神こう々ごうしいほどの風格。


    　海神様──。


    　ていうか全裸の木き村むらである。ぼくらのクラスメートである。


    「なるほど、感動的な画の中に登場するパターンじゃな、変化をつけてきたではないか。これはプリシラＰも一本取られたぞよ。まさか今回のノルマをこんなところで消化してくるとはのう。宝たから田だが前半で出てきたから、あやつはクライマックスかと予想しておったんじゃが」


    「つーか別にノルマじゃねーから」


    　とはいえ一角クジラはそのまま感動的なまでの勇ゆう姿しを俺たちに見せつけている。俺たちは素直に感動していいやらどうしていいやら、複雑な感情を抱かかえたまま、今度はゆっくりと海中へ没してゆく一角クジラの威い容ようを、ただただぼうっと見つめていた。


    　海神様、もとい木村を角に跨がらせたまま、一角クジラは再びその身を海中へと潜り込ませていった。深く、深く。遠く、遠くへ。あの島と見み紛まがうほどの巨体が見えなくなるほどの深みへと。


    　まるでつい先ほど眼前に展開された光景が夢であったかのように、あの威容をほこる巨体が、泡のようにその姿を消してしまった。


    「うむ、眼福であった……。大いなる神をも感じさせる大自然の美。余分なところを脳内Photoshopで修正すれば、妾わらわの思い出ファイルに永遠に生き続けようぞ……」


    「消すな消すな、あれだけの頑張りを消してやるな。つーかあいつ大丈夫かな」


    「人類が海中で呼吸できぬということを除けば、何も問題はないのう」


    「……まあ、あいつタフだしな」


    「というか今思ったんじゃが、まさかあれが神託が指し示したものではなかろうな」


    「だとすると、神託都市への補助金減額もやむを得ないが……。まあでも、あいつも一応クラスメートだしな」


    　俺たちの目標はクラスメートの回収なので、そういう意味ではここで木村を回収するのも確かに最終目標には近づくことになる。


    　もっとも、神託都市でおまわりさんに捕まっていたはずの木村は、どうやってか俺たちの行く先を突つき止め、俺たちを追ってああいう登場のしかたをしたのだろうから、鶏が先か卵が先かよくわからなくもあるが。


    「うーむ。じゃあ一応、拾えるなら拾っていこうかの……」


    　つい先ほどまで、壮大な海の神秘が展開されていた海面を見つめながら、プリシラは言った。


    「まあ……そうだな」


    　あのタフな木き村むらがこれで海の藻も屑くずになったとは思えないが、しかしいい加減ここらで回収しておかないと、これから先の旅でいつ全裸がやってくるのかと気になって、どんな絶景に出会っても心の底から楽しめなくなってしまう可能性がある。


    「竜神様に、山にゴミを捨てぬと誓ったしの。どこかにおられる本物の海神様のご機嫌も損そこねぬほうがよいじゃろう」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「では、これより木村の捜索に向かうぞよ。よいな」


    　海は広いし、既に薄暗くなってきている。そのため捜索のための眼は多いほうがいいということで、俺、プリシラ、天てん堂どう、藤ふじ崎さき、川かわ中なか島じま、丸まる山やま、そして仲村渠なかんだかりの七名が捜索隊としてボートに乗り込むことになった。


    　ちなみに参加しないメンバーだが、宗むな像かたは船酔いで巨大なガラクタと化し、宗像ほどではないが坂さか上がみ先生も若干の船酔い。そして和泉いずみ師匠はもうおねむの時間。佐さ々さ木きと漆うるし原ばらは船員さんたちを手伝って夕食の準備をしており、一いつ色しきはなんらかのきっかけでボート上でドラゴン化してしまったとき、ボートを沈ませパーティを全滅させてしまうので除外。


    　というわけで、この人選である。


    　ボートは既に海に降ろされ、俺たちはそこに縄なわ梯ばし子ごで下りていくことになる。


    「それでは行ってくるが、委員長、これを預かってくれぬか」


    　プリシラが綾あやちゃんに手渡したのは、真っ二つに割られた、握にぎり拳こぶし大の水晶玉の片割れだった。その断面はつるつるで、まるで包丁で二つに割ったスイカのようだ。ただし、それがただの割れた水晶玉でないのは、その全体が電球のように青白い光を放っていることからもわかる。


    「これは？」


    「これこそは王家に伝わる七つ道具がうちの一つ、『かたわれの宝ほう珠じゆ』じゃ」


    　かたわれの名のとおり、綾ちゃんに手渡したものとまったく同じ形をしたものをもう一つ、プリシラが自分の手に持っている。


    「この二つの宝珠は近い距離にあると光を強め、離れると光が弱まる。要するに、光の強さによって互いの位置をおおよそ知ることができるという便利な道具じゃ。王家の人間が旅などをするときに、万一誘ゆう拐かいなどされてしまってもその位置を探さぐれるように、主君と家臣がひとつずつ持つ道具なんじゃ」


    　綾ちゃんは、この道具を預かってほしいというプリシラの求めによって船上に残ることになったのだ。これから夕暮れの海に木村を捜しに出かけるので、万一はぐれてしまったときのためにということらしい。確かに夜の海で本船を見失ってしまうと、暗い海に取り残されてしまう。そのリスクを取り去るための道具というわけだ。


    「七つ道具の中に全裸探知機はないのか」


    「そんなもんが王家の宝具として伝わっておったらご先祖様のことは尊敬できぬわ。木き村むらは目視で捜すよりない。あくまでやつの自己申告にしろ不死者の王と全裸で見まみえて生きて帰ってきたやつがこれくらいのことでどうにかなるとも思えぬが、海を汚してはいかぬからな。ただ妾わらわたちの安全も確保しておきたいゆえ、委員長には船に残ってこれを預かっておいてほしいんじゃ」


    「わかった。確かに預かったわ。でも、なるべくこれの出番がないように気をつけてお願いね」


    「これはフラグじゃないことを願いたいもんじゃのう。よし、では縄なわ梯ばし子ごを降ろしてくれい」


    「待って、私も行くわ」


    　意外なことに、木村捜索隊のメンバーに宝たから田だが名乗りを上げた。


    「おお、宝田よ。おぬしも木村が心配なんじゃな」


    「この近辺が神託の地というなら、エルフィニアが見つかるかもしれないでしょう」


    「ツンデレ……ではないようじゃのう。まあよい、歓迎しようぞ」


    　そんなわけで、先の七人に加えて、宝田までもが参加することになった。


    「お騒がせ全裸野郎よ、待っておるがよい。今度こそ、妾が貴様をブタ箱にぶち込んでくれる」


    「ああ、やっぱりそういう趣旨なのか」


    　友よ、今のお前を止められるのは、もう俺たちしかいないんだ。


    　哀しき全裸モンスターと化した友にこれ以上罪を重ねさせないという強い決意を胸に、俺たちは夕暮れの海へと漕こぎ出していった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺たちは縄梯子を下り、全員無事にボートに乗り込むことができた。


    「晩ごはんまでには帰ってくるのよー！」


    　という綾あやちゃんの呼びかけに、


    「はーい」


    　と、プリシラが素直に応こたえる。


    「そもそも目視で探さぐるわけじゃから、さほど時間はかけられぬ。発見できるにせよできぬにせよ、日没までが勝負じゃ」


    　そういうわけで、俺たちはボートを漕ぎ出した。


    　だが、三十分ほど周囲をぐるぐる回っても、船上から海を見ていたときと同じように、代わり栄えのしない海がどこまでも広がっているだけだ。海面は穏やかで水も澄んでいるのだが、ボートの下に魚影を見つけることはできても、木村の姿はどこにも見当たらないし、『ああ、神託が指し示していたのはこれだったのか！』なんて発見は何一つ見当たらない。


    「くっそ、おいお前ら、いい加減漕こぐのを代われよ！」


    「だらしないぞ男子～」


    「つーか漕がねえんだったらお前ら乗らなくてもよかったじゃねえかよ！」


    「あたしはマジシャンならではの観察眼で海を見てるんだから」


    　藤ふじ崎さきと天てん堂どうがそんなくだらない言い争いを始めたそのときだった。


    「おい、何か霧が出てきていないか」


    　丸まる山やまの言葉に、全員があたりを見回す。


    　と、いつの間にか、あたりをぼんやりと薄い霧が覆おおっている。


    「む、確かに霧じゃの。本船を見失うとまずいぞよ、早急に戻らねば。ほれ、沢さわ木きに藤崎、全力で漕ぐんじゃ！」


    　オールを担当していた俺と藤崎は顔を見合わせ、オールを強く握にぎった。ところが、漕げども漕げども船影は見えず、さらにまずいことに、霧がどんどんと濃さを深めてゆく。


    「うーむ、フラグ的中」


    「暢のん気きに言ってる場合か！」


    「確かにそうじゃの、妾わらわピンチ！」


    　さすがに危機感も募つのってきて、女子もオールの端を掴つかんで漕ぎはじめる。もはや男が女がと言い争いをしている場合じゃない。


    「ねえ、そもそも漕ぐ方向ってこれで合ってるの？　霧が晴れるまで、下へ手たに動かないほうがいいんじゃない」


    　天堂の言うとおり、漕げば漕ぐほどに遠ざかってしまう可能性もある。ついさっきまではすぐそばに見えていた本船の影も、今は乳白色の深い霧に包まれ、どちらの方角にあったかさえ定かではない。


    「じゃが、じっとしておっても風や海流に流される可能性もあるぞよ」


    「そうだプリシラ、こんなときのためにあの『かたわれの宝ほう珠じゆ』を使うんだよ！」


    「それがのう。さっきから強く光っておるんじゃよ。じゃからすぐこのあたりに本船があるはずなんじゃが」


    　プリシラは手の中で光を放つ宝珠を俺たちに見せる。


    「すぐ近くったって……」


    　あたり一面、乳白色の濃い霧に包まれていて、もはやボート上の互いの顔すら認識しにくい。


    　進しん退たい窮きわまって、俺たちはとにかく大声で助けを呼ぶことにした。


    「おおーい！　綾あやちゃーん！　坂さか上がみ～！　和泉いずみ師匠～！」


    「ＳＯＳじゃあ～！」


    　俺とプリシラが大声を上げるが、その声も霧に吸い込まれ、どこかに届いたという手応えがまるでない。


    　とそのとき、突然、俺の体に何かぶつかるものがあった。


    「うおっ、何──」


    　俺の体にぶつかってきたものを抱き止め、間近で見ると、それは川かわ中なか島じま真ま弓ゆみの体だった。


    「ちょ、おい！　大丈夫か！」


    　耳元で叫ぶと、川中島はわずかに顔をこちらへと向けた。


    「ん……ごめんなさい……急に眠く……」


    「眠いって、何もこんなときに──」


    　霧の中、他のみんなの様子を確認しようとそちらへ視線を向けると、いつの間にか、仲村渠なかんだかりと天てん堂どうが、折り重なるように船底にその身を横たえていた。


    　丸まる山やまと藤ふじ崎さきも、重なり合うようにしてすやすやと寝入っている。


    「……くぅ」


    　あまりに突然のことにそちらへ注意を奪われていた最中、俺の腕の中で川中島までもが眠りについてしまった。明らかに、まともな状況じゃない。


    「沢さわ木き、せめて、船から落ちないように──なるべく中心で──」


    「うーん、もう食べられないぞよ……むにゃむにゃ……おかわり！」


    　気力で持ちこたえていたらしい宝たから田だも、手振りを交えてそんな助言を俺に残すと、早くも楽しい夢を見ているらしいプリシラと抱き合うようにして倒れ伏してしまった。


    「プリシラめ、寝つきよすぎるだろ……」


    　俺もその様子を見届けるのが精一杯で、思考が頭の外へと引っ張り出されていくような感覚に抗あらがうことはできなかった。


    　霧の中へと吸い込まれるように、俺の意識も白い闇やみの中へと溶けていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　ばちん、ばちん。と、遠くで音がする。


    　ばちん、びたん、ばちん。どこか遠く──じゃない、すぐ近く！


    「……痛いって！」


    　俺が上半身を勢いよく起こすと、眼の前数センチにプリシラの顔があった。


    「お、グッドモーニン。沢木浩こう介すけ、生存確認」


    　どうやらバチンバチンと聞こえてたのは、プリシラが馬乗りになって俺に気つけのビンタを食らわせていた音らしい。


    「もうちょっと科学的で安全な方法で起こせよ……」


    「緊急時に贅ぜい沢たくを言うでない」


    　まだジンジンとする頬ほおをさすりながら、俺はさらに意識をはっきりさせようと、深く呼吸しながらあたりを見回した。


    　波の音は聞こえるものの、完全な海上というわけではなく、ボートの底が地面についている感触がある。どうやら、どこかの海岸に漂着したらしい。ついさっきまでは陽が落ちかけていたはずなのに、遠くの水平線に朝日が昇りつつある様子を見ると、どうやら俺たちは半日近く眠りこけてしまったようだ。


    　意識がはっきりしてくると、とりあえずすぐに命に関わるようなことがないとわかって、俺はほっと胸を撫なで下ろした。


    　既にボートから降りて、砂浜に車座になっている他のメンバーの姿も見える。


    　俺、プリシラ、天てん堂どう、丸まる山やま、藤ふじ崎さき、仲村渠なかんだかり、川かわ中なか島じま、そして宝たから田だ。


    　あのボートに乗っていた全員、なんとか無事だったようだ。謎なぞの眠気もいつの間にやらすっかり消え失うせてしまった。


    「うーむ。きっちりフラグ回収をしてしもうたのう」


    「できれば遭難フラグは回収したくなかったけどな……」


    「すんだことはしかたあるまい。命があっただけ儲もうけものじゃ」


    　確かに、一歩間違えればボートから落ち、今頃海の底に沈んでいてもおかしくない。そう考えると、ゾッとするものがある。


    　まあそう思う一方で、一角クジラとともに海底に沈んでいったはずの木き村むらは、どうせどこかでまた次のパーティタイムに向けて計画を練っているのだろうという妙な確信もある。


    「それでプリシラ、ここはいったいどこなんだ？」


    「どこと言われてものう。妾わらわたちとて、おぬしよりちょっぴり先に目を覚ましただけじゃ。ここが大陸なのか島なのか、島じゃとしたら人が住んでおるのか無人島なのか、それもまださっぱりわからん。『かたわれの宝ほう珠じゆ』も今はまったく光っておらぬところをみると、どうやら本船から相当遠くまで流されたようじゃ」


    　あたりをキョロキョロしはじめたプリシラにつられて、俺もあたりを見回す。


    　俺たちが漂着した海岸線はずっと先まで続いているが、家はおろか、船やその係留所などの人工物は見当たらない。海岸の反対側は、海岸線と平行に走るように深い森が茂っている。その森の木々の切れ目に、俺たちを誘うかのように、細い道が一本だけ通っている。


    　自然、俺たちの視線は吸い寄せられるように、その道へと注がれる。


    「あの道、獣けもの道みちにしては開けているようにも思えるがのう」


    「こういうときは、下へ手たに動いて体力を消耗しないほうがいいんじゃないのか」


    「救援が見込めるならそれもいいけど、展望がないのにじっとしてるだけじゃジリ貧になるだけよ」


    　俺にそう言いながら宝田は立ち上がると、剣の鞘さやで森の中の細い道を指し示す。


    「宝田の言うとおりじゃ。どのみち、ここに留まっているだけでは水の補給すらままならぬ」


    　確かに言われてみれば、見渡す限り砂浜しかないこの場所に留まっていても、どうしようもなさそうだ。唯ゆい一いつ懸け念ねんがあるとすれば、俺たちが別の場所を探索しているとき、本船の綾あやちゃんたちが俺たちの遭難に気づき、捜しに来たときに入れ違いになってしまうことだろう。


    　プリシラも同じことを思ったのか、


    「万一、委員長たちの捜索隊がこの島にやってきたときのための目印として、この小舟を陸に揚げておけばいいじゃろ。そうすれば妾わらわたちがこの島にいることも伝わるぞよ」


    　そう言うとボートの縁を掴つかんで、それをずるずると砂浜に引っ張り上げていった。


    「旅行が初めて冒険となった感じじゃのう。これもまたよし！　探検じゃ遠足じゃ！」


    　プリシラは軽やかな足取りで、森の中の小道へとスキップ気味に歩を進めていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　足取りが軽やかだったのは、最初のうちだけだった。


    「ハァ……ハァ……、最初のときに懲こりて、ほとんど馬車で移動してきたけど……やっぱり現代っ子が……森の中を歩くのはきつい……」


    「……疲れよりも……妾は喉のどが渇かわいたぞよ……。ポテロング食べすぎたぞよ……」


    「お前な……そんな喉が渇きそうなものをいつのまに食ってたんだ……。つーか遭難したんだから食料の情報は共有しろよ……」


    　今にして思えば、宝たから田だがすぐに移動を提案したのは、そういう意味もあったのかもしれない。幸い、探索のお伴として、俺たちは旅行バッグの中に懐中電灯などと合わせて多少の菓子や飲み物を持参していた。だが、あの海岸で水や食料が得られたとは思えない。持参してきた食料が尽きる前に事態を打開しなければならないのだ。


    　最低でも、湧き水か何かで飲料水の確保はしておきたいところだ。


    　誰が言うでもなく、自然と自分たちの状況が飲み込めたのか、みんな宝田のあとについて、黙々と足を前へと運んでいた。


    「宝田はいいとして、川かわ中なか島じまよ、おぬし意外と体力あるのう……」


    「舞台のお芝居は体力勝負ですからね～。役柄によっては、ほとんどずっと舞台上で動き回って声を張らなきゃいけませんから」


    「確かに、演劇って文化系のイメージはあるけど、体力いりそうだもんなあ」


    「それに、イボイノシシの役を演じることになったとき、役の心を掴むため、黒くろ蜥蜴とかげ先生に二週間山中に置き去りにされたときの特訓を思えばへっちゃらです」


    「その先生、ヤバくねーか？　つーか人外の役が多いのはその人に師事してるからでは……」


    　川中島とそんな会話を交わしていると、大おお股またで俺たちを追い越して、天てん堂どうはどんどん前へと進んでいく。


    「まあ、私のほうがさらにちょっと体力あるみたいだけどね！　なんならおんぶしてあげよっか！」


    　意地っ張りで見栄っ張りの天てん堂どうの性格も、この状況下ではむしろ励はげみになる。


    　そんな中、死にそうになっているのが丸まる山やまだった。


    　Ｘｂｏｘのコントローラーより重いものは持ったことがないという緩ゆるんだ肉体に鋼はがねのメンタルを搭載した丸山琢たく郎ろうは、この過酷な状況下でも一切の弱音を吐かなかった。一切の弱音を吐かないまま重い肉の塊かたまりと化して、藤ふじ崎さきと仲村渠なかんだかりの肩を借りながら、亀の歩みでなんとか前へと足を進めている。


    「クソ豚野郎、重いっつーの！　豚コマにすんぞゴラァ！」


    　藤崎は悪態を吐つきながら、それでも丸山の右肩を支え、


    「すげーこれ、ダイエットに効くわー」


    　と、仲村渠も額ひたいに汗を浮かべながら、左側から丸山を引ひき摺ずっている。ギャル、マジ聖人。


    「仲村渠、気づかなくて悪い。代わろうか」


    「あ？　あー、サンキュー男子。マジくそ重いんで頑張って」


    　仲村渠に代わって、俺は丸山の左腕を自分の頭の後ろに回し、藤崎と歩調を合わせながら、丸山を担かつぐようにして歩きはじめる。


    　一歩一歩、足の裏が土へとめりこむ感触を抱きながら歩くなかで、ふと思った。


    　──修学旅行に来る前って、俺たちこんなに仲良かったっけ？


    　つい最近のことのようで、でも、もうだいぶ前のことのように、思い出せない。


    　当たり前だが、今のことはよく見える。


    　たとえば俺たちのほうをまったく振り返らないままずんずんと先へ先へと足を進めている宝たから田だが、何気ない動作で、その剣先で顔の高さへ張り出した枝を斬り落として払ってくれていることが、今ならよく見える。


    　プリシラが隠し持っていた水筒の水をそっと天堂に渡し、それを天堂が川かわ中なか島じまに渡し、さらにそれが仲村渠に渡り、そして俺たち男子チームのもとへ届いた。そういうことが、よく見える。


    　一人なら、あの浜辺で心が折れていたかもしれない。でも、みんながいてくれたおかげで、クソ重いけど、なんだかんだで足を前へと進めることができる。


    　それって、けっこう悪くない。


    　クソ重いけど。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　森の先で、空気の流れが変わったことが感じられた。


    　細い道のその奥に開けた空間があることが、顔を撫なでる風が教えてくれた。


    「おおおおおっ！」


    　俺たちより少し先、先頭を元気よく歩いていたプリシラが、大きな声を上げた。それは恐怖でも驚きよう愕がくでもなく歓喜の声だということが、はっきりと伝わってきた。


    「ダッシュせよ！　こりゃ見事なもんじゃぞ！」


    　プリシラはこちらを振り返って、興奮気味に叫びながら手招きをする。プリシラもくたくたに疲れて喉のども渇かわいているはずなのに、その声こわ音ねは活いき活きとした感動に溢あふれていた。


    　湧き水でも見つけたのか。それとも集落があったのか。


    　俺も丸まる山やまを引ひき摺ずりながら、ゆっくりとその場所へ進んでいく。


    　はしゃぐプリシラの傍かたわらで、宝たから田だ、川かわ中なか島じま、天てん堂どう、仲村渠なかんだかりも先を見据えて立っていた。だが、その様子がどうもおかしい。プリシラのはしゃぎようとは微妙に異なる驚きが、その制服の背中に貼りついていた。その理由を確かめようと、一歩一歩足を進め──そうして、ついに俺はそれを見つけてしまった。


    「これは……」


    　ここは異世界。ファンタジーの世界。鬼が出ようと蛇じやが出ようと、たとえ巨大なドラゴンが出ようとも、心の準備はできていた。対処できるかどうかは別として──正直、怪物系は宝田に丸投げするつもりでいたとはいえ、心の準備だけはしていた。


    　──でも、これは、こんな。


    　心臓が早鐘を打ち、血流が速まってゆくことがわかる。


    「どうしたんじゃ、感動して声も出ぬのか？」


    　不思議そうに俺を見るプリシラの言葉も、右の耳から左の耳へと通り抜けていった。眼の前に広がるその光景が、あまりにも衝撃的だったからだ。


    　膝ひざから力が抜け、その場にへたり込んでしまいそうだった。


    「──まさか、な」


    　そんな言葉がか細く、丸山の唇から漏もれた。


    　眼前に屹きつ立りつするのは、首を目いっぱい傾かたむけないとその全身を仰あおぎ見ることすら叶かなわない、巨大な女神像だった。異世界の、それも辺境の島に立つ、巨大な女神像。


    　だが、俺たちはそれを知っている。実際に見たことがなくとも、俺たちはその姿を幾度となく眼にし、そして彼女の名を知っている。そう、その名は──。


    



    　──自由の女神。


    



    「ここは、アメリカだったのか……」


    　からからに渇いた喉から、ただその言葉だけがこぼれ落ちていった。

  


  
    



    　　　三章　おいでませエルフィニア


    



    「ここは、アメリカだったのか……！」


    「んなわけないじゃろ！　もっかい目覚ましのビンタを食らわしてほしいのかや？」


    　自由の女神を見上げる俺の顔を両手で掴つかんで引き下げながら、プリシラが俺の額ひたいに頭ず突つきを食らわしてきた。


    「ぐあ……ビンタじゃないじゃねーか……」


    「どうじゃ。ここはどこじゃ？」


    「たくさんの星が見えた……。星といえば星条旗……。やっぱりここは、アメリカだったのか……！」


    「うーむ……。もう一発、といきたいとこじゃが、沢さわ木きのあんぽんたんだけならまだしも、他のみなも衝撃を受けておるようじゃのう」


    　プリシラは、他のメンバーも俺と同じように自由の女神を見上げて固まっているのを見て取ると、ほんの少しだけその表情に不安を覗のぞかせた。誰だって、自分が少数派だと気づくとそうなるものだ。


    「アメリカってあれじゃろ、確か大おお阪さかにある村の名前じゃろ？」


    「また微妙に合ってて大筋で間違ってる知識を……」


    「アメリカ村やＵＳＪは大阪修学旅行の定番コースなのでは」


    「アメリカ村とＵＳＪを知っててアメリカそのものを回避する知識バランスって、よく考えたらすげーな……。詳しくは帰ってから坂さか上がみ先生が教えてくれるだろうが、アメリカってのは俺たちの世界の国のひとつなんだよ。で、自由の女神はアメリカのシンボルなんだ」


    「おぬしらの世界の国が妾わらわの世界にあるわけなかろう」


    「……いや、そうなんだけど──」


    　そうなのだ。さすがにこの世界で何週間も暮らしてきて、異世界にやってきたこと自体が夢だったとは思わない。それなら俺の隣でやかましくしているプリンセスはなんなのだという話だ。


    「いやでも……こいつが妄もう想そう癖へきの強いアメリカの金持ち少女なら……自分を異世界の王女だと信じている痛いアメリカの少女なら……」


    　アメリカの富豪なら城に住んでいるやつもいるだろうし、日本のサブカルかぶれの異世界の王女より、日本のサブカルかぶれのアメリカ人少女のほうがよっぽど存在する可能性が高い。


    「何度もドラゴンを見たじゃろ。あんなもんアメリカにおるのか？」


    「アメリカのＳＦＸ技術は世界最高水準だからな」


    「いくつか魔法も見たじゃろ。あれは？」


    「高度に発達した手品は魔法と区別がつかない。神託都市でお前が体験したとおりだ」


    　俺は自由の女神を見上げ、確信とともにその言葉を繰くり返す。


    「やっぱりここは……アメリカだったんだ！」


    「……いや、あたしもびびったけど、さすがにその結論はやっぱ無理があんでしょ」


    　自由の女神を見上げたまま、仲村渠なかんだかりが言った。


    「おお、さすがだかりん。ステータス異常：『アメリカ』から正気に戻ったか」


    「私も、ここはアメリカではないと思う」


    　天てん堂どうも、仲村渠の意見に同調する。


    「私は本物を見たことがあるんだ。私は自由の女神──もちろんこちらの世界のものでなく、アメリカはリバティ島にある自由の女神を見に行ったことがあるんだ」


    　リバティ島──そういえば確か、自由の女神は島に立ってるんだっけ。


    「まだ私が天才少女マジシャンと呼ばれていた頃の話だ。私はテレビ局の企画で、娯楽の殿堂・ラスヴェガスのカジノで開催されていたマジックショーに出演することになった。もちろん私は現地の一流マジシャンの前座に過ぎなかったが、かわいらしい少女が行う華麗なマジックは拍はく手しゆ喝かつ采さい、のちに日本で放映された番組でも日本中のお茶の間がまほろちゃん超カワイイと絶賛の嵐。私はＳＮＳでそれらの絶賛コメントを検索しては一つひとつにイイネを押し、批判的なコメントを書き込んだやつのアカウントはそいつらの過去の問題発言を掘り返して拡散し」


    「なんの話をしとるんじゃ。つか、嫌な子供じゃのう」


    「……そう、それでせっかくアメリカに来たんだからと私と家族はニューヨークにまで足を延ばし、そこで自由の女神像を実際に見たんだ。でも、そのときの現地の様子はこんなじゃなかったんだ。すぐ側そばに森なんてなかったし、像の周囲ももっと近代的な風景が広がっていた。確かに私が行ったのは小学生のときだが、数年間で森が切り拓ひらかれることはあっても、こんなに鬱うつ蒼そうとした森が急に出現するはずはない」


    「なら……ここはもしかしてアメリカじゃないのか……？」


    　でも、疲労と自由の女神ショックで、頭がうまく働かない。


    「ここが異世界だろうとアメリカだろうと、それはあとで考えればいいわ。そんなことより──」


    　宝たから田だが指し示した先──。


    　眼の前の自由の女神があまりにも強烈な印象で、その背景がすっかり眼に入っていなかったが、それらがようやく形を成して意味を持ちはじめた。俺たちが自由の女神を見上げている今の場所は小高い丘で、そこから見下ろした目と鼻の先には、人家が建ち並ぶ集落が見て取れた。


    「ここがアメリカかどうかなんて、現地の人に接触すれば、そんなことすぐにわかることでしょう」
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    　人家が建ち並ぶ集落──遠目に見れば確かにそうで、近くに寄ってみてもそうなのだが、その街並みは俺たちがプリシラの国で見てきたものとは明らかに違っていた。


    　ひと言で言うと、この集落は異郷の空気に満ち満ちていた。


    　異世界なのだから異郷には違いないのだが、この街にはもといた日本とも、つい数日まで滞在していたプリシラの国ともまた違う、独特の空気が流れていた。


    　土の臭い、木々の香り、民家の屋根や壁の色彩、人々の歩くリズム──それら個々の要素が渾こん然ぜんとなって織り上げられた文化という名のタペストリーが、五感すべてに飛び込んでくる。


    　異郷にあることの不安と心ここ地ちよさ、その相反する感情が同時に喚かん起きされる。


    　誰より、一番感動していたのはプリシラだったろう。


    　ゴブリンの村も、王都も、神託都市も、港町も、ずっと城の中で暮らしていたプリシラにとっては見たこともない世界には違いない。しかし、それでもプリシラの国の領土内、自国の文化圏だ。


    　この島は、アメリカ（仮）こそは、正しよう真しん正しよう銘めいプリシラにとっての異郷なのだ。


    　そして、俺たちにとっては、見慣れた異郷である。


    　それはアメリカ──というか、アメリカ開拓時代をモチーフにした西部劇映画の中で見かける、古きよきアメリカの風景だった。


    　西部開拓時代をモチーフにしたデザインのステーキハウスでしか見たことがないような、腰の位置にある両開きの扉。


    　西部劇のガンマンたちの後ろに生えている巨大なサボテン。


    　肝かん腎じんのガンマンは見かけないものの、西部劇のガンマンの後ろで転がっている謎なぞの草がコロコロと風に吹かれて俺たちの前を横切っていく。


    「そうか、ここはアメリカだったのか……」


    「そろそろしつこいぞよ。あと一回アメリカと言ったら鼻パンチの刑に処すぞよ」


    「地味に嫌だなその刑……」


    「つか、普通に考えてここはエルフィニアじゃろ？　住人のエルフと話せれば──」


    　俺たちが歩くここは、既に集落のど真ん中。あちらこちらにエルフらしき人々の姿は見えるが、やはり格好からして明らかな異邦人──しかも集団の俺たちには、おいそれと近寄ってはこない。


    　それまで道を歩いていた人も、俺たちの姿を認めると、そそくさと近くの家へ逃げ込んでしまう。それでいて完全に身を隠すことはなく、あちらこちらの人家の窓から顔を出し、警戒と好奇心が入り混じった視線をこちらへ向けている。


    　その人々の顔立ちは、確かにどことなくプリシラの国の人々とも違い、心なしか耳が尖とがっているようにも見える。そういえば耳が尖っているのは、少なくとも俺たちの国のゲームやアニメに出てくるエルフの特徴ではあったはずだ。


    「仮にここが伝説のエルフィニアだとするなら──確かずっと昔に国を離れたエルフたちが建国した国なんだろ。だったら、ヨーロッパを離れた人たちが建国したアメリカで独自の文化が発展したように、ヨーロッパ風の世界を離れたエルフたちがこういう文化様式に行き着いたのかも……宝たから田だはどう思う？」


    「ぐ……確かにそう考えるとこれはむしろリアル……いや、でもアメリカ文化はアメリカの気候風土や当時の文明レベル、世界情勢という種々の条件下で成立したもので……ううッ」


    「ごめん、話を振る相手を間違えた」


    　うん、最近けっこうじつはいい人感も出てきてたけど、やっぱ基本的にヤベーわ、この人。


    「とにかく住民とコミュニケーションをとるため、まずは敵意がないことを示さねばいかん。他国の領土に無断で踏み込んだ者は、先制攻撃を受けても文句は言えぬ」


    「そうだな、でもどうしよう」


    「とにかく友好的にいくんじゃ。特に現地の文化をディスってはいかん。投獄されてもおかしくないぞよ」


    　プリシラの言葉に、宝田が小さく舌打ちをした。何かを思い出したらしい。


    「でも友好的につっても、どうすんだ」


    「お菓子を配ろうぞ。集落に辿たどり着けた以上、もう食料を確保しておく必要はないからの」


    　プリシラは鞄かばんから取っておいた菓子を取り出して、笑顔で掲げた。


    「ほらみなの衆、お菓子をあげようぞ！　ギブユーガム！　ギブユーチョコレート！」


    「ＧＨＱかよ」


    　プリシラはニコニコ笑顔を振りまきながら、頭上に高々と板チョコを掲げる。


    　だが、さすがに菓子を受け取りに来る者は誰もいない。そもそもプリシラが手にしているものが菓子だと認識されているかどうかもわからない。異民族の威い嚇かく行動だと思われている可能性もある。


    　人々はみな遠巻きに、板チョコを掲げるジャージ少女を怪け訝げんな表情で見ていた。


    　だがそんな中、一人の青年がプリシラのほうへと歩いてきた。背が高い金髪の青年で、顔立ちからしてもエルフなのだと思われる。


    「おおっ、第一村人発見！　ファーストコンタクト！」


    　プリシラは笑顔をそちらへ向けて、自分のほうからもその青年に歩み寄ってゆく。


    「ハローハロー、マイネームイズプリシラ、アイアムプリンセス」


    　青年も笑顔でプリシラの差し出した手を握にぎり返しながら、しかし、その視線はプリシラではなく、俺たちのほうへと向けられていた。


    「アメージング……拙せつ者しやは幻を見ているのでショウカ……」


    　その青年がそんな声を発したのと同時に、俺はそいつが誰であるかを悟った。


    「マイケル！　マイケルじゃないか！」


    　俺がその名を呼ぶと、他のみんなも──プリシラ以外の全員が、はっとしたように眼を見開いた。


    「ゴブサタしておりマス、イエス、皆さんノクラスメート、マイコーデス」


    　マイケルは白い歯を見せて笑う。


    　改めてよく見てみれば、髪の色や眼の色、鼻の高さや彫りの深さなどは他のエルフ（仮）によく似ているのだが、彼らの特徴である尖とがった耳は持ち合わせていない。


    　それが金きん髪ぱつ碧へき眼がんのアメリカ出身クラスメート、マイケル・サンダースとの、異世界での再会だった。


    「皆サン、歓迎しマス！　ウェルカム、夢と自由ノ国、ユナイテッドステイツオブアメーリカへ！」


    「やっぱりここは、アメリカだったのか……」


    「それはもうええっちゅーのに」


    　呆あきれ顔で、プリシラが空を仰あおいだ。


    　風景がどれだけ移り変わっても、その青い空の色だけは、日本からずっと変わらない。
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    「なんじゃ沢さわ木きよ、おぬし、いつの間にエルフと知り合いになったんじゃ」


    「エルフじゃねーよ、こいつはマイケル。歴れつきとした俺たちのクラスメートだ」


    　言われて、プリシラはマイケルの格好を改めて見る。


    「なんと、そういえば確かにおぬしらと同じ制服を着ておる。となれば、結果的に神託に従ったのは正解だったということじゃな」


    「ああ、そういうことになるか。木き村むらを捜して海に出たらマイケルを見つけたと」


    「オウ、キムラ。ネイキッド・ハプニングボーイね」


    「全裸芸は言葉の壁を越える世界中の男子共通の鉄板ネタだからな」


    「イエス、アメリカでは警告ナシに射殺されてもおかしくないデース」


    「全裸の話はええわい。それより、クラスメートじゃというなら妾わらわにも紹介せぬか」


    「あ、そうか。そうだったな」


    　当然ながら他のみんなはマイケルのことを知っているが、プリシラとマイケルはこれが初対面ということになる。


    「えっと、マイケル。こいつはプリシラ。話せば長いことながら、この異世界で俺たちは修学旅行を続けてるんだ。で、このプリシラが修学旅行のスポンサーになってくれてる」


    「アーハン」


    　マイケルはハリウッド映画に出てくる俳優特有の、わかったんだかわからないんだかな返事をする。とにかく、俺はプリシラの肩を少し押して、マイケルの前に歩み出させた。


    　プリシラは腰に両手を当てると、マイケルに対し堂々と自己紹介を始めた。


    「ハロー、マイネームイズプリシラ。キュートでおしゃまな女の子、でも秘密があるの、それは妾わらわがプリンセスだっていうこと。好きなものはカロリーの高い食い物、弱点は革命、ヨロシク！」


    「オウ、クレイジー。自称プリンセス系女子ノ地雷率ハンパないデース。ＳＮＳのアカウント名が『○○姫』な女子の自意識、マイケル苦手デース」


    「お前の好みは知らんが、一応こいつは本物なんだよ」


    「……アーハン」


    「だからそれはわかったのかわかってないのかどっちなんだよ」


    「一人称『妾』、こじらせ感メチャ高いデース。バットそのチャレンジシップ、拙せつ者しや嫌いじゃナイ。アイアムマイケル・サンダース。ヨロシクデース」


    　そんなわけで互いの自己紹介が終わり、マイケルとプリシラは握手を交わす。


    「じゃが一人称というなら、おぬしの拙者も相当じゃろ」


    　プリシラが指摘すると、マイケルは鼻をフンと鳴らした。


    「コレは計算デス」


    「計算とな？」


    「拙者という一人称を使うと日本人は親切にしてくれマース。あと変な漢字Ｔシャツを着てる外国人にも弱いデース。語尾にデースで完璧デース。日本人チョロいデース」


    「おい、おぬしらなめられておるぞよ」


    「マイケルって確かに生まれはアメリカらしいんだけど、子供のときからずっと両親の仕事の都合で世界を転々として、アメリカの記憶はほとんどないらしいんだよ。その代わり、アニメとかで日本のことを知って、日本にずっと憧れてたらしい」


    　サブカルから入って日本を知ったという意味では、プリシラにも通じるところがある。


    「イエス、一瞬で水みず谷たに豊ゆたかと根ね津づ甚じん八ぱちの判別ができるくらい、日本詳しいデース。リリー・フランキーと吉よし田だ鋼こう太た郎ろうも七割の確率で判別できマース」


    「むむ、それはなかなか凄すごいのう」


    「一瞬たりとも日本の地を踏んだことがないのにその凄さがわかるお前のほうが凄いと思うんだが」


    「じゃが、それだけ日本生活が長いのなら、なぜ若干カタコトなんじゃ？」


    　プリシラが問うと、マイケルはぴたりと表情を固めた。


    「それはいろいろ都合ってものがあるんですよ。それはわかってくださいよ。お察しください」


    「うわあいきなり普通に喋しやべるでない！」


    「そういうわけで、コッチでいかせてもらいマース。コンゴトモヨロシク」


    　そういうわけで、マイケルがなかまになった！


    「でもマイケル、お前、どうしてここに？」


    「拙せつ者しや、海で遭難シテ、気がついたラこの島に流れつきマシタ。一週間クライ前デス」


    「じゃあ俺たちと同じパターンか。でも、そもそもなんで海に出たんだ？　そもそもこの島はなんなんだ？」


    「拙者言いマシタ。ここは夢と高カロリー食品と自由ノ国、ユナイテッド──」


    「ちょっと待てマイケル。確かに俺もちょっと前までアメリカじゃないかと思ってたけど、この街並みは明らかに現代アメリカじゃないだろ。確かに西部開拓時代のアメリカっぽい見た目だけど、車が走ってるわけでもなけりゃ電灯さえ見当たらない。人々の服装だって、まるで西部劇だ」


    「この地域は、アーミッシュの集落のようなものナノでしょウ」


    「ほう、日ハムの合宿所じゃと」


    　プリシラが感心したように意味のわからないことを言うので、俺は頭をフル回転させた。


    「……えーと、えーと……あっ、ダルビッシュじゃねーし、ダルビッシュもう日ハムにいねーし！」


    「よく今のわかったわね……」


    「あ、ありがとうございます」


    　宝たから田ださんに感心されるとなんか嬉しいな。


    「ダルビッシュは日ハムからどこに行ったんじゃ？　大洋？　大毎？」


    「お前の野球知識、時代がねじれすぎだろ。つーかちょっと黙ってろ。えっと、アーミッシュって確か、近代的な技術と距離を置いて生活してる人たちのことだよな」


    「イエス、アーミッシュの人々ハ、ヨーロッパから移民してきた当時の生活様式で暮らしていマス。電気が普及する以前のアメリカ文化の中で生活しているのデス」


    　どうもマイケルは、この島をアメリカだと思い込んでいるらしい。


    「あのな、マイケル。落ち着いて聞いてくれ。この世界は俺たちがもといた世界ではなく──」


    　俺がマイケルに詰め寄っていると、プリシラが俺の袖そでを引いた。


    「状況を説明するのもけっこうじゃが、こやつ、どうやらこの島にある程度溶け込んで生活しておるようじゃ。ではまず、このマイケルを通じてこの島の人間に話を繋つないでもらい、妾わらわたちの身の置き所を定めるのが先決ではないかや。身の上話はそれからでもよかろう」


    　プリシラの言葉に、改めて周囲を見回すと、依然として現地の人々からの視線が俺たちへと突つき刺さっていることに気づいた。


    「あ、ああ。それもそうだな。マイケル、積もる話はあとで、とりあえずこの島の人に会わせてくれないか。お前はこの島に漂着してから、どこで暮らしてるんだ？」


    「オウ……」


    　マイケルが答えかけたそのとき、道の向こうから猛スピードで馬が走ってきた。馬上ではカウボーイハットを被った人間が手綱を握にぎっている。


    「おお、またも暴れん坊将軍、いや、保安官かや」


    　結論から言うと、何気ないプリシラの言葉は、あたらずとも遠からずといったところだった。


    　物もの凄すごい勢いで駆けてきた馬は、果たして俺たちの前でその足を止めた。


    　騎馬のまま、その人物は俺たちを見下ろす。


    　俺たちも、その人を見上げる。


    　衣服はほかのエルフとさして変わらないようだが、その腰のベルトには、拳銃ならぬ細身の剣が差されている。カウボーイハットのその中の顔は、やはり他の現地の人々と同じような、整った顔立ちに金髪、そしてわずかに尖とがった耳。そして、女性だった。


    「お前は確か、つい先日、この島に漂着してきたマイケルとかいう者だったな。他の者は見慣れぬ顔に見慣れぬ服装だが、マイケル、お前の知り合いか」


    　馬上の女性に問われると、マイケルは馬上を見返しながら直立不動で敬礼し、その人のことをこう呼んだ。


    「イエス、大統領閣下！」

  


  [image: ]


  
    



    　俺たちの前に現れたのは、保安官どころか大統領。しかも、女性大統領だった。もちろんプリシラもいずれ自分の国で女王になるらしいので、この国でも女性が女王の立場にあって悪いわけではないのだが、それにしても大統領という地位にあるにしては相当に若く見える。


    　アメリカ人女性の年齢は俺たちにはわかりにくいし──いや、そもそもアメリカ人ではなく、エルフの女性なのだが、俺の感覚ではまだ二十代の後半くらいに見える。


    　もっともプリシラによると、エルフという種族は長命な上に若く見えるというので、実際の年齢はわからない。ただ初対面の女性、まして大統領に年齢を尋たずねるというのも失礼な話だ。


    「のうのう、大統領って暴れん坊将軍でいうとどれくらい偉い？」


    「暴れん坊将軍でいうと吉よし宗むねくらいだが」


    「む、では妾わらわも相応の礼をもって相対せねばならぬな……」


    　そんなことを話しながら、俺たちは大統領に導かれるまま、エルフの集落を歩いていく。


    　建物も、人々の衣服も、島全体がアメリカ開拓時代の雰ふん囲い気きに満ち満ちていた。最初はそのビジュアルだけに気を取られていたのだが、歩きながらその風景を見ているうち、この島がとても平和で、清潔で、人々が楽しそうに暮らしているのだということが伝わってきた。


    　俺たちに対しては好奇の眼が向けられてはいるものの、俺たちを導くように先頭を騎馬で行く大統領に対する敬意ははっきりと見て取れたし、しかもそれが権威などによって強制されているものではないことも、人々が大統領に向ける気安い笑顔から読み取れた。


    「伝説に伝わってるように、楽園ってほどなのかどうかはわからないけど、きっといい国なんだな」


    　俺が言うと、隣を歩くプリシラも同意するように深々と頷うなずいた。


    　やがて俺たちが導かれたのは、島の集落の中でもひと際目立つ、大きな建物だった。目立つ理由はその大きさだけじゃない。他の建物とは違い、その建物だけが、全面を白いペンキで塗り立てられていたからだ。


    　当然と言うべきかなんと言うべきか、大統領はその建物を、ホワイトハウスと呼んだ。


    　俺たちは導かれるままに、ホワイトハウスの中へと入ってゆく。


    　武装解除はされたものの──といっても宝たから田だが装備していた佩はい剣けんと、プリシラが隠し持っていたうまい棒コーンポタージュ味が取り上げられただけ──他の荷物はそのままに、俺たちはすんなりと奥へ奥へと通された。ホワイトハウスがこんなにゆるゆるのセキュリティで大丈夫なのかと思うほどだ。


    　やがて、俺たちが通されたのは、大統領執務室という、文字の響きだけはアメリカ映画で耳にするけれど、何をしている部屋なのかはよくわからないところだった。


    　部屋には大きな机と椅い子す、それに大きな本棚があるくらいで、他は何もない簡素な部屋だった。装飾めいたものといえば、おそらくはこの島の模型と思われるものが置かれているくらいだ。


    　大統領は椅い子すに腰を下ろし、俺たちはその前に横一列になって並ぶ。


    　ちなみに、この場にはマイケルはいない。俺たちを諮し問もんするにあたって、既にこの島のことをある程度知っているマイケルに助け船を出されたり、また口裏を合わされたりすることのないように、ということなのだろう。


    　大統領はしばらく無言で、俺たちを品定めするように一人ひとりに視線を這はわせる。なんだか、悪さをして校長先生の部屋に呼び出されたような気分だ。


    　やがて、大統領は深く息を吐くと、机の上で両の指を組み合わせ、改めて俺たちを睥へい睨げいした。


    「まずは、この地を代表する身として挨あい拶さつをさせてもらおうか。私が大統領のアメリアだ。エルフィニアの地へようこそ」


    　大統領の言葉で、わかったことが三つある。


    　この島でも、大統領という地位は、国を代表する立場を表すものであるということ。


    　大統領の名は、アメリアであるということ。


    　そして最後に──やはりこの島が、まぼろしの島エルフィニアであるということだ。


    「大王女のプリシラと申します」


    　プリシラが一歩前に出て、自みずからの名を名乗った。


    「大王女ってなんだよ、余計なとこで張り合うな」


    　俺は小声で言いながら、肘ひじでプリシラを小こ突づいた。


    「王女──ふむ、外とつ国くにの王女か」


    　プリシラの挨拶を受けて、アメリア大統領は小さく呟つぶやいた。外つ国、つまり外国といったくらいの意味だろう。


    「大統領閣下御自らの歓迎、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じ奉たてまつり上げますぞよ」


    　プリシラも相手が一国の代表となると、無理して敬語を使うらしい。アメリア大統領の前に跪ひざまずいて、若干間違っている気がしないでもない敬語の口上を述べた。


    　真ま似ねしておいたほうがいいのかと俺たちも跪こうとしたとき、大統領が手でそれを制した。


    「眼の高さも言葉も平ひらで構かまわぬ。外の儀礼は知らぬし、何ごとも簡素に、率直にゆくのがエルフィニアの流儀だ」


    「あ、そっすか。サンキュー。んじゃフツーにやらせてもらうぞよ」


    　プリシラはキリリと引き締めていた表情を緩ゆるめ、立ち上がって両手をジャージのポケットに突っ込んだ。


    　絵面的には完全に、校長先生に呼び出されたヤンキーである。


    　ただまあ、畏かしこまらなくていいのは正直俺たちにとってもありがたい。俺たちも手をポケットに突っ込むことはしないまでも、少しだけ気を緩めることができた。


    「ではまず、お前たち一人ひとりがどのような人間かを聞かせてくれ」


    「おお、またキャラ紹介かや」


    　キャラ紹介というより、入国審査といったところなのだろう。


    　こうしてエルフの大統領直じき々じきに、俺たちの入国審査が執り行われることになった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「──なるほど、話はわかった。つまり八名の漂着者だというのだな。つい先日の漂着者、マイケルの知り合いであると」


    「はい、このエルフィニアで再会したので驚きました」


    　マイケルはこの場にいないが、既に大統領にも名前を覚えられているところをみると、やはりこの異世界の海で遭難してエルフィニアに辿たどり着いたというのは本当なのだろう。


    　大統領にはこれまでのいきさつを正直に伝えたが、話がややこしくなるので、俺たちがさらに別の世界からやってきたということはぼかしておいた。俺たちもプリシラも、エルフィニアにとっては外の世界からやってきたということに違いはないのだから。


    　マイケルも、どうやらそのあたりは大統領に伝えてはいないらしい。もっともあいつの場合、ここをアメリカだと思い込んでいるのらしいで、自分が置かれた立場をどれほど理解しているのかはよくわからない。


    　もっとも、今にして思えば、マイケルがここをアメリカだと思い込んでいるのも無理はないような気もしてきた。


    　俺たちだって、この異世界に来るなりプリシラに出会え、すぐに客人神まろうどの伝説などの異世界チュートリアルを聞くことができたから、なんとか自分たちの状況を受け容いれることができたのだ。そうでなければここがアメリカの一部だと信じてしまっていてもおかしくはない。


    「漂着者がこうも短期間に立て続けに、それもこれほどの数やってくることなど前例がないことなのだが──来てしまったものはしかたがない」


    　大統領が少し表情を険けわしくしたので、俺は思わず身を硬くした。わかってはいたことだが、やはり、俺たちは招かれざる客なのだ。


    　誰もが、どんな国もが、プリシラがそうしたように異世界からの漂着者を大歓迎するわけではないのだ。これから俺たちはどうなってしまうのか、と不安が胸を過よぎる。


    「大統領閣下。妾わらわたちは、何かの罪に問われるのかや。それとも、しばらくこの島に滞在させてもらってよいんじゃろうか」


    　俺たちの心配の核心部分を、気軽にプリシラが尋たずねてしまった。


    　すると、大統領は俺たち一人ひとりに視線を飛ばし、最後にプリシラをまっすぐに見つめた。


    「悪意がある入国者ではないようだからな。マイケルと同じく、エルフィニアの民たみとして歓迎しよう。三食昼寝つき、家は手頃なものをすぐに建てさせよう。それができるまではこのホワイトハウスの部屋を使うといい。特に行動に制限は設けないが、エルフィニアの掟おきてには従うように」


    「おお！　感謝いたしますぞよ！　あ、いや、率直にいくんじゃったな。大統領、サンキュー！　ベリーマッチ！」


    「あ……ありがとうございます」


    　プリシラからワンテンポ遅れて、俺たちも口々に礼を述べる。


    　先ほどの心配はなんだったのか、と拍子抜けするほど、これ以上ない歓待ぶりだった。


    　思えば俺たちより少し先にエルフィニアに来ていたマイケルの様子を見ても、特に拘こう束そくすらされていないようだったので、俺が心配しすぎていたといえばそうなのだが。


    「あの、滞在させていただけるのはありがたいのですが、できればこいつらとは別の部屋でお願いできませんか。私はこの連中の仲間というわけではないのです」


    　宝たから田だが真剣な表情で、大統領にそう陳情する。


    「え～。いっしょに寝泊まりしようぞ。男子の中で誰がむかつくとかそういう話しようぞ～」


    「ちょっと待て、女子って夜中にそういう話してんのか？」


    「妾わらわがむかつくのはこいつ～」


    　プリシラが俺を指差す。むかつく。


    「すまんが、このホワイトハウスにも余っている部屋がそうあるわけではないのだ。もともと、客間などというものがあるわけでもないのでな。男女別の二部屋で我慢してくれ」


    　さしもの宝田も、受け入れ先にそう言われては引き下がるしかない。


    　そんな宝田の様子を見て、プリシラは嬉しそうにニヤニヤしている。


    「そうじゃ、大統領、あつかましいようじゃが、もう一つ尋たずねてよいかの？」


    「構かまわん。今のうちになんでも聞くがいい」


    「では言わせていただくぞよ。妾たちは仲間とはぐれてこの島に来てしもうたんじゃ。おそらく心配しておることと思う。なるべく早く仲間たちのもとへ戻りたいんじゃが、ご存じのとおり、漂着者ゆえ帰る術すべをもたぬ。それで……」


    「心配はいらぬ。そのあたりのことも、おいおい考えよう。だが、漂着者が辿たどり着くなどそうあることではないのでな。我々としてもすぐにどうこうしてはやれぬ」


    「ふむ……。いや、この島で生活させてもらえるだけでも有り難いと思わねばならぬ。そのうえであつかましいお願いをしておるのじゃ、こちらもすぐにとは言わぬ」


    　大統領の受け答えからすると、今すぐにとはいかないまでも、俺たちがこの島を出ることについてもちゃんと協力してくれるような口ぶりだった。


    　プリシラが代表して話を進めてしまったが、これで俺たちの懸け念ねんはほとんどなくなってしまった。この島での衣食住のことも、今後島を出て綾あやちゃんたちと合流するときのことも。


    　唯ゆい一いつ大きな懸念があるとするなら、俺たちがボートに乗ったまま消えてしまったことで、綾ちゃんたちにどれほど心配をかけているのかというその一点だ。


    　それを思うとできるだけ早く帰りたいものだが、大統領のほうにも都合があるのだろう、プリシラの言うとおり、何もかも甘えておいてこれ以上というのも言いだしづらい。


    「今後のことは──そうだな、エルフィニアの民たみには私のほうから伝えるのが早いであろう。街を回ってくるゆえ、その間に食事を用意させよう。食事のあとで、また改めてお前たちの処遇については話し合おう」


    　その言葉を聞いた途端に、プリシラのお腹なかがぐぅと鳴った。


    　室内の空気が一気に弛し緩かんし、俺も、大統領も、みんなも──宝たから田だでさえもが、ほんの少し表情を緩ゆるませた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「あらかじめ釘を刺しておくが、どんな食事が出てきても文句をつけてはいかんぞよ」


    　プリシラは小声でそう言いながら、宝田の顔を覗のぞき込んだ。


    「……わかってるわよ。もう投獄されるのはごめんだし、アメリカ開拓時代は私の守備範囲外だから目を瞑つぶるわ」


    「守備範囲の問題なのか」


    　まあ確かに西部開拓時代を題材にした小説、それもファンタジーとなるとあまり見かけないが。とにかく、宝田がおとなしくしている限りは無用のトラブルも起こらないだろう。


    　俺たちがおとなしく、案内された食堂の席に座っていると、まずは嗅きゆう覚かくが刺激された。


    「この香り──」


    　それだけで何かは特定できないものの、どこかで嗅かいだことのある懐なつかしい香りが胃袋を直接鷲わし掴づかみにする。嗅覚によって得られた情報が、脳内にぼんやりとその食べ物の像を結んでいく。


    　──もしや。いや、まさか。


    　──でも、ここはアメリカ。っぽい島、エルフィニア。ならば。


    　そんな途切れ途切れの思いが胸の中で反響しているうち、間もなく、給仕さんたちがトレイにのせた食事を俺たちのもとへ運んできた。


    「ようこそ、エルフィニアへ。夢と自由の天地へ！」


    　そう言って笑顔を振りまきながら、俺たちの前に食事を並べていく。給仕さんたちの姿もどことなく時代がかった、西部の女給さんといったスタイルで、それが俺たちにとってはむしろテーマパークのレストラン感を感じさせる。そして、俺の前に食事のトレイが置かれる。


    「やっぱり、こう来たか」


    　俺は思わずそう独りごちた。


    　冷静にそう呟つぶやきながら、今にも躍りだしたくなるほど心はウキウキしていた。


    　俺たちの前に並べられたのは、作りたてのハンバーガー──肉厚のベーコンチーズバーガーと、揚げたてのポテトフライ。今やどんな文化圏でも食べられているが、やっぱりそのイメージはアメリカの国民食である。


    　これも厳密なことを言えば、現在のアメリカの国民食とはいえ、開拓時代のアメリカには存在しなかったはずだが、俺たちは別に時代考証はどうでもいいのでこんなに嬉しいご馳走はない。


    　だが、いつもは真っ先に食事に飛びつくプリシラは、ハンバーガーと睨にらめっこするかのように顔を近づけながら、首を傾かしげていた。


    「レタス、トマト、チーズ、そしてこれは肉……かのう？　それらをパンで挟んでおるわけじゃな。じゃが……バラバラでよいものをなんで挟んでおるんじゃ。そもそもこれ、どうやって食うんじゃ？」


    　プリシラは他の俺たちがなんの戸惑いも見せていない様子を察すると、不安げな表情を浮かべる。これもまたプリシラだけが味わっている異郷の感覚かと思うと、なんだか妙におかしい。プリシラにとってそれは完全に未知の食べ物らしく、おそるおそるてっぺんのバンズを剥はがしている。


    「そういや私の田舎のひいおばあちゃんも、ハンバーガーを初めて見たとき一枚ずつ剥がして食べようとしてたっけ」


    　仲村渠なかんだかりがおかしそうに言う。


    「ち、違うのかや」


    　プリシラは慌てて、バンズをもとの位置に戻した。


    「これはな、まとめて手で持ってかぶりつくんだよ」


    　俺はハンバーガーを両手で持って、いただきますを言うのも忘れたまま、その懐なつかしい物体に囓かじりついた。


    　もちろん異世界でのことだ、見た目だけハンバーガーだが味が激甘、なんてこともちょっとだけ警戒してはいたが、それは杞き憂ゆうに終わった。慣れ親しんだ──ただし、作りたてだからか、素材がいいのか、相当に上等なハンバーガーの味が口いっぱいに広がる。


    「ぬう、プリンセスにそんなはしたない食べ方をせよと言うのか」


    「お前はいつももっとはしたないことをいろいろやってるだろ。いいか、ラーメン、牛丼、カレー、ハンバーガー。これは日本の四大大衆グルメなんだ。と、俺が今決めた」


    　ラーメンの名を出すと、不安に満ちていたプリシラの顔色が少し変わった。こいつは先の神託都市で、店のスタンプカードをコンプリートするほどラーメンにどハマリしていた過去がある。


    「ラーメンと並び称されるほどのものなのかや……。むむ……。あれも最初は得体が知れぬと思うたが、食うてみるとまじやばじゃったしのう……。あれを思えば、こちらはまだすべて材料が知れたものじゃし……」


    　しばらく顔の前で掲げたハンバーガーと睨にらめっこをしていたプリシラだったが、やがて意を決したように、大口を開けてかぶりついた。


    「はむ、むぐ。む？　……んむむむむむ！」


    　しばらく咀そ嚼しやくしてから、大きく眼を見開く。


    　それから、付け合わせのポテトフライを口に放り込んで、また大きく眼を見開いた。ハンバーガーとポテトフライでこれだけのリアクションが取れるなら、グルメ番組のリポーターも務まりそうだ。


    「な、なんじゃこりゃ……信じられぬくらいうまいぞよ！　しかも、この付け合わせは揚げ物ではないか！　妾わらわ、揚げ物だいすき！」


    　初めてバーガーショップに連れてこられた子供のようにはしゃいだ様子で、プリシラは夢中でバーガーに囓かじりついていく。が、三分の一ほど平らげたところで、不意に手を止め、今まさに運ばれてきた宝たから田だのハンバーガーを指差した。


    「そうじゃ、給仕さんよ。大変に申し訳ないのじゃが、こやつの食事は変えてやってくれぬか」


    　プリシラの言葉に、給仕さんと宝田、二人が揃そろって眉まゆ根ねを寄せる。


    「こやつはいろいろと事情があって、中世ヨーロッパ的世界観にそぐわぬものは食えぬのじゃ。そうじゃのう、この中じゃと、パンとピクルスくらいかの。あと水を出してやってくれい」


    「ちょ……！」


    「ん、なんじゃ？　中世ヨーロッパにはこの食べ物は存在したのかや？」


    「ぐ、ぬ……でも、さっき言ったとおり、私もそこは多少見逃してもいいかと……」


    　宝田は物もの凄すごい表情でハンバーガーを睨みながら、プリシラに言う。


    　対して、プリシラはなぜか柔らかな笑顔で宝田に応じた。


    「いや、妾もあれからちょっと反省したんじゃよ。誰にもゆずれぬ信念というものはあろう。おぬしが現地の食文化をディスるのはよくないことじゃが、食べたくないものを無理にというのも酷な話じゃ。坂さか上がみ先生に教わったんじゃがの、おぬしらの世界にも思想信条によって、牛を食べぬ人々、豚を食べぬ人々、川魚を食べぬ人々、酒を飲まぬ人々、おまけだけ取って菓子を捨てる人々など、いろんな食のありかたがあるそうではないか」


    「最後のやつは単に食しよく玩がんコレクターの魔道だが」


    「妾は立派な女王になるため、それを尊重することを決めたんじゃ。おぬしからは言いだしにくそうじゃったから、投獄したことのお詫わびというわけではないが、妾が代わりに頼んでやったぞよ。妾もちっとはおぬしと仲直りをしたいからのう」


    　ニコニコ笑顔なプリシラの表情を見ていると、わざと遠回りな嫌がらせをしているというよりは本心からそう思っているようなのだが──。プリシラよ、宝田の表情からすると、むしろまた余計に宝田の心の距離がお前から離れていっているのかもしれないぞ。


    「仰おつしやる意味がよくわかりませんが、外とつ国くにではそういう宗教が……？　それとも体質でしょうか。いずれにしろ、それは申し訳ないことをしました。すぐに別のものをお作りしますね」


    　給仕さんは宝たから田だに対し、軽く頭を下げる。


    「すまぬのう。あ、それはもったいないから妾わらわがいただくぞよ」


    「あっ」


    　宝田が小さく声を上げた。給仕さんが下げようとした宝田のバーガーを、プリシラはひょいと取って自分のトレイにのせたのだ。


    「で、でも……ベーコンとチーズくらいは……」


    「いやいや、中世ヨーロッパ的なリアリズムに照らし合わせると、流れ者の旅人が口にするにはこの分厚いベーコンもこくまろな味わいチーズも贅ぜい沢たく品ひんではないかのう」


    「ぐぅ……っ」


    　宝田は血が出るんじゃないかと思うくらいに、テーブルの上で強く拳こぶしを握にぎり締めながら、自分の前から奪い去られ、プリシラの胃袋へと収まってゆくベーコンチーズバーガーを恨うらめしげに見つめていた。自じ業ごう自じ得とくというかなんというか。


    「ところで、この得体の知れぬ黒い汁はなんじゃ？」


    　バーガーとポテトには躊ちゆう躇ちよなく囓かじりついていたプリシラだったが、コップに入ったその液体に関してだけは、すぐに手をつけずに、臭いを嗅かいだり、コップを揺らしてその水面の波打つ様さまをじっくり見たりと、随ずい分ぶんと警戒している様子だ。


    　だが、俺たちにはわかる。ハンバーガーセットについてくる黒い飲み物といえば、もうあれしかないのだ。


    「ああっ、懐なつかしい！　これだよ、これ！」


    　なんとも形容しがたい──しかし誰もが知っているその風味と炭酸の弾はじける爽さわやかな快感が、喉のどを走り抜けていった。どういう理屈でコーラが異世界にあるのかはわからないが、この飲み物は間違いなくコーラだ。しかも冷気魔法で作っているのだろうか、ちゃんと氷まで入っているのが嬉しい。


    「う、美う味まいのか？」


    「まあ飲んでみろよ。この味は説明できないんだ」


    「む、うむ……」


    　とはいえ、まだ材料が見て取れたハンバーガーと違い、こちらは黒い見た目だけでも拒否感があるのだろう。すぐに手をつけることはなく、プリシラはみんながゴクゴクと喉を潤うるおす様を興味深げに見ていた。


    「毒ではないようじゃが……」


    　プリシラはコップを手にすると、舌をちろりと出し、おそるおそるその表面に舌先をつけた。


    「ぬ、ぐえっ！　妾のだけ腐っておる！　舌がピリピリするぞよ！」


    　プリシラは眉み間けんに皺しわを寄せてしかめっ面を作る。


    「森の中に、このエルフ蜜みつが湧く泉があるんです。そこから汲くみだしているんですよ」


    　宝たから田だの前に山盛りのピクルスと、中身のないハンバーガー、つまり上下に分かれたパンを置きながら、給仕さんが教えてくれた。


    「養老の滝の、酒じゃなくコーラが湧くバージョンか……。その辺はしっかりファンタジーというかなんというか」


    「天然のドリンクバーじゃの」


    「コーラを知らないやつがドリンクバーとか言うな」


    　と言いつつ、ならジンジャーエールやメロンソーダが湧いている泉もあるのだろうか、と俺は想像した。


    「とにかく、このコーラだかエルフ蜜だかいうものは妾わらわの口には合わぬ。じゃが、このハンバーガーとかいうやつと芋いもの揚げたやつ、これはまじでやばい。魔性うまい。豚骨ラーメンと甲乙つけがたいやばさじゃ」


    　プリシラは両手でハンバーガーを持つと、一いつ心しん不ふ乱らんにがつがつと食らいつき、あっという間に平らげてしまった。


    「うまいうますぎる。じゃが、うますぎてくやしいのう……」


    「悔しい？」


    　プリシラは嬉しいのか悔しいのかよくわからない、複雑な表情を浮かべていた。


    「考えてもみよ。妾の国にはビーフステーキがある」


    「ああ、城の庭でバーベキューパーティをやったよな。あれはうまかった」


    「そして、パンもある。チーズもベーコンもある。なのに、どうして今までこの食べ物に至らなかったのか……」


    「ああ、そういうことか」


    「この食べ物の核になる、牛肉を細かく刻きざんで焼き上げるという工夫など、誰かが思いついておってもよさそうなもんじゃがのう……」


    　確かに、文明レベルが同程度でも、それによって作られた文化が違うというのはあることなのだろう。そのあたりの話を宝田としてみるとおもしろいのではないかと思ったが──。もそもそと具なしパンを囓かじっている今のハイファンタジーさんには、とても話しかける勇気はなかった。流る浪ろうの勇者様がポリポリと山盛りのピクルスを囓る音が、食堂の端に虚しく響く。


    「ハンバーガーとポテトフライとエルフ蜜。この三つはエルフィニアの郷土料理で、誰もが愛する国民食なんですよ」


    　俺たちにハンバーガーを運んできてくれたエルフの女性が、その表情に郷土の誇りを滲にじませながら、そう教えてくれた。


    　兎とにも角かくにも、大満足の昼食だった。俺たちは懐なつかしいアメリカンな味に舌した鼓つづみを打ち、一名を除く全員が顔をほころばせていた。


    「そうだ、エルフィニア到着記念に写真撮ろうよ」


    　と、仲村渠なかんだかりが立ち上がった。手にはデジカメが握にぎられている。


    「木き村むらを捜しに出たのにデジカメ持ってきたのか？」


    「証拠写真とか必要かなと思って」


    「なんの証拠だよ」


    「おっ、写真かや。いいのう。じゃが、だかりんも入るがよい。シャッターは給仕さんに押してもらおうぞ」


    「じゃあ私が真ん中だな！」


    　そう言いながら素早く自分のポジションを獲得した天てん堂どうを、プリシラが押しのけた。


    「真ん中はスポンサーと相場が決まっておる！　しかもなんじゃ、自分だけそんな帽子かぶって目立とうとしてからに！」


    　天堂はいつの間にか、壁にかけてあったカウボーイハットを勝手にかぶっている。


    　そんなプリシラも、右手には宝たから田だから奪い取ったバーガーを手にしたままだ。


    「おいプリシラ、バーガーはテーブルに置いとけよ」


    「いいじゃん、旅先のライブ感が伝わって」


    「そうじゃそうじゃ、これが妾わらわのアメリカじゃ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「だからアメリカじゃないっつーの」


    　そんなことを言いながら、プリシラを中心に、みんなが体を寄せ合う。だが、案の定一人足りない。


    「おい、宝田も来いよ！」


    「……私は、ポリポリ、いい、ボリボリ」


    　宝田は当てつけのように大きな音を立ててピクルスを囓かじる。


    「はいはい、わかったわかった、こっちこっち」


    「ちょ、ちょっと……！」


    　そんな宝田を仲村渠がぐいぐい引っ張って、フレームの端まで連れてきた。ギャルは女勇者様より強い。宝田はぶすっとした顔でそっぽを向いてはいるが、とりあえず同じ写真に収まってくれる気にはなったらしい。


    　そんなわけで、俺たちは食堂の中心に集まった。プリシラはチーズバーガーを手に、中心に陣取っている。


    　さっそく仲村渠が給仕さんにデジカメを渡して操作説明をしているが、どうもうまく伝わらないらしい。そのときちょうど、食堂にアメリア大統領がやってきた。


    「ふむ、では私が押してやろう」


    　と、大統領が給仕の女性からデジカメを受け取る。さすがは大統領、すぐに写真という概念と、カメラの操作方法を学んでしまったらしい。


    「それでは準備はいいか。いくぞ、はい、チーズ！」


    　こうして大統領その人の手によって、エルフィニア到着初日の俺たちは、写真に収まったのだった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　写真撮影を終え、改めて、俺たちは大統領と対峙していた。


    「エルフィニアの料理はどうだ。口に合ったかな」


    「すばらしいぞよ！　口が肥こえておることを自負する妾わらわじゃが、まじでうまかったぞよ！」


    「ふふ、そうか、それはよかった」


    　自分の国の郷土料理を褒ほめられて悪い気がする人はいない。アメリア大統領も、わずかに頬ほおを緩ゆるませた。が、すぐにその表情を引き締め、俺たち一同を見回す。


    「さて、それではこの島でのお前たちの今後の身の振り方を決めねばな」


    「身の振り方……っちゅーとなんじゃろ。妾はせっかく幻の島に来られたんじゃから、観光を楽しもうと思っておったんじゃが」


    　暢のん気きに言うプリシラに、大統領は厳しい表情を向ける。


    「最初の一食はもてなしだ。だが、このエルフィニアには、働かざる者食うべからずという絶対の掟おきてがある。労働が免除されるのはよちよち歩きの子供のうちだけ。たとえ漂着者といえども、その決まりは守ってもらう」


    　言われてみればもっともな話ではある。勝手に外の国からやってきた漂着者に衣食住の世話を無償でしてやる理由など、どこにもないのだ。


    「うぬ……労働……！　生まれてこの方そんなものしたことないんじゃが、妾にできるかのう……」


    　プリシラは珍しく、怯ひるんだような表情を見せる。


    「俺たちだって……」


    　と一同を見回すと、意外に、他のみんなはそんなに怯んだ様子でもない。


    「労働ねえ。あたしはカフェでウェイトレスのバイトとかやってっけど。あと読モはまあ、半分趣味みたいなもんだけど」


    　と、仲村渠なかんだかり。


    　そういえば天てん堂どうも川かわ中なか島じまも、マジシャンや女優──芸能のプロとして自分の力で金を稼いでいたことがあるのだ。そう考えると、このエルフィニアにやってきた女子チーム、俺なんかよりずっとしっかり者ばかりかもしれない。と思っていると、


    「俺ァ親戚の工場でバイトさせてもらったことはあるけどよォ」


    「豚の身ながら、ゲームのテストプレイやデバッグのバイトなら経験がある。もっとも、この島にそのような仕事があるとは思えんが」


    　藤ふじ崎さきと丸まる山やままでバイトの経験を語りはじめた。どんな仕事にせよ、自分で金を稼ぐという経験をしたことがあるのだと聞くと、この二人が少し大人に見えた。


    　だが、俺はアルバイトの経験すら一度もない。生まれながらの王女であるプリシラほどではないにしろ、高校生の身で労働という言葉を突つきつけられると、どことなく心が怯ひるんでしまう。


    「先ほどの面接で、諸君らのおおよその人格や能力は把握したつもりだ。見込み違いがあればまたいずれ配置を換えよう。まずは私の割り振りに従って、エルフィニアの各地で働いてもらう」


    　俺とプリシラが少し怯んでいるのを察したのか、大統領はほんの少しだけ表情を和らげた。


    「心配いらぬ、奴隷労働などではないし、週に二日は休みがある。エルフィニアを楽しみたいのであれば、その日にすればよかろう」


    　労働条件もブラックではない──との言葉に、俺は少し胸を撫なで下ろす。


    「そこの二人は私についてこい、普段の私と同じ仕事をしてもらおう」


    　大統領が指差したのは、俺とプリシラだった。つまり、労働の経験がない二人だ。


    「むむ、異国とはいえ、現役の為い政せい者しやの政務を間近で補佐するというのは、妾わらわにとってもよい経験になるやもしれぬな。政まつりごともまた労働といえよう」


    　手と口の端をナプキンで拭ふいて、プリシラは立ち上がった。俺もデスクワークならなんとか、と少し安あん堵どしていると、大統領は俺たちを見ておかしそうに笑った。


    「政務？　何を言っている」


    　大統領は俺とプリシラの間に立つと、左右の手で俺たちの手を握にぎって、自分の眼の前へと運んだ。


    「な、なんです？」


    「大統領、手相でも見るのかや？」


    　大統領は俺たちの掌てのひらを見て、にやりと笑う。


    「なるほど、綺き麗れいな手だ。怠なまけ者の手だ。これは多少、覚悟してもらわんとな」


    　俺とプリシラは顔を見合わせ、不安に身を震ふるわせた。

  


  
    



    　　　四章　耕して、飯食って、風呂入って


    



    　俺たちが大統領に連れてこられたのは、ホワイトハウスからほど近い場所にある広場だった。


    　俺たちの前に広がっていたのは、何もない、ただ一面の土──しかし、等間隔に土を盛った畝うねが作られており、ただの野っ原ではないことが明らかだ。そもそもこれだけ土が露あらわでありながら、その上に一本の雑草も見当たらないことからして、こまめに人の手がかけられていることがわかる。


    　四方は低い柵さくに囲まれており、学校のグラウンドの半分ほどの広さがある。


    「……ここは？」


    　プリシラの呟つぶやきに、大統領は苦笑した。


    「これが畑以外の何に見えるというのだ」


    　大統領は我が子を自慢するかのような表情で、そう言った。


    「じゃよなあ……。ここにどんな大統領の仕事があるというんじゃ」


    「どんな？」


    　大統領は楽しげに笑って、畑と畑の間の道を歩いてゆく。俺たちも大統領に誘われるままに、その後を歩く。


    　あたり一面、一定の間隔を保たもちながら畑が広がっていて、また納屋のようなものがいくつか建っているのも見つかった。


    「畑というても、作物があまり見当たらぬようじゃが」


    「ああ。畑といってもここいらのものはちょうど収穫が終わったばかりでな。今は土を休ませているところだから何も作物は植わっていないのだ」


    「ふーむ」


    　プリシラは物珍しそうに、あちこちをきょろきょろと見回す。畑自体はゴブリンの村でも見てきたものだが、しかしこのエルフィニアのものは、あの村のものより規模がだいぶ大きい。


    　もちろん暮らしている人口の違いというのもあるのだろうが、畑というより、畑がいくつも集まった農場といった感じだ。


    　いくつもの畝を横に見て歩いてゆくうち、大統領は不意に足を止めた。


    「ここがよかろうな」


    　大統領が指差した先は、しかしこれまで見てきた畑とは違い、ただの地面だ。畑のように土が軟らかくもなければ盛られているわけでもなく、また、詳しいことはわからないけれど、いわゆる「土が肥こえている」ような状態にも見えない。なんの変哲もない平らな地面だ。


    「今は次の季節に向けての準備をするところなのだが、一挙に予定外の食い扶ぶ持ちが増えたから、次期の種蒔まきまでに畑を拡張せねばいかんのだ」


    「ふむ。その指揮を妾わらわたちにとれと？」


    　プリシラがそう応こたえると、大統領は呆あきれたように小さく息を吐ついた。


    「何を言っているのだ。新たな畑を拓ひらくのはお前たち自身だ。鍬くわくらい持てるだろう、耕せ」


    　大統領は当たり前のことを当たり前に告げただけ、といったふうだったが、言われたほうのプリシラは驚きよう愕がくに目を見開いた。


    「お、王女に畑を耕せと!?」


    「誰が畑を拓こうと、芋いもの味は変わらん。だが耕すときに手を抜けば芋が痩やせる。それだけのことだ。なにも過酷な重労働をしろというわけではない。食った飯のぶん、明日食いたい飯のぶん、たったそれだけを働けばよい。己おのれの胸に恥じることのない量だけな」


    　大統領は白い歯を見せて笑うと、近くに立っていた納屋へ入り、二本の鍬を肩に担かついで戻ってきて、一本ずつ俺とプリシラへ手渡した。その意味を悟りながら、プリシラも嫌々それを受け取った。


    「妾たちはＴＯＫＩＯではないんじゃがのう……」


    「ＴＯＫＩＯとはなんだ？」


    「真の勇者じゃよ。……ってこのくだり、いつだかやったのう……」


    「ゴブリンの村でな……」


    　小さくそう言いつつ、俺も大統領から直じき々じきに鍬を受け取る。


    　ただ、同じＴＯＫＩＯ活動とはいっても、どちらかというとあのときは知恵を絞ってカステラを作り上げただけで、体を動かしてどうこうというわけではなかった。逆に今回は単純でバリバリの肉体労働だ。


    「ここはよい場所だぞ。土もいいし、日当たりもいい。納屋にも水汲くみ場にも近い。手を抜かなければいい芋が採れる」


    　そう口を動かしながら、大統領は鍬の先で地面を引っ掻かくようにして、何もない地面へ線を引いてゆく。長い線で教室の半分ほどの面積を囲むと、その囲みの中に立った。


    「ここがお前たちの畑になる。いや、お前たちがここを畑にするのだ」


    「というても、何をすればよいのかさっぱりじゃが」


    「私もお前たちを魔法使いだとは思っていない。明日までに畑にしておけとは言わん。まずは地面を掘り返して土を軟らかくすることだ」


    「こういう開かい墾こんって、ふつう牛や馬を使うのではないのかや……？」


    　鍬の先でコンコンと地面を叩たたいてプリシラが不満そうに言う。確かに、地面はしっかりと硬く、これを周囲の畑のように柔らかく掘り返すだけでも大変そうだ。


    「ごちゃごちゃ言わずに、まずは手を動かすんだな。伝えるべきことは伝えた。私は他の連中のことも見てこねばならぬ。陽が落ちる頃、また戻ってくる」


    　それだけ言い残して、大統領は去っていってしまった。


    「むぅ……」


    　俺とプリシラは顔を見合わせ、しかたなく、とりあえず鍬くわを振り上げてみる。


    「よっ」


    　振り下ろした鍬の先は、数センチ地面を抉えぐっただけで止まってしまった。思っていたより、土が硬い。


    「こりゃ……大変そうだな」


    　太陽を見上げて、俺は呟つぶやいた。陽が落ちる頃まで、あと何時間あるのやら。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「へい、ほー。へい、ほー。へい、へい、ほー。へい、ほー。へい、ほー。へい、へい……」


    「妙なリズムを刻きざむな、こっちの調子が狂うだろ」


    　俺は手を止めて、プリシラのほうを振り返る。


    「妾わらわはこれがやりやすいんじゃ。へい、ほー。へい、ほー……」


    　ぶつくさ言いながらも、プリシラもせっせと鍬を地面へ打ち込んでいる。


    「開拓時代と言うておったが、どちらかというと開かい墾こん時代じゃな」


    「まったくだ。修学旅行先で畑仕事をやるとは思わなかった」


    「おぬしは日本で畑仕事をしたことはなかったのかや」


    「小学生のとき、農家の仕事を学ぶ体験授業みたいなやつで、サツマイモの収穫を。と言ったって、農家の人が作ったサツマイモを、軟らかい土から引っ張りだしたくらいのもんだ。プリシラはどうなんだ」


    「妾も家庭菜園でハーブとマンドラゴラをちょいと栽培したことがあるくらいじゃのう……こんな肉体労働をがっつりやったことはないぞよ」


    　そう言うわりに、プリシラの振り下ろす鍬は耕すほどに勢いよく地面に突つき刺さり、俺より深く耕せているんじゃないかと思えるくらいだ。王女だなんだと言いつつも、体力はあるやつなのだ。それに、耕していくうちにコツを掴つかんだのかもしれない。


    「休み休みやってきたが、そろそろ陽が落ちそうじゃのう」


    「そうだな。大統領は陽が落ちる頃までって言ってたけど……つか、これ明日物もの凄すごい筋肉痛になりそうだ……」


    　何度も何度も鍬を振り上げ、振り下ろしていくうちに、腕はだるく、腰にも微妙な違和感がある。だが、疲労すればするほど、体の芯に妙な爽快感が湧き出してくるのもまた事実だった。


    　ワーキング・ハイとでもいうのだろうか。


    　ひょっとしたら、一人であればもうちょっと手を抜いていたかもしれない。しかしプリシラと二人でやることで、互いに妙な意地の張り合いをし、その結果、ほとんど自覚的にサボることなく、俺たちは夕暮れ時まで地面と格闘を続けたのだった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「エルフの大統領閣下よ、どんなもんじゃ。これが王女の力よ！」


    　得とく意い満まん面めんに、プリシラは大統領へ言い放つ。大統領はそんなプリシラの脇わきを素通りし、俺たちの拓ひらいた畑へとしゃがみ込むと、俺たちが掘り返した土の中へと指を突つっ込んだ。


    「ふむ。掘り返しが浅いな。芋いもを育てる土台となるには、まだまだ軟らかい土が足りぬ。これでは芋がよく育たん」


    　大統領の言葉に、得意満面のプリシラの笑顔が、みるみる萎しぼんでゆく。


    「ちゃんと真ま面じ目めに耕したんじゃが……」


    「同じく……」


    　俺たちが肩を落としていることに気づくと、大統領は少し優しい声こわ音ねで言った。


    「明日、また同じように耕せばいいだけのことだ。時間をかければいい。私たちの畑とて、永ながい刻ときをかけて拓いたものだ。最初の日からこの土地が畑であったわけではない」


    　大統領は周囲の畑を手で指し示す。沈みゆく夕陽に照らし出される、今は作物をそこに抱かない畑が、最初に見たときとはまったく異なった黄金の土地のように見える。


    　夕陽に頬ほおを染めながら、プリシラは何か感じ入ることがあったのか、無言でその畑を見つめていた。


    「それと、言い忘れていたがな。我が国では誰かが開かい墾こんした土地は、開墾した者の土地になるという法がある。この畑はお前たちのものだ」


    「わ、妾わらわの……？」


    　プリシラは戸惑ったように大統領へと顔を向け、それから俺のほうへと顔を向けた。


    「なんだっけこれ……どっかで聞いたことが……」


    　そのシステム、どこかで確かに聞き覚えがある。坂さか上がみ雪ゆき乃のであれば一瞬で辿たどり着いたであろうその言葉を、俺はしばらく考えてから、ようやく脳の隅っこから引っ張りだした。


    「そうだ、あれだ！　墾こん田でん永えい年ねん私し財ざい法ほうだ！　まさか異世界で墾田永年私財法をリアルに体験するとは……！」


    「じゃあ、この畑はぜんぶ妾の……」


    　俺が、声に出して読みたい日本史用語ランキング第一位のあの土地に関する法律を適用してもらう身になったことに感動していると、プリシラがあつかましいことを言いだした。


    「馬鹿野郎、半分は俺のだ！」


    「何を言うとるんじゃ、おぬしはちんたらしたペースでやっておったではないか、百歩ゆずって六割五分は妾の土地じゃ！　いや、妾の土地が七割五分じゃ！　バブルの夢よもう一度！」


    「何がバブルだ！　水を飲んで休憩してた時間はお前のほうが長かっただろ！」


    　土地の権利争いで掴つかみ合いを始めた俺たちを見て、大統領はくつくつと笑い声を漏もらした。


    「どうだ。牛馬に耕させるより、自みずからの手で拓ひらいた土地のほうが愛着も湧くだろう」


    「む……」


    　俺とプリシラは顔を見合わせ、自分たちの土地を見下ろした。


    「土地の配分はお前たちで決着をつけろ。私は裁かぬぞ。それより二人とも汗をかいただろう。夕食をとってから、ひとっ風呂浴びにいくといい」


    　その王女の一言で、俺たちはぴたりと争いの矛ほこを収めた。その言葉は、今の俺たちにとってそれほどに魅力的だったのだ。


    「おお、夕食、そして風呂！」


    　先ほどまでの小こ競ぜり合いもどこへやら、俺とプリシラは思わず手をハイタッチし、勢いのいい手と手の鳴る音を農場に響かせた。


    「エルフィニアも風呂文化なのか！　それは嬉しいな……。そういや昨日は漂着のどさくさでそのまま寝ちゃったし、今日はもう土と汗でドロドロだ……」


    　土地の権利争いを一時中断し、俺とプリシラは鍬くわを片づけ、大統領のあとに続いた。
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    「これ……マジか……」


    　風呂といっても、せいぜい五右衛門風呂くらいのものだと思っていたが──そもそも五右衛門風呂でさえ実物を見たことがないが──エルフィニアの風呂は、俺の想像を超えていた。ある意味では五右衛門風呂よりさらに原始的な、そしてスーパー銭湯よりも魅力的なもの。


    　俺たちを待っていたのは、天然温泉だった。


    「くふぁあああああ～。溶ける、溶けるぞよ～。妾わらわ自身とお湯の境目がわからなくなるぞよ……」


    　恍こう惚こつとしたプリシラの声が響いてくる。


    　もちろん、男湯と女湯を仕切る岩壁の向こう側がわからだが。


    「ヤベえ、これヤベえ、温泉マジでヤベえ……」


    「相変わらずヤンキーは語ご彙いが貧弱じゃのう」


    「うるせえ！」


    「んあ～。温泉エモい、まじエモい。この温泉はまじエモいぞよ……」


    「てめーも似たようなもんじゃねーか！」


    　と、この藤ふじ崎さきとプリシラの口喧げん嘩かも、岩壁を隔ててのもの。


    「へー、仲村渠なかんだかりさん、さすが読モだねえ。ま、私も負けちゃないけど」


    「天てん堂どうさんこそ、なかなかやるじゃん。ま、水着姿を見たから、天堂さんのスタイルはだいたいわかってたけどね。真ま弓ゆみはプリっちといい勝負かな？」


    「ですね～」


    「妾わらわには未来があるんじゃよ。成長期じゃからの。……おいボンクラども、聞き耳を立てるでないわ！」


    　岩壁越しにプリシラに図星を突つかれ、俺は湯に深く体を沈めて気を紛まぎらわせる。


    　と、そんな俺の隣に、マイケルがやってきた。


    「温泉、グレート……」


    　温泉の魅力は世界共通らしい、マイケルも恍こう惚こつとした表情で溜ため息いきを漏もらす。


    「そうだ、みんなも働いてたんだよな。マイケルは何をやってたんだ？」


    「拙せつ者しやは鶏の世話デス。藤ふじ崎さきボーイは牛の世話を」


    「へえ、エルフィニアでも鶏や牛を飼ってるんだな。あ、いや、当たり前か」


    　昼間、俺たちが食ったのはハンバーガーだ。その牛肉がどこから来たのかを考えれば、当たり前のことだ。当たり前のことなのだが、すぐ近くにいずれ人間の口の中に入る牛が飼われているというこの距離感は、なかなかに考えさせられるものがある。


    「藤崎、牛の世話って何をやってたんだ」


    「ケッ、身み繕づくろいとか乳搾しぼりとかだよ」

  


  [image: ]


  
    「おぬしが言うとなーんかいやらしいんじゃよな」


    　また岩壁の向こうからプリシラの声が響いた。


    「ちゃんと牛だけを相手にするんじゃぞ、妾わらわたちはいずれこの地を去るんじゃから、エルフのおねーちゃんには手を出してはいかんぞよ」


    「うっ、うるせえ！　てめーらも聞き耳立ててんじゃねーか！」


    　藤ふじ崎さきは顔を赤くしながら、岩壁に向かって吠ほえる。こいつはヤンキーだが気が小さいので、なんだかんだちゃんと働いているのだろう。女性関係のトラブルだけは、プリシラの言うように周りから見張っておかないといけないと思うが。


    　と、藤崎の隣から、何か大きな塊かたまりが浮上してきた。姿が見えないと思ったら、頭まで湯に沈んでいたらしい。クラーケンのごとく、丸まる山やまがゆっくりとその姿を浮上させてくる。


    「沢さわ木き、随ずい分ぶんと働いたようだな」


    「ああ、クタクタだよ……。でもなんで知ってるんだ、誰かから俺たちが畑を耕してたのを聞いたのか？」


    「俺は怠たい惰だな豚ゆえ、労働の気配には敏感だ。お前のその手を見れば、どれほどの労働に従事してきたかがわかろうというもの」


    　言われて自分の掌てのひらを見ると、豆が潰つぶれて皮が破れ、薄く血が滲にじんでいた。綺き麗れいな手だ、怠なまけ者の手だと大統領に言われた掌も、たった半日の労働でボロボロだ。


    「本当だ。痛……気づいてなかったけど、意識するとちょっと痛いな……」


    　おそらく、プリシラの手もそうなっていることだろう。生まれたときから王宮暮らしのプリシラが、俺と張り合いながらだったとはいえ、あれだけの労働をこなしたのだから大したものだ。


    「手は嘘うそを吐つかん。俺も親指の指紋がすっかりない」


    　丸山は両手の親指を立てて、つるつるになった指の腹をこちらへ向けた。


    「お前はゲームで指紋を失ったんだろ……」


    　しかしまあ、どんな道にせよ、自分の体が磨すり減るまで道を追究するというのは大したものではある。


    「丸山は何してたんだ？」


    　働かざるもの食うべからずがこの島の掟おきてならば、いくら労働が嫌いだといっても、丸山もまた何かしらの労働に従事させられていたはずだ。


    「大統領曰いわく、この島には娯楽が少ないらしくてな。将棋、チェス、トランプをはじめとした各種カードゲームやボードゲームなどのアナログゲームを作ろうと思っている。といっても手作りだからな、今日は将棋の駒を削り出したところで終わってしまった。著作権があるようなゲームも、異世界ならばお目こぼししてもらえるだろう」


    「なるほどな。エンタメ産業も確かに仕事だ。じゃあ、プリシラ以外の女子チームは何してたんだろう」


    「天てん堂どうと仲村渠なかんだかりは酒場で簡単な食事の調理とウェイトレスをしていたそうだ」


    「仲村渠はともかく、天堂の性格で接客なんかできるんだろうか」


    　まあマジシャンも客商売ではあるので、意外となんとかなっているのかもしれないが。いや、酒場で手品ができるウェイトレスって、かなりキャッチーなのかも。


    「それから、川かわ中なか島じまはエルフの女衆に交じって裁さい縫ほうを手伝っていたようだ」


    「へえ、川中島は演技以外にもそういう特技があったのか」


    「衣装を自分で縫ぬったり、簡単な小道具を作ったりもするそうだからな。手先は器用なのだろう」


    「労働なんて言われて何ができるのかと思ってたけど、意外となんとかなるもんだな……。あ、そうだ。宝たから田だは？」


    　丸まる山やまは湯に体を沈めながら首を振った。


    「あいつはわからん。馬に乗って走っているのを見かけたから、カウボーイ、いや、カウガールの真ま似ね事ごとでもしているのかもな」


    「ふむ、なるほどのう……。あ、なんかプリシラの口調が移っちまった」


    　俺も再び、体を湯に深く沈めた。


    「ところデ、壁をよじ登らなくてもよいのデスカ？」


    　マイケルは湯に浸かったまま、男湯と女湯を仕切る岩壁を見上げる。


    「は？」


    「拙せつ者しやはアニメで日本ノことを学びマシタ。日本のアニメ、風呂の壁は登りマス。ナゼ登るカ。ビコーズ、そこニ女体ガアルカラデス」


    「そんな登山家の名言風に言っても犯罪だし、あとで殺されるし、そういうのわりと昔のアニメだし」


    「Ｏｈ、最近の日本男児ハ草食系デスネ」


    　マイケルは両の掌てのひらを天に向けてクイっと上げるジェスチャーをした。


    「あと、綾あやちゃんそういうの絶対シャレではすませてくれないしな……」


    　この壁の向こう側がわに、幼なじみがいないことが残念なような、この無防備な空間にいなくてよかったような。しかしそんな雑念も、温泉の湯の中にゆっくりと溶けていく。
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    　風呂を出ると、ちょうど女子チームと鉢合わせになった。


    　プリシラはいつもは寝間着もジャージだが、さすがに農作業を経てドロドロになっているので洗濯に出し、今日はエルフィニアの衣服を借りていたようだ。温泉とはいえ、さすがに浴衣ゆかたではなく、アメリカンなパジャマスタイルだった。


    「いい湯じゃったのう」


    「ああ、人生で一番の風呂だったかもしれない」


    　俺もプリシラたちも、まだほかほかと体から湯気を立てている。


    「もしや覗のぞいてくるのではと思って大統領からボウガンを借りておったのじゃが、さすがに最低限の分別はあったようじゃのう」


    「……武器が強力すぎやしませんか」


    　いやもちろんそんなことをするつもりは毛頭なかったけど、万が一マイケルの誘いに乗っていたら、日本に還かえるどころかあの世行きだった。マイケルも、湯冷めとは違う意味で顔を青ざめさせている。この青ざめ方は、もしや実行を考えていたのでは。


    「もちろん覗きなんて卑ひ劣れつな真ま似ねはしないが！　でも、そっちももっとなんかこう、不自然な会話で女湯の状況を実況するとかあるだろ。ラブコメとかで」


    「実況って何を実況しろっちゅーんじゃ」


    「大きいとか小さいとか、柔らかいとかスベスベしてるとか？　そういう男子向けの漫画やアニメの中だけに存在するファンタジー的なやつ？　最初ちょっとだけサービスしたげたじゃん」


    　湯上がりの仲村渠なかんだかりが、男子の夢を粉砕するようなことを言う。


    「ファンタジーなんすか……」


    「そりゃ、あんな不自然な会話はないでしょ」


    　俺が夢を打ち砕かれてしょんぼりしていると、プリシラが腕組みをして何やら考え込んでいる。


    「ふむ、実況のう。ではその献けん策さくについてはいったん持ち帰った上で、委員長たちと協議してから返答しようぞ」


    「あっ、プリシラさん。そういうことはやめよう？」


    「情報は共有せんといかん」


    「違うよ、ラブコメあるあるの話じゃないですか、やだなあ」


    「ファンタジーと現実を混同した者がどんなにきつーい目に遭うか身をもって知りたいのでは？　そもそも妾わらわはバトル漫画専門じゃしのう、ラブコメはよくわからぬ」


    「ファンタジーと現実を混同といえば、宝たから田だは？」


    「ぬ、そういえば風呂にもおらなんだのう」


    　俺はうまく話を逸そらすことに成功した。


    「妾もハイファンタジーと全裸の付き合いをしたかったのにのう」


    「裸の付き合いと全裸の付き合いってなんか微妙にニュアンスが違ってくる気がするぞ」


    「ま、あやつのことは心配あるまい。またどこぞで現実を武器に、ファンタジーと戦っておるのじゃろう……」


    「格好いい言い回しだが、やってることはろくでもないんだよな……」


    　宝たから田だがどこかで俺たちと同じように労働に従事していたとして、その後、夕食にも山盛りのピクルスとパンだけを食わされていたのかと思うと泣けてくる。それが、現実を武器にファンタジーと戦う宿命を背負った勇者の定めなのか。


    　まあその宿命も、必要ないものをわざわざ勝手に背負ってるだけなのだが。


    　ちなみに俺たちが風呂の前にいただいた夕食は、アメリカンスタイルのポークチョップと焼きジャガイモだった。願わくば、考証的にポークチョップが中世ヨーロッパに存在せんことを。


    「さて、本来ならこれから徹夜で女子会にでも興じたいところじゃが……今日の妾わらわは既に体力気力尽きんとしておる……。くぁあ……寝るぞよ……」


    　大きな欠伸あくびをひとつして、プリシラはよたよたと宿舎──ホワイトハウスのほうへと歩いていく。俺たちに割り当てられた部屋は、ホワイトハウスの中にあるからだ。


    「確かに、俺ももう今日は限界だ……。湯冷めしないうちにさっさと寝よう」


    　俺もくたくたで、睡眠欲に抗あらがえそうもない。一度眠気を意識してしまうと、もう歩いたまま眠りに落ちてしまいそうだ。


    　ゾンビのような足取りで宿舎を目指しながら、俺はふと、別行動になってしまった本船のみんなのことを──特に、幼なじみのことを思った。


    　今頃、綾あやちゃんたちは心配してるだろうな……。


    　……してるよな？


    　してる……はずだよな……？


    　そんな心配がふと頭の隅に過よぎったが、それもほんのわずか。


    　男子部屋のドアを開け、ベッドに倒れ込むと、あとはもう体にかける毛布を引っ張ったところで、最後の力が尽きた。温泉に温められた体が暗くら闇やみの引力に引っ張られ、俺はたちまちのうちに眠りの中に落ちていった。


    　それはこの異世界にやってきてから、一番深く、そして心ここ地ちのよい眠りだった。
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    　俺たちがエルフィニアにやってきてから四日が経たった。


    　窓から差し込む陽の光を瞼まぶた越しに感じて、俺は眼を開け、ゆっくりと体を起こす。


    　日本にいた頃は毎朝目覚ましに叩たたき起こされていたし、この異世界に来てからも布ふ団とんが恋しいのは変わらなかったのに、ここ数日は太陽が昇るとともに自然と目が覚める。


    　ベッドの上で深呼吸をすると、清涼感のある空気が肺いっぱいに吸い込まれる。


    　わずかな違和感といえば、全身に走る軽い筋肉痛と、掛け布団に擦こすれたときに感じた指先と掌てのひらの傷だった。それでも完全に元通りとはいかないまでも、鍬くわを握にぎることでずる剥むけになっていた指の皮は、既に薄皮が張るまでに回復していた。心配していた筋肉痛もないではないが、頭の奥はすっきりと冴さえていて、新しく始まる一日への活力が体の底から湧いてくることを感じる。


    「空気がいいせいか、それとも温泉のせいかな。それとも、畑仕事で体を動かしてるからか」


    　日本の温泉でもこれくらいの効能があるのか、それともエルフィニアの温泉にはＲＰＧでよくある回復の泉的な効能まであるのかは定かでないが、とにかく今日も始まるであろう労働の一日へのモチベーションが湧き出てくるコンディションであることに、俺は安あん堵どした。


    　そして毎朝の楽しみといえば、朝食だ。


    「……うまい！　今日も、めっちゃくちゃうまいぞ……！」


    「んぐんぐむぐ、んぐんぐ！　まぐまぐ、むぐぐ！」


    　口の中に目いっぱい食べ物を詰め込んで、テーブルマナーもくそもない王女も俺に同意を示しているらしい。つい先日、ハンバーガーの食べ方をはしたないとか言ってたのはどの口だと思わないでもないが、畑仕事を始めて以来、食事の美う味まさも段違いに上がっている。


    　特別手が込んでいるわけでもないシンプルなメニューばかりなのに、食材の一つひとつがたちまちに自分の血肉になってゆくような錯覚を覚える。


    「額ひたいに汗して働き、飯をたらふく食べ、仲間と語らって楽しみ、よく眠る。うーむ、健康的すぎて気持ち悪いくらいじゃ。妾わらわはもっとぐーたら王女として、寝っ転がって漫画を読みながらお菓子を食べておるのが似合いじゃのに、なんじゃろか。この体の奥から湧いてくる労働意欲は」


    　プリシラもまた、俺と同じように体全身に気力と体力が満ち満ちているようだ。


    　みんな揃そろっての朝食を終えると、それぞれがそれぞれの持ち場へと散開していく。


    　俺とプリシラはもちろん、畑仕事だ。といっても、四日経たった今でもまだ、土を掘り返しているだけなのだが。


    　アメリア大統領も、つきっきりというわけではないが、ちょくちょく俺たちの現場に現れては、助言をくれている。大統領というと机に座って部下に指示を出しているものだとばかり思っていたが、エルフィニアの大統領は常にこの島のあちこちに顔を出しながら、それぞれの国民の顔を見て、島のことを考えているらしい。


    「今日も畑を広げればよいのかのう。妾の土地を！　妾の領土を！」


    　初日は最初嫌々鍬を振るっていたプリシラも、今では朝から畑作業に意欲を燃やしている。それは何も、開かい墾こんしただけ自分の土地になることを知ったという理由ばかりではないだろう。


    「畑の広さはそれくらいで十分だろう。あまり広げると、まだお前たちの手には負えまい。手入れがどうしても散漫になってしまう。己おのれの目と手が届く範囲だけを治めることが肝要だ」


    「ふむ。確かにいたずらに版はん図とを広げると、国は瓦が解かいしてゆくもんじゃしの」


    　プリシラは額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、もっともらしいことを言う。


    「それにしても、思ったよりやるではないか。この調子なら、初年度からそれなりのものが採れる畑になるやもしれぬな」


    「妾わらわははやく芋いもを植えたいぞよ！」


    「焦あせるな。まだお前の土地は、土を掘り返したにすぎぬ。時間はたっぷりある、じっくりと畑を育ててゆくのだ。だが、来週あたりから、土を肥こやす準備を始めてもよいかもしれんな」


    「むう。しかたないのう」


    　プリシラは少し不満げながらも、今日も鍬くわを手に取り、地面を耕しはじめた。


    　いや、そこはもう地面から畑へと、姿を変えつつあった。


    　俺も鍬を取ると、高々と振りかぶり、勢いよく地面へと突つき立てた。


    「……にしても、許せんのう」


    　ぽつり、とプリシラが呟つぶやいた。


    「許せぬ。思い出すだけで怒りが込み上げてくる。なんたる非道、なんたる悪あく逆ぎやく！」


    　何かに対する悪態を吐つきながら、プリシラはざくざくと土へ鍬を打ち込んでいく。


    「急に何を思い出し怒りしてんだ」


    　背後から俺が問うと、プリシラは怒りと悲しみに満ちた視線をこちらに向ける。


    「民たみが一生懸命に育てた作物や鶏を奪って貪むさぼり食うなどゆるせん！　ゴブリンども、いや、ゴブリンたちを唆そそのかした闇やみのＣＥＯめが、ぼっこぼこにして畑に埋めて肥料にしてくれるわ！」


    「ああ……そういやそんなこともあったな……」


    　もちろん作物を奪うことの罪深さはもとから理解していたはずだが、知識だけでしかなかったそこに実体験が加わることで、その意味がプリシラの中で変質したのだろう。


    　プリシラにとってはある意味、これまでで一番の修学ではないだろうか。


    「どりゃ、どりゃあ！　こうじゃ！　こうじゃ！」


    　プリシラは、ここにはいない闇のＣＥＯこと佐さ々さ木きに対する怒りを鍬の先に込めて、次々と土を耕してゆく。


    「過ぎたことだ、許してやれよ」


    「どりゃあ、この、どりゃあ！　土地は国の礎にして民の大切な財産なんじゃ！　バブル！　ディスコ！　しゃぶしゃぶ！　ギロッポン！」


    「どんなかけ声だよ」


    　平和といえばあまりに平和な時間が、エルフィニアの空にゆっくりと流れていく。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　日が高くなってきた頃、俺はそれに気づいた。


    　畑の側そばにある納屋の陰から、ぴょこんと頭が見えている。小さな子供の頭だ。本人は隠れて俺たちのことを覗のぞいているつもりらしいが、こちらからは丸見えだ。


    　声をかけたものかどうかわからず、とりあえず鍬くわで畑を耕すことを続けていると、その子供は納屋の陰から姿を現し、とてとてと小さな歩幅で俺たちの前へとやってきた。


    　俺もプリシラも手を止め、その子供──エルフの女の子に向き合う。


    「はい、どーぞ！」


    　俺たちが声をかける前に、その女の子は俺たちに向かって、両手で持ったバスケットを差し出した。これもエルフィニアで作られたものなのだろう、籐とうで編まれたバスケットだ。


    「ちびっ子よ、なんじゃこれは？」


    「ちびっ子じゃないよ、マイアだよ！」


    　マイア、というのがこの子の名前らしい。


    「マイアとやら、妾わらわたちは今労働に勤いそしんでおる最中じゃ。遊び相手が欲しいのであれば、丸まる山やまという、高潔なる精神を持った豚野郎のもとを尋たずねるがよかろう」


    　プリシラが諭さとすように言うが、マイアは退ひかず、プリシラの胸元にぐいとバスケットを押しつけた。


    「大統領がね、おべんとうを持っていってあげなさいって！」


    　マイアの言葉に、プリシラがぱっと顔を輝かせる。


    「おお、弁当！　さすが大統領ともなれば、気が利くのう。なるほど、外で食べる昼食というのもまたオツなもんじゃのう」


    「そういやもうそんな時間か。じゃあ、ありがたくいただこうか」


    　俺たちは切り株に腰かけて、マイアが持ってきてくれたランチバスケットを開いた。


    　耳がついたままの薄切りのパンに、ハム、チーズ、レタス、そしてトマトをのせただけの、シンプルなサンドイッチだった。これがまた、めちゃくちゃに美う味まい。


    　サンドイッチを胃袋へと収めると、汲くんできた湧き水で喉のどを潤うるおす。全身が、食べるということの喜びに震ふるえるようだ。


    　感想を求めるまでもなく、プリシラにとっても同じようで、その口いっぱいにサンドイッチを頬ほお張っている。


    「うむむ、これは今までの人生で一番のサンドイッチやもしれぬ……むぐむぐ」


    「おねーちゃん、おおげさ！」


    　プリシラの食べっぷりを見ながら、マイアは楽しそうに笑った。


    「おねーちゃんではない、妾にはプリシラという高貴な名がある」


    「こーき？」


    「うむ。ここだけの話じゃがの、この妾は、いずれは国を治める立場となる身。そんな妾が褒ほめておるのじゃから、このサンドイッチは大変なものじゃぞ妾はステーキを食っても大トロを食ってもマンゴーを食っても一様に『うわっ、口の中で溶けちゃいますね～』しか言わぬグルメレポーターとはひと味違うんじゃ。そんなに溶けるのがよけりゃ氷砂糖でもしゃぶっとけっちゅーんじゃ」


    「プリシラは大統領になるの？」


    　プリシラがグルメレポーターに物申したのを完全にスルーして、マイアが聞いた。


    「違う違う。妾わらわはこの島のずっと向こう、海の彼方かなたにある国の女王になるんじゃよ」


    「んー？　くに？　なにそれ！」


    　マイアは小首を傾かしげる。


    「そうか、プリシラ。このエルフィニアは幻の島と呼ばれるくらい、外の世界と断絶してる状態なんだろ。だからエルフィニアの人たち、特に子供にとっては、この島が世界のすべてみたいな感覚なんじゃないか」


    「なるほどの。確かに妾も、幼き頃は世界中の人間が城に住んでいると思うておったからのう。よし、マイアとやら。それでは王女自みずから、妾の国のことについて教えてやろうぞ」


    「まじかー」


    　それからしばらく、プリシラは自分の国のことをマイアに語って聞かせた。


    　マイアは眼を輝かせながら、多くのことをプリシラに質問した。プリシラも、幼い妹にそうするように、自分の国のことを誇りたっぷりに語った。


    　俺もプリシラの国について初めて聞くようなことがたくさんあり、プリシラのことが、少しだけわかったような気がした。


    　やがて、昼食をとっていた頃には俺たちをすっぽり覆おおっていた木陰の位置がすっかり変わってしまうくらい時間が流れたことに気づくと、マイアは別のおつかいがあると言い、空からになったバスケットを持って、名残なごり惜しそうにとてとてと走り去っていった。


    　俺とプリシラも腰を上げると、再び鍬くわを取った。


    「そういえば、我が国は大丈夫かのう」


    　空を行く雲を見上げながら、プリシラはふとそんなことを呟つぶやいた。


    「なんだプリシラ、ひょっとしてホームシックか？」


    　からかってやると、尻に目がけて回し蹴げりが飛んできた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　温泉へと向かう道すがら、俺は不審な行動をとっている人影を見つけた。キョロキョロと左右を見回しながら、立て札を引っこ抜こうとしている。


    「何やってんだ」


    「うわっ！」


    　俺が背後から声をかけると、プリシラはびくっと体を震ふるわせ、ゆっくり顔をこちらへ向ける。


    「なんじゃ、おぬしかや。ちぇ、ひと足遅かったのう」


    「遅い？　立て札泥棒なんかしてどうするつもりだ」


    「なに、ここのところ、へたれのおぬしにしてはそこそこ頑張っておるようじゃからの。妾わらわからのほんのサービスをしようと思ったんじゃよ」


    「は？」


    「じつは今、宝たから田だが温泉に入っておる。あやつ、みんなと時間をずらしておるようじゃの。そこでこの男湯と女湯の立て札を入れ替えておくとじゃな、風呂場でおぬしと宝田が鉢合わせていや～んドッキリ！　みたいな。昔のラブコメでよくあるやつ」


    「普通に俺が殺害されると思うんだが」


    「死んだらいや～ん」


    「いや～んですむか、さっさと戻せ」


    「ちぇっ。あとでおもしろ顛てん末まつを委員長に報告しようと思うたのに。んじゃこれ戻しといて」


    　プリシラは俺に立て札を手渡す。


    「自分で抜いといて……ったく」


    「……女湯の立て札持って何してんの」


    「何って……ひぃっ！」


    　振り返ると、宝田さんがゴミを見るような目で立っておられた。


    「湯上がりハイファンタジーが現れた！　ちょっぴし遅かったのう。残念じゃったな」


    　大変に誤解を生みそうな台詞せりふを言いながら、プリシラが俺の後ろに隠れる。


    「……残念？」


    「いや、ちょっといろいろと……。じゃあ、あの、俺はお風呂をいただいてきますので……」


    　俺がとっとと逃げだそうとすると、


    「まあいいわ。ちょうどいい、沢さわ木きと王女、ちょっと話がある」


    　背後から、宝田さんの冷たい声が飛んだ。


    「えっ、俺、今から風呂に行くとこ……」


    「ばかもの、風呂とハイファンタジーフラグとどっちが大事なんじゃ！」


    「いや、そのフラグは怖いので……」


    「あんたたち、いつまでこんなことしてるつもりなの？」


    「……すいません。ちょっと調子に乗りました、ごめんなさい」


    　女湯の立て札を地面に突つき立てながら、プリシラが頭を下げる。


    「俺もプリシラの悪ノリを止めようとしたとはいえ、一瞬だけ想像しました、ごめんなさい」


    「女湯の看板を入れ替えようとしたことじゃなく……何、想像したってどういうこと？」


    「いや、その、まぼろしの女体──や、違う、なんでもないっす」


    　俺がしどろもどろになっているうちに、プリシラが俺を盾たてにするように後ろに隠れた。


    　その様子を見て、宝たから田だはわざとらしいほど大きな溜ため息いきをひとつ吐ついた。


    「あんたたち、いつまでここで畑を耕してるつもりなの？」


    　宝田の言葉に、プリシラが俺の後ろから顔を出した。


    「ふふん、ハイファンタジー宝田ともあろうものが、農業には詳しくないとみえるのう。いつまで？　それは妾わらわたちが決めるのではない、土が許可を与えてくれるまで耕すんじゃ」


    「……」


    「よいか、作物というものは単に土に種を植えれば生はえてくるというものではないのじゃ。まず命を育はぐくむ土を整え、育て、肥こえさせ、しかるのちに天の定めた時期を見極めて土へと植える。そうすることによってはじめて実りを得ることができるのじゃ」


    　つい先日、大統領から教わった受け売りの知識を披ひ露ろうするプリシラだったが、宝田は無表情のまま小さく首を振った。そして俺たちから視線を外すと、遠くの空を見上げた。


    　俺もプリシラも、つられてそちらへと目をやる。そこには満天の星々が輝いていた。


    　星空に気を取られていた俺たちの胸に剣を刺すように、宝田は言った。


    「いつ、この島を出るの。私はいいとして、あんたたちのことは本船に残った連中が心配してるんじゃないの。そもそも、日につ蝕しよくの日までにクラスメート全員を集めて、日本に還かえるんじゃなかったの。それを逃せば、次は百年先になっちゃうんでしょ」


    「……？」


    「……？」


    　俺とプリシラは、互いに顔を見合わせ、数秒後に同時に声を上げた。


    「あ……そうだ、そうだよ！」


    「そうじゃった！」


    　そうだ。もともとこの異世界修学旅行には、タイムリミットがあったのだ。


    　プリシラだけなら、しばらくの間エルフィニアに滞在していても、いつか自分の国に帰ればいいが──それだって、王女が長期間無断で国を留守にしていることにはなるのだけれども──俺たちは次の日蝕の日を逃したら、事実上もう日本に還るチャンスはないらしいのだ。


    「そうか、そういえばそうじゃったの……。では、妾のジャガイモ畑から収穫を見るのはかなわぬのか……」


    「あんまり居い心ごこ地ちいいからすっかり忘れてた。そういやそうだよ、プリシラの国へ──どころか、俺たちはもとの世界に、日本へ還らなくちゃならないんだ」


    「申し訳ないが、アメリア大統領には明日、事情を話して、早急に船を用立ててもらうよう頼んでみようかの。大統領も何かと忙しいようじゃが、妾たちにも時間がない。対価は支払えぬが──いずれ、また日を改めてなにがしかの返礼はしようぞ」


    「そうだな。あの大統領なら俺たちの話も聞き入れてくれそうだ」


    　そのときだった。


    　道端の岩陰からぴょこんと、小さな頭が顔を出した。


    「かえれないよ？　もっとあそぶの！」


    「──びっくりした、マイアちゃんか」


    　マイアは身軽な動作で岩を乗り越えると、プリシラの隣に走り寄ってきた。


    「みんなかえれないよ。もっとずっと遊ぶの！」


    　プリシラの二の腕を掴つかんで、マイアは無邪気な表情で言う。


    「あのな、マイア。妾わらわたちには自分の国でやらねばならぬことがあるんじゃ。それを思い出してしまったんじゃよ」


    　プリシラは困り顔で、マイアの頭をそっと撫なでた。


    「このエルフィニアでは得難き多くのことを学ぶことができ、わずか数日の滞在であったが、人々にも食べ物にも温泉にも離れがたき愛着が芽生えた。いずれ、必ずまた妾はエルフィニアへ戻ってくることを約束しよう。じゃから……」


    「だめー」


    　プリシラに頭を撫でられながら、マイアは白い歯を見せて笑う。


    「うぬ……ワガママを言うでない。そうじゃ、明日明後日は休みの日だそうじゃから、大統領との話が終わればたっぷり遊んでやろうぞ」


    「あそぶー。ずっとあそぶー。明日も来月も来年もずっとー」


    「いや、じゃからな……」


    　プリシラが誰かにワガママを言われて困り果てている構図が妙におかしく、また微ほほ笑えましく、俺は苦笑を噛かみ殺しながら、その心境に同意を求めるように宝たから田だへと視線を向けた。


    　だが、宝田の表情は硬い。


    「どうして、還かえっちゃダメなの」


    　あえてなのか、感情を込めることなく、静かな声こわ音ねで宝田はマイアに訊きいた。


    「えっとねー。しこくだから」


    「……うどん、鰹かつおのたたき、みかん、阿波踊りの何が関係あるんじゃ」


    「王女、ちょっと黙ってなさい」


    　怪け訝げんな表情のプリシラとは対照的に、宝田の顔にはわずかに険けわしさが浮かんでいた。


    「それは、どういうこと？」


    　再び、平坦な声で宝田が問う。


    「んー？　あっ、まちがえた。しこくじゃない。さこく」


    　あくまでも無邪気な表情で、その眼の中にいっぱいの星空を映しながら、マイアは言った。


    「さこく。エルフィニアはさこくしてるから、だれも島から出られないよ。いっかいきたら、かえれないよ」

  


  
    



    　　　五章　深夜に宿を抜け出そう


    



    　既に夜もふけ、いつもならばそろそろ寝ようかという時刻だったが、俺たちは──マイケルを含むこのエルフィニアに漂着した二年一組メンバーは、全員揃そろって大統領の執務室へと押しかけていた。


    「そうか、マイアから聞いてしまったのか」


    　アメリア大統領の顔には、いつにない厳しさが浮かんでいた。ある種の悲壮ささえ感じさせる。俺たちの刺すような視線を一つひとつ受け止めながら、大統領は言葉を選ぶように、ゆっくりと語りはじめた。


    「君たちの気持ちが落ち着いた頃、このエルフィニアに馴な染じんだ頃に話そうと思っていた。このエルフィニアの最大の掟おきてを」


    「鎖国の掟を、じゃな」


    　その言葉はプリシラより、むしろ俺たちのほうに馴染み深い言葉だ。社会科選択で日本史を取っていなかったとしても、その言葉を、その意味を知らない日本の高校生はまずいないだろう。


    　鎖国とは、貿易や使節の派遣といった一切の国交を絶ち、国を鎖とざすこと。


    　日本という島国は、江戸時代というおよそ三百年間にわたる長い時代のうちほとんどを、この鎖国制度によって鎖してきた。


    　教科書に載っていることならなんでも覚えている坂さか上がみ雪ゆき乃のがこの場にいれば、もっと詳しく解説してくれるのだろうが、俺でさえそのくらいのことは知っている。


    　俺たちの中で唯ゆい一いつその意味を知らないやつがいるとするなら──。


    「ＳＡＫＯＫＵ……オウ、イエス……ＫＵＲＯＦＵＮＥ……ＢＡＫＵＭＡＴＳＵ……」


    　マイケルもなんとなく、漠然とは理解しているようだ。


    「ＳＵＳＨＩ……ＴＥＮＧＵ……ＮＩＮＴＥＮＤＯ……」


    　やっぱり理解しているのかどうか、若干怪しい。が、今はそこをフォローしているタイミングでもない。とりあえずスルーしておこう。


    　ともあれ、日本の場合は鎖国とはいっても、オランダや清しんといったごく一部の国との国交はあり、わずかではあるものの世界に対する小さな窓が開かれてはいた。


    　だが、エルフィニアの場合はもっと厳格な鎖国らしい。


    　外界と一切の交流を絶ち、完全な独立を保たもっている。


    　俺たちが外の世界でその断片を知ったように、かろうじて『まぼろしの島エルフィニア』としてその名が各種の伝説や伝承の中に残されているのみだ。


    　その実在が認識されている島であれば交易を求めたり、もっと甚はなはだしい場合は侵略の対象となったりすることまであり得るだろうが、あるかどうかも定かではない島に人を差し向ける国はない。


    　近づく者がいるとすれば、幻の島という言葉の魔力に引き寄せられた冒険者たち。


    　海で遭難してしまい、意図に反して流れ着いてしまった漂着者たち。


    　そして、巫み女この神託に従って辿たどり着いた俺たち。


    　それくらいのものだ。そしてそんな人間たちも、エルフィニアの歴史の中では数えるほどしかいなかったらしい。


    　とにかく、鎖国の掟おきてがある以上、外からエルフィニア外の人間が近づくことはまずない。


    　ただし今回の場合、俺たちにとって重要なのはそこではない。鎖国という制度の持つ、もう一方の側面こそ、俺たちがなんとしてでも大統領に確認しておきたかったことなのだ。それは──。


    「そう、エルフィニアは厳重な鎖国制度を敷しいている。だから、申し訳ないことだが、いったんエルフィニアの土を踏んだ君たちをこの島から出すわけにはいかない。来る者は拒まず。されど去ることは許さず。それがこのエルフィニアを守るための絶対の掟」


    　──エルフィニアはさこくしてるから、だれも島から出られないよ。


    　まだ幼いマイアさえ知ち悉しつしているこの島の掟が、改めて大統領その人の口から語られたことで、絶望的なその掟がはっきりと確定してしまった。


    　江戸時代の日本でも、そうだったのだ。外から内には入れない──と同時に、内から外へも出られない。日本人が国外へと出ることは許されなかった。そして、日本へと漂着した外国人も。


    　たとえば、まだこの異世界に辿り着いて間もない頃に坂さか上がみが例を挙げた、日本へと漂着したイギリス人航海士、ウィリアム・アダムス。彼が日本へ漂着した頃はまだ完全な鎖国体制は敷かれていなかったものの、彼は何度も家いえ康やすに帰国を願い出たがついに叶かなわず、しかし家康に重用され日本人としての地位と身分を与えられ、ついに日本人・三み浦うら按あん針じんとしてその生涯を終えたはずだ。


    　それと同じことだ。外の世界からエルフィニアへ立ち入ることは叶わないが、万が一、外の世界からエルフィニアへと漂着した者があれば、そいつもまたエルフィニアの一員となる。けして、エルフィニアから外へ出ることはできない。


    　今にして思えば、引っかかるべきところはいくつもあったのだ。


    　家が建つまではこの城の部屋を使ってくれ──俺たちがこの島を訪れて間もない頃に何気なく放たれた大統領の言葉、あそこに違和感を覚えるべきだったのだ。いくらエルフィニアの人々が親切だからといって、わずかな間だけ滞在する客に家まで建ててやるなんて。


    　あの時点で、俺たちは既に客ではなかった。客ではなく、新たなエルフィニアの住人と定められていたのだ。


    　墾こん田でん永えい年ねん私し財ざい法ほうもそうだ。耕したものが俺たちの土地になる──確かに太っ腹な法律だが、収穫までこの国にいない人間に畑をやってもしかたがない。あの畑は、この島に定住する俺たちのための財産として与えられたものなのだ。


    　そもそもあのとき大統領は「突然食い扶ぶ持ちが増えたから畑を増やさねばならない」と言った。突然増えた食い扶持というのは言うまでもなく俺たちのことだとわかったが、よく考えたら、だから畑を増やさねばならないわけでもないのだ。畑を開かい墾こんしたところで、そのぶん作物が増えるのは次の収穫の季節を待たねばならない。一週間も経たたないうちに帰ってしまう客のために畑を拓ひらかせた──のではなく、この先定住して確実に増える食い扶持のために畑を拓かせたのだ。


    「エルフィニアは、外界と一切の接触を断つことで平和を保たもってきた。私は、それを守らねばならないのだ。どうか、わかってくれ」


    　アメリア大統領は悲痛な面おも持もちで、俺たちにそう告げる。


    　その表情からも、大統領の心境が伝わってくる。大統領が決して悪意から俺たちを島に閉じ込めておこうとしているのではないことは、当然にわかる。


    　だからといって、簡単には納得できるものでもない。


    「では、外の世界では絶対にエルフィニアのことを言わぬ、約束するぞよ！」


    　プリシラが必死の形相で、大統領に懇こん願がんする。


    「悪いが、私はそこまで人を信じてはいない。いや、君たちが口を噤つぐもうとも、何がきっかけでエルフィニアの情報の欠片かけらが世界に放たれるかわかったものではない。それがいずれ、永い刻ときを経てエルフィニアを危機に陥おとしいれるかもしれない。それが、私には怖い」


    「じゃが──」


    「そもそも、私たちが呼んだわけではない。呼びもしないのに、君たちが海を越えて、勝手にエルフィニアの地へとやってきたのだ」


    「んぐ……むぅ……」


    　そうなのだ。そこを突つかれると、俺たちには反論のしようがない。


    　むしろ、俺たちは不法入国者なのだ。そんな俺たちを受け容いれてくれ、他の国民と同じように扱い、家を建て、仕事まで与えてくれる──考えてみれば、それはとてつもなく破格の待遇であるはずだ。


    「故国への念を絶つのは辛つらかろう。だが、私は大統領として、美しく平和なこの島を護まもらねばならぬ。私は私の国を護らねばならぬ。この島は、そうやって今日まで護られてきたのだ。どうか、わかってくれ」


    　俺たちをいたわるようなその口調と──そして、残酷な言葉を唇に乗せる強い決意に満ちたその眼を見ていると、ここでどんなに抗あらがったところで、その決定を覆くつがえすことができないことは、俺たちにもはっきりと悟ることができた。


    　いつしか、窓の外には雨が降っていた。


    　満天の星に彩られていた空は、まるで俺たちの心境を表すように黒雲に覆おおわれ、稲光が空を割った。ざあざあ、ざあざあと、重い雨はその夜通し振り続けていた。
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    「通り雨だったようじゃな。むしろ少し降ってくれたおかげで、夜歩きする者もそうおらぬじゃろう。好都合じゃ」


    　プリシラは窓をそっと閉めて、振り返る。


    「みなの者、おやつは持ったか、靴はちゃんと履いたか、忘れ物はないか」


    　既にどの民家からも灯あかりが絶えた深夜、俺たちはこっそりと男子部屋に集合していた。


    「でも～。お世話になったのに挨あい拶さつもしないで、こんな夜逃げみたいな～」


    　川かわ中なか島じまは眠そうに眼を擦こする。


    「実際に夜逃げなんじゃからしかたあるまい」


    「でもシンディとアイリーンとレベッカにだけは挨拶くらい……」


    　藤ふじ崎さきは女の名前を指折り数えて、切なそうな表情を浮かべる。


    「藤崎よ、貴様、自重しろと言うたではないか！　いや、んなこと言うておる場合でもない。よいからさっさと支度をせよ」


    「もう少しでモノポリー一式が完成して、次は麻雀マージヤン牌パイを作ろうと思っていたのだがな……。まあ図面とルールブックは作っておいたから、あとはエルフィニアの人々にまかせよう」


    　丸まる山やまも名残なごり惜しそうに、窓の外へと視線をやる。


    「せっかく、私目当てのお客さんが増えてきたところだったのに」


    「まあ、しかたないよね。それに街にいつの間にか現れて、突然消えた美少女のほうが伝説になるかもよ」


    「それアリだな！　そして私は、異世界の伝説に残る美少女に……」


    　仲村渠なかんだかりと天てん堂どうも、そんなことを言いながら、それぞれの荷物を手にする。


    　みんなそれぞれの思い出を作って、この島を後にするのだ。おそらく、みんながそれぞれに楽しい思い出を作っていた。だからこそ、こんな去り方は、できればしたくはなかったのだけれど。


    「では計画を確認するぞよ。といってもシンプルなもんじゃ。妾わらわたちが漂着したあの浜辺、あそこに妾たちのボートがそのまま残されていることは、宝たから田だが定期的に浜まで往復して確認しておったそうじゃ。おそらく今夜もそこにあるはず。妾たちは夜の闇やみに紛まぎれて浜辺を目指し、ボートでこの島を脱出する。これでよいな」


    　全員がほんの一瞬、互いに顔を見合わせ、そして頷うなずいた。


    「でも～、島を離れちゃったら、また遭難と同じなんじゃないですか～？」


    　川かわ中なか島じまが心配そうにプリシラに訊きく。


    「じゃが、妾わらわたちはこの作戦に賭かけるしかない。いや、妾にはまだ時間がいくらも残されておる。最悪、エルフィニアに留まって何年先でも脱出の機会を窺うかがうことはできよう。じゃがの、おぬしらの場合、時を過ぎればもとの世界に還かえれなくなってしまうんじゃ。それでもよいのか」


    「それは……困ります～」


    「それに、安心せよ。妾にも策はある。これは本当は使いたくなかったんじゃがな……」


    　プリシラは自分の荷物から、小さな笛のようなものを取り出した。


    「王家に伝わる七つ道具がうちの一つ、『精せい霊れいの呼子』。王家の人間が旅先で難に遭ったとき、王宮に救難の知らせとその位置を伝えるための道具じゃ」


    「こないだの『かたわれの宝ほう珠じゆ』と似てるみたいだが」


    「違うのは、こちらは王宮に直接、持ち主の位置が伝わるということじゃ。つまりじゃ、これを使うということは、城の家臣たちに妾がお忍びの旅をしていることがバレるということ。じゃから最終手段じゃと思うておったが、やむを得まい。エルフィニアをしばらく離れてからこれを使おうぞ」


    「すぐ使うんじゃダメなのかよ。つーか、別に今使えばよくねーか、海に出ることだけでもリスクはあんだからよ」


    　藤ふじ崎さきが言うと、プリシラは即座に首を振った。


    「エルフィニアにありながらこれを使えば、妾の国の人間にもエルフィニアの位置が知られてしまおう。それでは、鎖国制度を敷しいてまで国を秘して護まもろうとしておるあの大統領とエルフィニアの民たみに迷惑がかかろう。後ろ足で砂をかけて逃げる妾たちならば、最低限その義理は果たさねばのう」


    「──そうか、そうだな。そのスジは通さねーとな」


    　プリシラの言うことに、藤崎も素直に納得したらしい。藤崎は藤崎で、エルフィニアの人たちと過ごした日々に思い入れがあるのだろう。


    「シンディとアイリーンとレベッカとジュディとマリーのためにも」


    「さっきと比べて女の数が増えとるぞ貴様、まじで余計な火種を残しておらぬであろうな」


    　ともあれ、そういう道具があるのであれば、手詰まりになることもなさそうだ。


    「でも救援隊が来るとしてどれくらいかかるんだろ」


    「なに、王都から早馬を出して商都から快速船で救助を出す。あるいは王家の自家用飛竜ならばもっと早く辿たどり着くやもしれぬ。それに、食料と飲料もしこたま持ってきたぞよ。これが補給できただけでも、エルフィニアに大いに感謝せねばのう」


    　プリシラはパンパンになった鞄かばんを手で叩たたく。対価として俺たちの私物をいくつかお礼の手紙とともに部屋へ置いてきたものの、これも食料泥棒といえば泥棒なのだ。後ろめたさがないと言えば嘘うそになるが、それでも、一生をこのエルフィニアで終える決心なんてつくはずがなかった。


    「よし、では行こうぞ」


    　プリシラのその言葉を合図に、俺たちは部屋を出ていく。抜き足差し足忍び足、俺たちは極力音を立てないように、ホワイトハウスの廊下を進んでいった。


    「しっかし、ホントに警戒がザルじゃのう。これも文化の違いと言っていいんじゃろか」


    「でも鎖国といや幕末の日本にやってきた外国人は、民家に鍵かぎがないことや、部屋の仕切りが手でも破れる襖ふすまや障しよう子じなことに驚いてたらしいし。ましてこの島くらいの大きさで、昔からずっと島の中で互いが顔見知りだったらこんなもんなんじゃないか」


    「確かにのう。盗みをはたらいても逃げる先がないんじゃからな」


    　国の中枢とはいえ、夜中になれば衛兵の一人も立っていない。──というより、この島に来てから、そもそも武装した兵士の一人さえ見てはいない。この島で眼にした武器といえば、大統領が腰に差していた剣くらいのものだ。


    　平和で、豊かで、確かにひとつの理想郷、楽園の姿ではある。


    　でも、だからといって、ずっとここにいたいわけじゃない。


    　楽しくって幸せで充実した日々だったけれど、俺の大切なものは、ここにはない。
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    　ホワイトハウスから街に出てしまえば、あとは森に入って浜辺を目指すだけ。


    　丸まる山やまの体力が多少心配だったが、そこは宝たから田だが馬に乗せてくれたので心配はなかった。


    　見通しの悪い夜の森ではあるが、誰かに発見される心配はなく、ほぼ一本道なのでむしろ気が少し楽になる。また漂着してから集落を探して歩いていたときは、森の深さがわからずに精神的な不安はあったが、今回はどの程度歩けば目的地へと辿たどり着けるのかがあらかじめわかっているのでその点においても安心感はある。


    　転んで怪け我がなどしないようにと注意を払いながら進んでも、夜明け前には海岸へと辿り着くことができた。宝田が確認したとおり、俺たちが乗ってきたボートはまだそこに残されたままだった。オールも一ひと揃そろい、その場にある。


    　全員、荷物をボートに積み込むと、まずは海辺までそのボートを押しにかかる。全員で押せば、さほどの抵抗もなく、ボートは滑るように砂浜を走り海へと押し出されていった。ある程度の深さのところまでボートを押し出すと、俺たちは全員、急いでボートに乗り込んだ。


    　オールを持って漕こぎ出そうとしたとき、プリシラが立ち上がった。


    「ちょっとだけ待つがよい！」


    　プリシラはボートから飛び降りると、走って砂浜へと戻った。落ちていた木切れを拾い上げると、砂浜に文字を書きはじめる。その姿を、俺たちは黙って見ていた。


    　──ありがとう。また、いつかきっと。


    　砂浜に、エルフィニアへの感謝を込めたメッセージを刻きざむと、プリシラは木切れを投げだし、ボートへと飛び乗った。


    「じゃあ、行くぞ」


    　俺の言葉に、プリシラは黙って頷うなずいた。


    　まだ暗い海を、ボートはゆっくりと滑り出していく。


    「さよならじゃ、エルフィニア、まぼろしの島──」


    　振り返って、プリシラは呟つぶやいた。


    　その声もたちまちのうちに、夜明けの海へと溶けていった。
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    「だいぶ漕こいだのう」


    　プリシラはそう言って、来きし方を振り返った。


    　俺も体を捻ひねって、そちらへ眼をやる。既に、エルフィニアの島影はどこにも見えない。


    　ほんの一週間足らずの労働で体力がついたとも思えないのだが、それでも温泉のせいか、規則正しい生活のせいか、体調はすこぶるよく、夜明けまでボートを漕ぎ続けてもさほどの疲労は感じられなかった。


    「さて。ここらでよいか。若干名残なごり惜しいが……」


    　プリシラは荷物の中から、『精せい霊れいの呼子』を取り出した。


    「……では」


    「プリシラ、ちょっと待て」


    　俺は反射的に、そう言ってしまった。プリシラが不思議そうにこちらを見る。


    　俺は、プリシラの顔を見返すことができなかった。俯うつむいてボートの床に視線を落としたまま、言う。


    「プリシラ、それを使うのはもうちょっとだけ待ってみないか」


    「……なんでじゃ」


    　俺に視線を向けたまま、プリシラが小さく呟く。


    「ちょっとだけ、もうちょっとだけ漕いで、陸地を探してみないか。運がよければ、綾あやちゃんたちが乗ってる本船が見つかるかもしれない」


    　これだけ日数が経たっているのだから、本船が元の位置に留まっているとは考えづらいし、それに留まっていたとしても、手掛かりもなしにこの広い大海原ではぐれた本船と再会するのは天文学的な確率だろうが、それでも──。


    『精霊の呼子』を使ってしまったら、プリシラは城へと連れ戻されてしまう。そうなれば、当然に替え玉を使って城を抜け出していたこともバレてしまう。


    　どうも大臣はプリシラが替え玉であることに気づいているフシもあるらしいのだが、国をあげての救助となれば他の大勢の家臣にもそれがバレてしまうので、さすがにプリシラの修学旅行はそこで終わってしまうだろう。


    　俺は、ボートに乗り込んだ全員、一人ひとりへ問いかけるように視線を送った。何を言ったわけでもなく、ただ眼を合わせていった。


    　丸まる山やま、藤ふじ崎さき、仲村渠なかんだかり、川かわ中なか島じま、天てん堂どう。そして宝たから田だ。


    　マイケルだけはいまだに事情がよく理解できていないようだったが、他の全員、何も言わなかった。何も言わないことが答えだと、少なくとも俺はそう思った。


    　全員が自然と、『精せい霊れいの呼子』の使用を先送りにしようと決めた。


    　プリシラと行動をともにすることなく、ほとんど一人でこの世界を旅していた宝田も──どちらかといえばプリシラの行動を苦々しく思っていたことのほうが多いはずの宝田も、何も言わずにオールを握にぎった。


    　俺は、俺たちはまだもうちょっとだけ、この異世界修学旅行を楽しみたいのだ。


    　この、わがままな王女様といっしょに。


    「スポンサーがいなくなると、タダ飯タダ宿タダ観光ができなくなるしな」


    　そう言いながら俺がオールを手に取ると、


    「みんなはいいけど、私はまだ全然美う味まい汁吸ってないし！」


    　天堂も遠くの海を見ながら、オールを握った。


    「このツンデレさんどもめ」


    　仲村渠が、俺と天堂の頬ほおを左右の人差し指で突つっついた。


    「オゥ……状況飲み込めまセン。救難信号を出すのデハ？」


    　仲間はずれにされたようにマイケルが呟つぶやく。


    　そんなマイケルに、俺は言う。


    「大丈夫、お前もそのうちわかるよ。修学旅行、やってたらさ」


    「リアリィ？」


    　あまり納得がいっていないといった様子のマイケルだったが、それでもオールの端を握って、海水を掻かきはじめた。


    　プリシラも、手の中で今は光を失っている『かたわれの宝ほう珠じゆ』と水平線を交互に見ながら、みんなに檄げきを飛ばす。陸地があればよし、もし『かたわれの宝珠』が少しでも光り始めれば、本船が──綾あやちゃんがそちらにいるということなので、それが一番いい。


    



    　やがて、水平線の彼方かなたからは陽が顔を出し、広い海を白く照らし上げはじめた。


    　白々と夜が明け、世界がその輪郭を取り戻しはじめたそのとき。


    「おい、陸地だ──！」


    　俺は思わず、立ち上がって叫んでいた。


    　遥はるか彼方かなたに、天地を分ける水平線とは明らかに異なる輪郭のものが見えた。


    　全員、さすがに疲労の色が濃かったが、全員、息を合わせて力強くオールを漕こぎはじめた。


    　オールを手にしていない者も、水を回したり、汗を拭ふいたりと、全員で協力して陸地を目指していった。何もない水平線に向かって漕いでゆくのと、確固たる目標に向かって漕いでゆくのとでは、力の入り方もまったく違う。


    　もちろん、陸地だからといってすぐ街や村があるとは限らない。徒歩移動で全滅しかけたときの記憶はまだ俺たちにも新しい。それでも、今の俺たちにとって、陸地はプリシラと修学旅行を続けるための希望だった。


    　希望を掴つかむために漕いで、漕いで、漕いで──。


    　そして、やがて見えてきたものは。


    　──砂浜に見える『ありがとう』の文字。


    「え……？」


    　プリシラが描いた感謝の言葉が、俺たちにゆっくりと絶望を突つきつける。


    「なんでだ、島を出てからただただ太陽の方角へ漕いできたのに……」


    　もちろん俺たちに航海の知識はないし、人力でオールを漕いでいたのだから、微妙に進路がずれることはあるだろう。言うまでもなく、太陽もその時刻によって徐々にその位置を変えていく。それでも、百八十度方向が変わってしまうとは思えない。


    　浜辺には、人影があった。


    　傍かたわらに馬を休ませ、アメリア大統領が一人、まっすぐにこちらを見て立っていた。


    　国外脱出を図った俺たちに向けるその表情に、怒りの色は感じ取ることができなかった。


    　ただただ、哀れな者に向ける眼まな差ざしが、静かに俺たちを射い貫ぬいていた。


    　再び、逆方向に漕ぎ出す気力は残されていなかった。


    　俺たちの乗ったボートは吸い寄せられるように、今朝出たばかりのエルフィニアの浜辺へと舞い戻ってきた。


    　風に削られたのか、砂浜の文字はわずかに掠かすれている。


    「お前たちの気持ちはわかる。だが、言ったはずだ。エルフィニアからは出られない」


    　失意に沈む俺たちを見下ろしながら、アメリア大統領は淡々と言葉を継つぐ。


    「今日の労働は免除しよう。風呂に入って潮を洗い流せ。体と心をさっぱりさせたら、また明日、エルフィニアの朝が来る。明日も、明後日も、その次の日も──。諦あきらめて、それを受け容いれてくれ」


    　恫どう喝かつというより、それは懇こん願がんに近かった。


    　そしてまた、エルフィニアの日々が始まる。

  


  
    



    　　　六章　ゲームをしながらみんなで話そう


    



    「いらっしゃいませ──あ、来てくれたんだ」


    「バーボンをトリプルで頼むぞよ」


    　どかりとカウンター席に腰を下ろすなり、プリシラは酒場のウェイトレス──仲村渠なかんだかりに言いつける。


    　プリシラは久々にサングラスをかけている。やさぐれプリシラＰの登場である。


    「ごめんなさい、未成年にお酒は出せないの」


    「なんじゃとお、これが飲まずにやってられるかっちゅーんじゃ！　酒じゃ酒じゃ、酒とパイの実を持ってこんかい！」


    　プリシラはカウンターに肘ひじを置いて悪態を吐つく。


    「ごめんなさい、お酒は出せないし、パイの実も切らしちゃって。はい、アイスミルクとおつまみのチーズ」


    「妾わらわは酒に溺おぼれたいのに、こんな育ち盛りのお子様にぴったりの、カルシウムたっぷりのメニューを……んぐ、んぐ……。んまい、もう一杯！」


    　プリシラは空になったジョッキをカウンターへと差し向ける。
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    「はいはい。お連れのお兄さんは何か飲まれます？」


    「じゃあコーラを……エルフ蜜みつをロックで」


    「キミ名前なんていうの？　ジュリア？　じゃあ妾わらわはジュリアちゃんを指名しちゃおっかな～」


    「ありがとう、でも指名とかそういうシステムのお店じゃないんですよ。お嬢さん、お仕事は何をされてるんですか？」


    「今は兼業農家じゃ」


    「あら、農業とどんなお仕事を兼業してらっしゃるんです？」


    「プリンセス」


    「大変なお仕事じゃないですか」


    「ふん、じゃがプリンセスのほうは開店休業中じゃよ。でもって今日は雨じゃろ、畑仕事もお休みじゃから、こうしてくだをまきに来たんじゃよ」


    　プリシラが窓の外を指し示す。空はどんよりとした分厚い黒雲に覆おおわれ、朝っぱらからしとしとと冷たい雨が降り続いていた。


    　そんな薄暗い外の様子とは対照的に、この酒場は大盛況。


    　酒場──とはいえ、俺たちよりもっと幼い子供の姿も見えるし、家族連れのエルフも多い。このエルフィニアにおいて、エルフたちの社交場という意味合いが強いのだろう。


    　やさぐれているのはサングラスをかけたまま牛乳をぐいぐい空あけているプリシラくらいのもので、建物全体に明るく健全な空気が満ち満ちている。


    　なかでもひと際活気に沸いているテーブルが二つ。


    　ひとつのテーブルの前には、天てん堂どうまほろが得意気な顔で立っており、その周りを、テーブルにかぶりつくようにして大勢のエルフが緊張の面おも持もちを見せている。天堂はカジノのディーラーなんだか女性バーテンダーなんだかというような服装で、得意気にテーブルマジックを披ひ露ろうしては、老ろう若にやく男なん女によのエルフたちの拍はく手しゆ喝かつ采さいを集めていた。


    　もうひとつのテーブルを囲んでいるのは、どちらかといえば男性エルフと子供が多い。


    「新作だ！　クソ豚老師さまの新作だぞ！」


    　と若いエルフの一人が声を上げると、その周りからもわっと歓声が起こった。


    　丸まる山やまのほうも、エルフィニアに新たな娯楽をもたらす者として大人気らしい。呼ばれ方は尊そん称しようなんだか蔑べつ称しようなんだかよくわからんが。


    「この遊ゆう戯ぎは、子供でも一分で遊び方がわかる。だが、なかなかに奥が深い」


    　丸山が取り出したのは、一般的に言うところのオセロ、権利関係のあれこれによってはリバーシとも呼ばれる、八×八の升ます目め上に白と黒のコマを置き、互いに挟んで陣地を増やし合う例のゲームだった。


    「ふん、いい気なもんじゃのう」


    　エルフたちの笑顔に囲まれている天堂と丸山に、プリシラはやさぐれた視線をサングラス越しに送る。


    「まあいいじゃないか。この島で生活を続けてくのなら、やさぐれてばかりもいられない」


    「ふん……生活を続ける。いつまでじゃ……ずっとかや？」


    　空からになったジョッキの底に、プリシラは溜ため息いきを吐き出した。そのグラスをくいと掲げ、仲村渠なかんだかりに注文をする。


    「妾わらわにエルフ蜜みつをダブルで」


    「ダブルだのトリプルだの意味わかって言ってんのかよ。つーかお前、コーラ飲めるようになったのか？」


    「飲まぬとやってられぬわ、のうのう、ジュリアちゃん、アフターは？」


    「はいはい、お店上がったら温泉行こっか。雨の中の温泉もいいでしょ。それまでゆっくり飲んでてよ」


    「ちっ。ゆっくり飲む相手がこやつではのう」


    「悪かったな」


    「ん、ジュリアちゃん。妾のおごりで、あそこの冒険者様にピクルスを一本」


    「彼女はそっとしておいてあげたほうがいいんじゃない？」


    　プリシラが視線を向けた先、酒場隅の薄暗いカウンターで、チビチビと舐なめるように牛乳を嗜たしなむ宝たから田ださんの姿があった。


    



    　あの脱出行が失敗してから、俺たちはみな何ごともなく日常に戻っていた。


    　──ただし、エルフィニアの日常に。


    　俺たちは特に処罰されることもなかった。そもそも、鎖国の禁を破ったところで罰があるわけではないのだという。


    　それはひとつには、そもそも外の世界についての知識をほぼ持たないエルフたちが、この島を出ていくなどという事態がまず起こらないということがある。つまり鎖国の禁を破ろうとするのは俺たちのような漂着者に限ったことなのだ。だが、それを罰してしまえば、島を出ていこうとする心がより頑かたくなになってしまう。──そういう計算もまたあるのだろう。


    　島から出ていかせない以上は、漂着者もまたエルフィニアの民たみとなる。


    　エルフィニアの仲間となる。


    　ならば罰という北風で律するよりも、太陽のあたたかさでエルフィニアに同化させていく──それがエルフィニアの、少なくともアメリア大統領の選んだ方法ということらしかった。


    　だからこそ、大統領は俺たちの脱走を、他のエルフたちに知らせた様子もなく、俺たちは当たり前のようにこの酒場に溶け込んでいる。


    　当たり前のように溶け込んでしまっている。


    「雨、長くなりそうじゃのう」


    　サングラス越しの薄暗い世界にそうぼやきながら、プリシラは胃袋へエルフ蜜みつを流し込んだ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「温泉はどんな気分で入っても気持ちよいからむかつくのう」


    　まだ悪態を吐つきながら、プリシラは温泉帰りの道を歩いてゆく。


    「少なくとも温泉は悪くねーだろ。いや、エルフィニアの人が悪いわけでもない」


    「わかっとるわ。わかっとるから、それをどこにぶつけていいかわからんからイライラするんじゃ」


    　雨上がりの道は悪く、勢いよく歩くとびしゃびしゃと泥が跳ねる。風呂上がりなのにそれを気にせず、プリシラは大おお股またで歩いていく。


    「こうなると、畑を耕すのもめんどいのう……」


    「まあ、何か気持ちが切れちゃったよな……」


    　俺とプリシラは、当あて所どのない不安をどこへ持っていけばいいのかわからず、落ち込んだ気持ちを引ひき摺ずりながら歩いていた。


    　と、道の向こうにエルフの──ではなく、マイケルの姿があった。俺たちの姿を認めると、こちらへ歩いてくる。どうやら、俺たちが来るのを待っていたらしい。


    「どうでしたカ、温泉ハ」


    「ああ、いつもどおりよかったよ」


    「もう、この島カラ出ないのデスカ？」


    　この島をアメリカだと思い込んでいたらしいマイケルも、みんなの話を聞くうちに、ようやくここがアメリカではないということは理解しているようだ。もっとも、異世界ということはどこまでわかっているのか定かではないのだが。


    「──いや、だって」


    「諦あきらめたのデスカ？」


    「いや……」


    　俺がその問いに答えず俯うつむくと、視界の隅から拳骨が飛んできた。


    「コノ骨なしやわらかチキン野郎ッ！」


    「うわッ！」


    　マイケルはいきなり、俺の顔面に右フックを放ってきた。咄とつ嗟さの理由なき暴力を、俺はバックステップでかろうじてかわす。


    「オゥ、ホワイ、ナゼ避よけますカ！」


    「いきなり殴なぐりかかられたらそりゃ避けるだろ！　なんなんだよ！」


    「しかたアリマセン。デハ、殴られたというテイで話ヲ聞いてクダサイ」


    「体ていってなんなんだよ……つーかなぜ殴なぐる、俺が何かしたか」


    「日本のアニメでハ、人を説得するとき、まず暴力を用いマス。説得と暴力ハワンセットデース。パンの人も黴ばい菌きんの人に必ズワンパン入れマス」


    「その偏かたよったアニメ観を無む理り矢や理り現実に適用するのをやめろ。普通に話があるなら聞いてやるから」


    「イエス、ではお話がありマス。沢さわ木きサン、アナタはそれでも日本の少年デスカ。幻滅デス、失望デス」


    「は……？」


    　なぜいきなり殴りかかられた上に失望されねばならないのか。


    「他ノ皆サンも聞いてくだサイ」


    　後ろを振り返ると、藤ふじ崎さきや天てん堂どう、仲村渠なかんだかりたちもこちらへやってきていた。


    「拙せつ者しや、アメリカ人であるコトに誇りを持ってマス。デモ、ズッと日本トイウ国に憧れてマシタ。両親の仕事の都合で各国を転々としなガラ、遠く離れた海外の地で日本のアニメを違法視聴するたびニ、日本ヘノ憧れは募つのりマシタ」


    「アニメの視聴方法のせいでいまいち素直に受け取れんが……」


    「拙者が憧れた日本ノアニメに出てくる少年たちはミナ強く、勇気に溢あふれ、逆境にも決して諦あきらめない誇り高き魂を持ってイマシタ！」


    　俺、藤崎、そして丸まる山やまへと順に視線を移しながら、マイケルは熱の籠こもった言葉を叩たたきつけてくる。続いてマイケルは、女子チームへと視線を向けた。


    「日本のアニメに出てくる少女たちはミナ優シク、慈じ愛あいに満ち、そして低い知能と大きなおっぱいを持ってイマシタ！　それがなんデスカ！　コノ巨乳の少ナサハ！　幻滅デス、拙者怒ってマス！」


    「男はいいとして、こやつ日本の女のこと舐なめてないかのう？　あとアニメのことも」


    「コレでは立て札を間違えたフリして女湯に闖ちん入にゆうするアメリカンジョークを実行する気も起こりマセン！」


    「それはジョークではなくどストレートの犯罪だが」


    「だかりん、ボウガン取ってきて」


    　プリシラの合図に仲村渠が頷うなずいたのを見ると、マイケルは顔を青ざめさせて居住まいを正した。


    「オウ、話が逸それまシタ。拙者が言いたいコトハ、たった一度の失敗で諦めるノハ日本男児デハナイということアルヨ！」


    　マイケルはビシッと俺に人差し指を突つきつける。前段のせいで鋭さが半減してはいるし、語尾の設定が雑になっているものの、それでもその言葉は俺の胸に深く突き刺さった。


    「確かにこのアメリカはエクセレントな国デス。バット、ユーたちはジャパニーズでショウ。日本を忘れられマスか？　思い出してくだサイ、あの素晴らしき日本の文化を、日本の精神ヲ！　ユーたちにとっては当たり前のモノでその素晴らしさに気づいていないカモしれない、デモ拙せつ者しやハ日本ノ外カラ日本ニ憧れていまシタ、だからその素晴らしさをひょっとしたらユーたちよりもっと知っていマス！」


    　まるで俺たちを扇せん動どうするかのように、マイケルの口調には熱が籠こもる。


    「思い出してくだサイ！　あの美シイ山河ヲ！　世界に類を見ない独自の発展ヲ遂げタ数々のサブカルチャーヲ！　寿司ヲ、すき焼きヲ、テリヤキヲ！　そして卑ひ屈くつな島国根性ヲ！　相互監視社会で育はぐくまれた鬱うつ陶とうシイ同調圧力ヲ！　皆サン、どうか思い出してくだサイ……！」


    「てめージャパニーズ同調圧力で叩たたき潰つぶすぞ」


    　全員がマイケルをじろりと睨にらむ。


    「アーハン？」


    　マイケルはいろんなことをうやむやにする呪じゆ文もんを唱えた。


    「けどそんなこと言ったって、還かえれないのに思い出すだけ──」


    　と、そう言いかけた俺の胸ぐらを誰かが掴つかんだ。急に引き寄せられて、俺はつんのめる。


    　すぐ眼の前に、既視感を覚えるような光景があった。


    　いや──あのときは水着だったか。


    「そればっかりはマイケルの言う通りよ。沢さわ木き、あのとき言ったよね。みんなで日本に還るんだって」


    　天てん堂どうは両手で俺の襟えり首くびを掴んで、さらに顔を引き寄せる。


    「あんたが余計なことを言わなきゃ、私は今頃神様だったんだからね！　責任取りなさいよ！　私はね、日本でチヤホヤされたいの！」


    「そうだぜ。ルールだからダメだと言われてはいそーですかじゃ、ヤンキーはやってられねえんだよ！」


    　天堂の言葉に焚たきつけられたかのように、藤ふじ崎さきも掌てのひらに拳こぶしを叩きつけて立ち上がった。


    「しょーがないなァ。プリっちの提唱するギャル万能説を、また一つ補強してやるとすっか」


    　湯上がりの仲村渠なかんだかりも、腰に手を当ててポーズを取る。


    「──わかってるよ、わかってる。別に俺は、俺たちは諦あきらめたわけじゃない」


    　俺は一同の顔をゆっくりと見回す。


    　そしてその視線を、一点で止める。


    「……そうじゃの。ただ一度の失敗で諦めるなど、妾わらわらしくない」


    　プリシラの眼に、プリシラらしい光が戻ってくる。


    　そうだ、こいつさえやる気なら、俺たちはまた前に進める。


    「大臣じゃろうが大統領じゃろうが鎖国の掟おきてじゃろうが、妾の修学旅行を邪魔する者はゆるさんぞよ！」


    「そうだ、その意気だプリシラ！」


    「んでは、みなの者。そろそろいつものやつをやろうかの」


    「いつものって？」


    「ホワッツ」


    　今回からの新規メンバーである天てん堂どうとマイケルが揃そろって小首を傾かしげる。


    　他のみんなは俺の意図を察したのか、めいめい隣の人間と肩を組んでいき、天堂とマイケルもその大きな輪の中に組み込まれていく。


    　だが、大きな輪ができ上がったところで、その輪の一端が途切れた。


    　プリシラが輪から離れて、俺たちを迂う回かいして通っていこうとした宝たから田だを引っ張ってきた。


    「ちょ、いいわよ、私は！　協力はするけどそういうのはいいって！」


    「これもジャパニーズ同調圧力じゃ、我慢せよ」


    　嫌がる宝田を無む理り矢や理りに組み込むと、これで漂着メンバー全員の輪ができ上がった。


    「じゃあ、始めるぞ」


    　輪の中心に向かって、俺は声を上げた。


    「異世界学級会だ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「えーっと、今回は委員長がいないので、あたしが代理を務めさせていただきまっす。えーっと、第三……第四？　チキチキ、第四回、異世界学級会～！　エルフィニアから大脱出選手権～！」


    　という仲村渠なかんだかりのタイトルコールが室内に響き、


    「わー！」


    　と、プリシラだけが声を上げた。


    　俺たちはホワイトハウス内の部屋に戻ると、恒例の異世界学級会を開催することにしたのだ。


    「や、あたしこういうのガラじゃないんだけどな」


    　一同を見回し、仲村渠は人差し指で頭を掻かいた。


    「いやいや、だかりん以外に適任はおらぬ。妾わらわを除けば他は目立ちたがり、不思議ちゃん、ハイファンタジー、クソ豚老師様、へたれヤンキー、アメリカ、沢さわ木き。人を取りまとめるのに向かぬ人材ばかりじゃ」


    「ヘイ！　アメリカは民主的な国デース！　世界中の揉もめ事を話し合いト軍事力によってむりくり解決したように見せかけテきた世界の司会者デース！」


    「つーかなんで俺だけ名指しなんだよ！」


    「はやく名前以外にキャッチフレーズがつくといいのう。あっ、クソ豚老師様のことは司会に向いておらぬというだけで、尊敬はしておるんじゃよ」


    「はいはい、みんな仲良し仲良し」


    　騒ぐ幼稚園児をあやす保母さんの口調で言いながら、仲村渠なかんだかりは会議を進行していく。


    「んじゃさっそくだけど、まずはこないだの脱出行がなんで失敗したのかについて考えてみよっか」


    　そう、そもそもあの脱出がなぜ失敗したのか。


    　エルフィニアからまっすぐに海の彼方かなたを目指して漕こいでいたはずなのに、その先にあったのは自分たちが出発したエルフィニアの浜辺だった。


    「何か海流みたいなのがあって、気づかないうちに進む方向が変わってたとかじゃ」


    「でもよ、俺らは太陽を目印に進んできたわけだろ。海流で多少進む方向が変わったからって、百八十度グルッと方向は変わんねーだろ」


    　藤ふじ崎さきの言うことももっともだった。


    「ふたご島という可能性はどうだろう？」


    　と、天てん堂どうが手を挙げる。


    「ふたご島とな？」


    「海の上に同じような島が二つあって、線対称に向かい合っているんだ。私たちはＡの島からＢの島へとまっすぐに進んでいった。出発した島と到着した島は、じつは同じ見た目の別の島だったんだ。私たちは今も島Ｂにいるんだ。浜辺で私たちを待っていた大統領も双子だ。双子の入れ替わりは瞬間移動マジックのベーシックなトリックのひとつだ」


    「いくらなんでもそんな大がかりな……」


    「シンプルすぎてバカらしい──だからこそ心理的な盲点になる。まさかそんなことはしないだろう、というところを突つくのはマジシャンの基本テクだ」


    「おもしろい意見じゃが、さすがにそれはないじゃろうな」


    　天堂の意見を、プリシラは言下に否定する。


    「否定するだけの根拠があるの？」


    「じつはの、大統領にせめてものお礼にと、妾わらわは隠し持っていたうまい棒を部屋の枕の下に置いておいたんじゃ。じゃが帰ってきたとき、枕の下にそれがそのままあった。エルフィニアにもあるようなものならばいざ知らず、うまい棒は妾にとっての異世界よりもたらされしおやつ。日本の超最先端科学力の粋すいを結集せねば、うまい棒は作れまい」


    「まあうまい棒を別にしても、さすがにふたご島ってのは……そもそもそこまでする意味がよくわからない」


    「フン、可能性を検討しただけよ」


    　天堂は拗すねたように唇を尖とがらせる。


    「ま、そのあたりのことは、じつは妾にはある程度見当がついておる。おそらくは魔術的な仕掛けによるものじゃから、おぬしたちがいくら頭を捻ひねってもそこには至れまい」


    　言って、プリシラはうまい棒の包みを開けた。


    「魔術、魔法みたいなものの仕し業わざってことか」


    　だとすれば、それは確かに俺たちの埒らち外がいだ。


    　サクサクと音を立ててうまい棒を食べてしまうと、口の周りにうまい棒の粉をつけたまま、プリシラはその言葉を告げた。


    「結界、じゃ。おそらくエルフィニア全土はある種の結界によって覆おおわれておる。そう考えればいろいろと説明がつくんじゃ」
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    「エルフィニアは現在鎖国状態にある。それを可能にしておる要素のひとつが、四方を海に囲まれた島であるということじゃ」


    「陸続きなら誰かが辿たどり着くもんな」


    「じゃが、考えてもみよ。おぬしらの国、日本も四方を海に囲まれ、また鎖国をしておったそうじゃが、それでも近隣諸国はその存在を認識してはおったんじゃろう。人の想像しうるものは必ず実現する、などという言葉があるが、人は認識しうるものについては、いつか到達するとも言えよう」


    「オウ……確かニ、アポロは月へと行きマシタ……」


    「ＤＡＳＨ村もＤＡＳＨ島も所在地がわかっちゃったしな」


    「じゃが、認識できぬものについては行きようもない。この島を覆っておるものは結界といっても障しよう壁へきのように、近づく者をはじき返すといった類の結界ではないじゃろう。そうではなく、認識をずらす、あるいは惑わせるようなものじゃと思う。じゃから、外の世界から見つけようとしても誰にも見えぬし、辿り着けぬ。逆に、内から外の世界へ出ようとしても、いつの間にかあの浜へと戻ってしもうた。今にして思えば、妾わらわたちが島へとやってくるときに使ったボートがそのままになっておったのも、妾たちを一度脱出させるためだったんじゃろうな。わざと失敗をさせて、この島から出ることを諦あきらめさせるという効果を狙ねらったんじゃろう」


    　確かに、一度の失敗で俺たちの心は折れてしまった。


    「それに思い出してみれば、本船と離れ白い霧に包まれたとき、妾の手の内にあった『かたわれの宝ほう珠じゆ』は、強く光っておった。あのときはすぐ側そばに、確かに本船があったはずなんじゃ。おそらく今現在も、地理的には本船があった場所とさほど離れてはおらぬはずじゃ。じゃが今は結界によって遮さえぎられておるために、『かたわれの宝珠』も機能しておらぬのじゃろう」


    　プリシラは掌てのひらの上に、半球状の『かたわれの宝珠』を乗せてみんなに見せた。それは電気の通っていない電球のように、わずかの光も放っていない。


    「これでは『精せい霊れいの呼子』も、たとえ修学旅行が終わることを覚悟の上で使用したとしても、効果はないじゃろうな。救難の知らせは王宮に届くことなく結界に遮さえぎられてしまうじゃろう」


    「ちょっと待てよ。じゃあ、俺らはこのまま死ぬまでこの島から出られないってことじゃねーか……」


    　藤ふじ崎さきが絶望的な表情を見せる。


    「逆だ」


    　丸まる山やまが、強い口調で言った。


    「何が不可能状態を作っているのかがわからなければ、手の打ちようがない。それがわかるまでが大変なのだ。不可能にしている要素が明確になったのならば、それを取り除けばいいだけだ。ゼルダシリーズの謎なぞ解きの基本だ」


    「おお、さすがクソ豚老師様」


    「フ……。俺は人生で必要なこと以外はすべて、ゲームに教わった……」


    「以外かよ」


    「つまり妾わらわたちの目標は、この島を覆おおう結界を破ることじゃ。それさえできれば、ここは単なる孤島にすぎぬ。結界を破った上で、第一次と同じ作戦を実行すればよい。幸い、大統領はまだ妾たちのボートを処分しておらぬ。結界があるから安心しきっておるのじゃろうな」


    「でも、結界を破るたってどうすりゃいいんだ？」


    「島ひとつを覆うくらいの結界、それも長期間にわたって持続可能なものともなれば、大がかりな魔術装置が必要なはずなんじゃ」


    「その辺の異世界ルールについちゃお前の説明を鵜う呑のみにするしかないけど、魔術装置ってどんなものなんだ？」


    「魔術、魔法というものは、基本的には人の意思と精神力を起点として発動されるものじゃ。魔術装置というのはそれを維持・増幅するためのものじゃよ。たとえば長ったらしい呪じゆ文もんの詠唱も、広義ではそれに含まれる」


    「言葉もそうなのか」


    「広義では、の。形のあるものでいえば、杖や帽子などの身につける法具、聖水や蝙こう蝠もりの羽などの魔術アイテムなどもそうじゃ。その中でも魔術装置の最たるものといえば、おぬしらをもとの世界に送り届ける際に必要となる日につ蝕しよくなどの天文現象じゃの。じゃが、このエルフィニアを覆う結界は昼夜を問わず継続されておるようじゃから、天文現象でもなければ、術者が常に呪文を唱え続けておるというわけでもなかろう。おそらくは、かたちあるモノじゃろうな」


    「具体的には？」


    「結界を張るときに使われる魔術装置といえば、最もつともポピュラーなものは魔方陣、あるいは呪じゆ符ふ、聖せい別べつしたロープ、地面に突つき立った剣などの武具、石柱を並べたモニュメントなどじゃのう。ひと口にモノといっても様々じゃ。じゃが、どれも大抵はひと目見ればそうとわかるくらいに独特の風格があるもんじゃ。おそらく魔術の知識がないおぬしらでもな」


    「確かにゲームの中でも、調べたらイベントが始まるようなモノは、わかりやすい見た目をしているものだからな」


    「とにかく、まずはこの島のどこかにあるはずの結界装置を探すことじゃ。じゃが、その場所を探さぐっていることを悟られてはいかん。妾わらわたちはエルフィニアの脱出を諦あきらめ、この地に溶け込むことに決めたと思わせるんじゃ。もし次に失敗したならば、さすがに大統領も妾たちの行動に制限を加えてくるじゃろう。次が最後のチャンスと思うんじゃ。みんなそれぞれの持ち場で日常を送りつつ、情報を集める。特に酒場で働くだかりんと天てん堂どうは頼むぞよ」


    　プリシラは二人の肩を叩たたいた。


    「おっけ。酒場はエルフィニア中から人が集まるからね。それとなくいろいろと聞きだしてみるわ」


    「うむ、だかりんのコミュ力が頼りじゃ。そしてこれから毎晩、学級会で昼間に集めた情報の共有をしたほうがいいと思うんじゃが、しかし妾たちだけで集まっていると不審に思われるかもしれぬしのう」


    「そこは俺に任せてくれ、考えがある」


    　と、丸まる山やま。


    「んではとりあえず、今夜の学級会はこれでお開きじゃ。あまり長々とやっても警戒されよう」


    　そんなプリシラのひと言で、今夜の学級会はお開きとなった。


    「明日も朝から、畑仕事があるでのう」


    　プリシラはそう言って、肩をぐるりと回した。
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    　──沢さわ木き君はまだ腕で振っているな。肚はらと背で振る感覚を持つのだ。


    　木刀の素振りの特訓の折に和泉いずみ師匠からそう言われたことがある。そのときは意味がよくわからなかった。木刀は腕で振るものじゃないかと。


    　もうちょっと詳しく教えてくれと問い返すと、師匠は言われた。


    　──筋肉がどうだ体勢がどうだと言葉で説明されると、わかったつもりになれるだけで、わかりはしない。わかるまで振ればわかる。わかるまではわからんよ。


    　そのときは、このポンコツサムライガールめ、適当に誤ご魔ま化かしやがったな──と大変失礼なことを思ったものだが、今なら師匠の言っていたことがなんとなくわかる。


    　もちろん剣術と耕作を同じに考えちゃいけないのだろうが、長い棒を振って目標に命中させるという部分では共通点もある。毎日毎日耕作に勤いそしむうち、どういう風に鍬くわを振り下ろせば、より土に刃を食い込ませることができるのか、最初の日よりはわかってきた。


    　手取り足取り鍬くわの振り下ろし方を教わったわけじゃない。


    　鍬と、土と、そして自分の体がいつの間にかそれを悟っていたのだ。


    「ふむ。カンフー映画の修行でよくあるパターンじゃの。日常の何気ない雑事が、じつは拳法の特訓になっているという」


    「お前、ほんと守備範囲広いよなあ……」


    　そんなことを言いながら、今日も土を掘り返していく。初日に比べると、だいぶ土は軟らかくなってきた。島を出る計画を立てるとなると、かえって、この土地をちゃんと畑にしてから帰らねばならないという妙な使命感も湧いてきて、畑仕事により精が出るようになった。


    「たがやすの、ちょっぴりうまくなったね！」


    　声のほうに視線を向けると、ランチバスケットを抱かかえたマイアちゃんが、切り株の上にちょこんと座っていた。


    「さいしょ、へっぴりごしだった！　かっこわるかったー。まじ、ないわー、っておもった」


    「じゃあ、今は格好よくなったかな」


    「んー。ちょっぴりまし！」


    「ありがとな」


    　子供の言うことだとしても、成長を褒ほめられるというのは嬉しいものだ。それが、ほんのちょっと鍬を振り下ろすのが上う手まくなったということだったとしても。


    「はい、おべんとう！　サンドイッチベーコンましまし！」


    　マイアが差し出したランチバスケットを、プリシラは顔をほころばせながら受け取る。


    「マイアよ、おぬしもいっしょに食べぬか？」


    　プリシラが誘うと、マイアは腕組みをして何か考える様子を見せた。


    「でも、このあとおねえちゃんと約束してるからなー」


    「お姉ちゃん？　仲村渠なかんだかりか？」


    「んーん」


    　なんとなく、ギャルは子供好きで子供はギャルに懐なつく、という根拠のないイメージでそう言ってみたが、マイアちゃんは首を振った。


    「じゃあ天てん堂どうか」


    「んーん」


    　あいつは自分が注目されて褒められるの大好き人間だし、マジックのひとつでもやってみせれば子供の心はがっちり掴つかめるだろうという単純な連想だったが、それも違うらしい。


    「なら、あとは川かわ中なか島じまか」


    　おっとりほわほわ若干不思議ちゃんの川中島は、ある意味子供と一番相性がいいかもしれない。


    「ちがうよ。つけもののおねえちゃん！」


    　まさかのハイファンタジー宝たから田だ改め、ピクルス宝田！　既にエルフの子供にとっても、宝田はピクルスばっかり食っているというキャラとして認識されているらしい。


    「あの、マイアちゃん。約束って何をする約束なのかな？」


    「ぼうけんのお話をね、きかせてもらうの！」


    　マイアは好奇心に眼を輝かせる。


    「いいな、それ超聞きてえ」


    「妾わらわもじゃ」


    　宝田は俺たちの修学旅行のところどころに顔を出してくるが、彼女は基本的にソロプレイの冒険に勤いそしんでおられる。彼女は修学旅行の自由時間に見知らぬ土地を一人で行動するタイプの、寂さびしい、もとい同調圧力から自由な孤高の少女なのである。


    「今までどんな話を聞いたんだ？」


    「んーとね、あたしがすごいとおもったのはね。わるいおうじょにつかまって、そこからちえとゆうきをふりしぼってあくのしろをだっしゅつするはなし！」


    　俺とプリシラは思わず顔を見合わせた。


    「投獄されたこと、だいぶ根に持ってるな」


    「あとね、あとね、どらごんをやっつけたはなしとか、かわいそうなにんぎょさんのおはなしとかもおもしろかった！」


    「人魚のクエストは俺らが知らないとこの話だもんな、気になる」


    「マイアよ。悪い王女というのは本当に悪者だったんじゃろか？　正義というのは一面的なものでしかなく、たとえば正義面づらしておる者がじつは別の視点から見れば、自分の価値観を妄もう信しんしそれを他者に押しつける愚か者であるということもあるんじゃぞ」


    「あたしそういうせっきょーくさいお話きらい！　そういうのないわー。えんためは楽しくなくっちゃ！」


    「むぐ……」


    「じゃあね！　プリシラとはこんど遊んだげるから！」


    「な、遊んでやるのは妾のほうじゃ！」


    　そんなプリシラの抗議が聞こえていたのかいないのか、マイアはとてとてと小さな歩幅で走り去って行ってしまった。


    「宝田が子供に優しいとは意外じゃが、子供に悪影響ではないかのう？」


    「冒険の話を聞かせるくらいならいいんじゃないのか。マイアちゃんも喜んでるみたいだし」


    　それに、宝田にもひとつくらい、この島でいい思い出があってもいい。


    「さて、サンドイッチをいただこうぜ。食ったらまた畑仕事だ」


    「うむ。いずれこの島を去るまでに、妾がこの島にいた証あかしを、しっかり大地に刻きざみつけておかねばな！」


    　力強くそう宣言すると、プリシラは大判のサンドイッチをひと息に口へと突つっ込んだ。
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    　その夜も、学級会は開かれていた。あの初日以降、俺たちは毎晩部屋に集まって学級会を続けていた。今夜も夜ふけまで、会議は踊る。


    　みんなが全員で知恵を振り絞りながら、眼の前の問題に向かい合うのだ。


    「のうのう、沢さわ木きよ。鉄道を一枚やるから、ニューヨークとセントジェームスを妾わらわにくれぬか」


    「バカ、その交渉お前に有利すぎだろ！　イリノイ通りとボードウォークをつけるんだったら応じてやってもいいぞ」


    「話にならぬわ。鉄くろがねであれば喜んで飛びついたはずじゃぞ」


    「生あい憎にく俺は鉄道会社に興味はない」


    「つかさっきから気になっておったんじゃが、天てん堂どう、おぬしここぞというところでサイコロの目を意図的に操作しとるじゃろ！」


    「証拠はあるの？　証拠は！　バレないイカサマはイカサマじゃないのよ！」


    「あっ、地中海にホテル建てます～。いっけ～ん、にけ～ん」


    「むむむ、紫の土地といえどホテルまでいくと地味に危ないぞよ」


    「てめーら、いい加減にしろよ！　次は麻雀マージヤンやろうぜ！　モノポリー俺よくわかんねーし！」


    「クソ豚老師様よ、麻雀っておもしろいのかや？」


    「一説には、あまりにおもしろすぎることから亡国の遊ゆう戯ぎとも呼ばれたという。国が滅ばぬまでも、麻雀のせいで単位を落とした大学生はこの世に数知れず……」


    「亡国の遊戯……一国の王女たる者が興じていいものなんじゃろか、じゃがどことなく、退廃的な魅力を感ずるぞよ……」


    「フフ、マジシャンを相手に手積みでいいの？」


    「麻雀ハ四人しかできまセン！　参加しなイ者も楽しめルようニ、拙せつ者しやはジャパニーズトラディショナルルール、脱衣麻雀ヲ提案しマス！」


    「いい加減にしなさいッ！」


    　ダン、と壁を叩たたく音が室内に響き、全員が一度に口を噤つぐむ。修学旅行の夜、騒いでいる部屋に生活指導の先生が乗り込んできたときの気まずい空気が部屋中に満ちる。


    　が、もちろんそこに立って俺たちを睨にらみつけていたのは生活指導の先生ではなく、ずっと部屋の端っこでしかめっ面つらをしていたピクルス宝たから田ださんであった。


    「す、すまぬ……。そうじゃよな、次のゲームは宝田がやりたいやつを選んでよいぞよ。脱衣ＴＲＰＧとかどうじゃな……？」


    「そうじゃないでしょう……。私たち、いったいなんのために集まってるの……？」


    　宝たから田だの目には、怒りと殺気が籠こもっている。


    「お、落ち着け宝田。これはカムフラージュなんだって説明したじゃないか」


    　俺たちは毎夜のように、男子部屋に集まって異世界学級会を続けていた。議題はもちろん、いかにしてこのエルフィニアを今度こそ脱出するか。一度目は見逃してもらえたが、さすがに二度目の失敗ともなれば、アメリア大統領も俺たちを罰するか、そうでなくとも行動に何らかの制限を加えてくると思われる。事実上、次がラストチャンスと思って入念に計画を練らねばならなかった。


    　現在も黙認という形ではあるものの、やはり漂着者が漂着者だけで集まることを、アメリア大統領もよくは思っていないだろう。それに、ホワイトハウスだけに盗聴器がある──とまでは思わないにしろ、どこかで誰かが話を聞いていないとも限らない。


    　そこで表面上だけでもカムフラージュしようと、俺たちは毎晩部屋に集まってゲーム大会をやっているよう装っていたのだ。これこそ、丸まる山やまが提案した作戦である。


    　もともと天てん堂どうがトランプ一式を肌身離さず身につけていた上に、丸山お手製のアナログゲームが次々と完成してきた時期だった。トランプに加え、モノポリー、カタンの開拓者、麻雀マージヤンなどなど、多人数で楽しめるゲームが充実してきた時期だった。


    　そういうわけで、カムフラージュのために積極的に会話をしながらゲームを楽しみつつ、並行して学級会も進めよう。という提案で、いろいろなアナログゲームをしながらの学級会だった。実際、ときどきホワイトハウスの職員や大統領本人が部屋を覗のぞきに来るのだが、俺たちが熱心にゲームに興じている姿を見ると、少し会話を交わしただけで安心したように去っていくので、カムフラージュ効果はあったものだと思われる。


    　だが、確かにいつの間にかゲームそのものに白熱してしまったことは認めざるを得ない。


    　でも、高校生たちが修学旅行の夜にクラスメートと興じるボードゲームの魔力にによってまともな判断能力を失ってしまったとしても、それはしかたがないのだ。


    「だって、修学旅行の夜じゃもの」


    　手の中で二つのサイコロを弄もてあそびながら、プリシラは言う。


    「じゃが、うむ、学級会はちゃんと進めねばな。だかりん、情報収集のほうはどうじゃ？　結界装置のありそうな場所は見当がついたかや？」


    　プリシラに話を振られた仲村渠なかんだかりは、ベッドの端に腰かけながら首を振った。


    「エルフの人たちも結界があるってこと自体は知ってるみたいだけど、その要かなめとなる装置がどこにあるのかは本当に知らないみたい」


    「国を維持するための最高機密じゃからの。為い政せい者しやと国民の距離が極めて近いこのエルフィニアであっても、その部分は大統領以下数名しか知らぬことなのやもしれぬ」


    「浜から集落の間にある森のどこかってのはないか。俺たちが漂着した浜と集落を繋つなぐ一本道の他は深い森だ、何かを隠すならあの中が最適じゃないか」


    「ふむ、森の中のう……。ありそうといえばありそうじゃが……。しかしあの広い森の中を探索するとなると大変じゃの、探していること自体を悟られてもならぬわけじゃからな」


    「あたしは、そんなに遠くじゃないと思うんだよね。大事なものって、なんでもできるだけ眼の届くところに置いておきたいじゃない？　少なくとも大統領が異変を感じたらすぐ飛んでいけるようなところに」


    　と、仲村渠なかんだかりが言う。


    「ふむ……しかし、集落の中にそれらしいものがあれば、それはそれで目立つはずなんじゃが。そうじゃ、天てん堂どうよ。マジシャンっちゅーのは何かを隠したりするプロなんじゃろ。その立場から何かないかや」


    「そんなこと言われても。たとえばその魔術装置ってのはどれくらいの大きさなの？」


    「ピンキリじゃが、島一つを覆おおうくらいのものじゃから、相当に大きなものじゃと思うぞよ」


    「だとするなら、森の中にそんな人工物があればむしろ目立つわね。隠すってのにもいろいろパターンがあってね。大きく分けると物理的に隠すのと、心理的に隠すのとの二つ。あるいはその複合なんだけど」


    「ふむ。具体的に言うとどんな感じなんじゃ」


    「タネをバラすのはマジシャンの禁きん忌きだからあんまり具体的には言えないけど……。大きなものを隠すといえば、昔、デイビッド・カッパーフィールドっていう大マジシャンが……んん？」


    　天堂は言葉を途中で止めると、考える人のポーズを取るように、俯うつむいて黙った。


    「どうしたんじゃ。そのカッパは大きなものをどうやって隠したんじゃ」


    　プリシラの問いに答えず、代わりに天堂はその手の中から一枚のトランプを出現させた。


    「うおっ」


    　プリシラが思わず声を上げる。


    「どうやってっていうより、何を、ってとこで思い出したんだけど。当たり前にそこにあり、心理的な死角になる。異変がないか監視する側がわにとっても、近くにあるほうが安心できる」


    　天堂はショーの口上を述べるかのように、滔とう々とうとした語り口で言葉を並べる。


    　そして、手にしたトランプのカードを放り投げた。


    「相変わらず演出過多じゃのう」


    　プリシラが呟つぶやくとともに、カードがそこへと着地する。


    　モノポリーの盤の上、ニューヨークのマスに、ハートのクイーンが舞い降りる。


    　天堂以外の全員が顔を見合わせ、みな次々と窓辺へと取りついた。


    　全員の視線の先に、それがあった。


    　エルフィニアの集落、そのどこからでも見上げることができるその姿。


    　この島の守り神。


    　──自由の女神像。

  


  
    



    　　　七章　修学旅行生たちは再びにげだした！


    



    　コンコン、とノックの音が室内に響いた。このエルフィニアでもノックの習慣はあるらしい。そして同時に、それは俺たちを対等な相手として扱ってくれているという証あかしでもあった。


    「どうしたお前たち。誰も持ち場に姿が見当たらないようだが、全員で食あたりでも起こしたか」


    　ドア越しに、アメリア大統領の声が響いた。


    　だが、俺たちは誰も応こたえない。


    「おい、いないのか？」


    　再び、ドン、ドン、と先ほどより少しノックの音が強まった。


    　だが、やはり俺たちは何も応えない。


    「……入るぞ！」


    　大統領の声こわ音ねが堅く、そして鋭さを帯おびる。


    　数秒の沈黙ののち、ドアが勢いよく開かれた。


    「──っ」


    　大統領が息を呑のむ音が、しんとした室内に響いた。


    「これは……」


    　大統領は、ベッドの上に置かれたそれ──モノポリーのセット一式と、うまい棒サラミ味と、そして俺たちの置き手紙を見つけた。


    『ありがとう。そしてさようなら。大変お世話になりました。


    　ハンバーガー、ちょうおいしかったです。


    　エルフ蜜みつ、のどごし爽さわやかスッキリでした。


    　そして何より、この島の人々はとても親切な人たちばかりでした。


    　自分たちが帰るために、この島を覆おおう結界を破ってしまったのはお詫わびします。


    　でも、妾わらわたちはどうしても、自分たちの国へ帰りたかったのです。


    　この手紙を見たら、結界を戻してください。でも妾たちが島をちゃんと離れられるまで、ちょっぴりだけ時間をおいてくれると嬉しいです。


    　国に帰っても、この島のことは誰にも言いません。きっとお約束します。


    　でも、もしいつかエルフィニアが国交を開いてくれたら、妾はきっともう一度、妾の畑に、そしてエルフィニアのみんなに会いにきます。


    　妾の国に、エルフィニアからの使者が尋たずねてくることを、妾はずっと待っています。


    　沢さわ木きがいうには、日本というきゃつの国にはてりやきバーガーなる、ハンバーガーの新たなる可能性が存在するとのこと。妾は国に帰ってそれをこしらえて、それをおみやげにまたエルフィニアを訪ねたいと思っています。それを食べればきっと大統領にも、文化と文化の出会いのすばらしさがわかってもらえるのではないかと思います。妾わらわもまだ食べたことないけど。


    　さて、長くなりましたが、このあたりで筆を置きたいと思います。


    　挨あい拶さつと豚骨ラーメンの茹ゆで時間は短いほうがいい、といいますから。


    　お別れを直接言えないのは辛つらいけど、さようなら。


    　それは別れの言葉などではなく、もう一度逢あうまでの遠い約束。


    　これが妾たちの精一杯の、そしてＪＡＳＲ●Ｃ税を取られないギリギリのメッセージ。


    　グッバイ、グッドラック、シーユーアゲン。


    　親愛なるエルフィニアの人々に、愛と感謝を込めて。


    　プリンセス・プリシラ＆緑みどりヶが丘おか高等学校二年一組一同』


    　大統領はしばらく絶句したままその手紙を眺めていたが、やがて手紙を強く握にぎり締めると、意を決したように、扉の外へと駆けだしていった。


    「よし、では作戦開始じゃ！」


    「おう！」


    　俺とプリシラは、ベッドの下から這はい出すと、ダッシュで大統領のあとを追った。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　話は前日の学級会に遡さかのぼる。


    「なるほど……自由の女神像こそが結界装置というのはいいセンかもしれぬのう。神像をもって結界をなすための装置とするのはよくあることじゃ。しかもあれほど巨大なものであれば、この島一つを覆おおうに十分足るであろう」


    「まさかそんな意味があったとはな。単にアメリカ感を出すためのものかと思っていたけど」


    「冷静に考えれば、なんでわざわざアメリカ感を出す必要があるんじゃという話じゃがの」


    　確かにまあ、それはそうなのだが。


    「でも、仮にそうだったとしたらどうすんだよ。自由の女神像を爆破でもすんのかよ」


    　わずかに声を潜ひそめながら、藤ふじ崎さきが言った。


    「──脱出はする。じゃが、極力この島に迷惑をかけたくない。じゃんじゃん爆発、ばりばり銃撃戦のハリウッド映画のようなことはしとうない。それは妾たちの共通認識であろう。そもそも爆薬も銃も持ってはおらぬしのう」


    　プリシラは一同を見回した。みんなはそれぞれ、小さく頷うなずいた。


    「よって、結界装置そのものを壊してしまうことは避けたい。そもそも基本的には長期かつ常時の運用を想定したものであろうが、それでも何かしらオンオフができるような仕組みではあるはずじゃ」


    「っていうと？」


    「あの神像が結界を張るための装置であったとしても、どこかに要かなめとなるもの。例えば呪じゆ符ふが張ってあるとか、聖火が燃えておるとか、そういうものがあると思う。呪符であれば剥はがせばよいし、聖火であれば消せばよい。そして長年にわたって受け継つがれる装置である以上、オフってからの再起動も容易であるはず」


    「そういうもんか」


    　確かに、絶対に解けない結界というのも考えづらいし、何かの拍子に解けてしまったものを再び張り直せないというのも、システムとして脆もろくはある。


    「そしてあの像が結界装置であれば、かならずそのすぐ側そばにそれらしいものが……」


    「ってことは、あの像の側を探せばいいのか」


    「オゥ、ちょと待テクダサーイ」


    「なんじゃアメリカンボーイ」


    「そんな大切なモノなら、外でナク、中じゃないでしょうカ。拙せつ者しやは魔法ノことはアニメでしか知りませんガ、メインスイッチは装置と近ければ近いホウが──ソシテ、できれば人目に触れナイ場所のホウがいいでショウ。エルフィニアの人々でサエ場所を知らナイのならば」


    「像の中に鋳い込こまれているとでもいうのかや」


    　マイケルはチッチッチ、と舌打ちをしながら、口の前で人差し指を左右に動かした。そのジェスチャーにプリシラがイラっとしたのがわかったが、さすがにプリシラも黙ってマイケルの話の続きを聞いていた。


    「自由の女神像というのハ、中は空洞なんデスよ。観光客が中に入れるんデス」


    「あ、そうそう。私も中に入ったよ」


    　マイケルの言葉を、天てん堂どうも後押しする。


    「ほう、つまり女神像がダンジョンになっており、その奥に結界装置があると。それらしくなってきたのう」


    　もちろん、アメリカの自由の女神とエルフィニアの自由の女神が同じ構造になってるとも限らない。しかし、今まで出で揃そろった推理を付き合わせると、一番の候補になりそうなのは、自由の女神像だった。


    「じゃが仮にそうであったとして、いくら防犯意識の低いエルフィニアであったとしても、国の防衛の要には容易に立ち入れぬよう鍵かぎくらいかかっておるじゃろう」


    「なら、開けてもらえばいいんじゃない」


    　と、天堂がモノポリーのサイコロを二つ、監獄のマスに転がしながら言った。ぞろ目の六。


    「開けてもらえばって、どゆことじゃ？」


    「例えばね」


    　と、天堂はハンカチを取り出した。取り出したといってもさすがの手際で、宙からいきなりハンカチが出現したように見える。


    「プリシラ、ちょっと立ってみて」


    「う、うむ」


    　言われるがままに、プリシラはジャージ姿で直立する。


    「じゃ、ちょっと失礼」


    　と、天てん堂どうはハンカチをプリシラのポケットへと突つっ込んだ。


    「な、なんじゃ？」


    「いち、に、さん」


    　天堂はポケットの中に視線を向けたまま、数を数えてパチン、と指を鳴らす。


    「はい」


    　と天堂は言うが、ポケットの中からは何が起こった様子もない。プリシラも不思議そうに、ポケットに手を突っ込んでハンカチを取り出す。


    「これが鳩はとにでもなるのかと思うたんじゃが、何も起こっておらぬぞよ？　失敗したのかや？」


    　首を傾かしげるプリシラの前に、天堂はグーに握にぎった手を突き出した。そしてそれを、掌てのひらを上にしてぱっと開く。


    「ああっ！　妾わらわのおやつ！」


    　プリシラはその手の上から、ぱっとチロルチョコをひったくる。


    　そこで、天堂は全員を見回した。


    「これはマジックとも言えないほどのことだけど、今のはハンカチをポケットに入れるのが目的だったんじゃなくて、じつはポケットから中身を取り出すことが目的だったわけ。取り出すという実の動作であることを、しまうという虚の動作で覆おおい隠してしまう。みんな、ハンカチが入ったポケットのほうに注目してたでしょ？」


    　その場の全員が、顔を見合わせて頷うなずいた。


    「これは心理的誘導サイコロジカルミスデイレクシヨンってテクニック」


    「おお……なんか大声で叫んだら必殺技になりそうな響きじゃ」


    「サイコロジカル・ミスディレクション！」


    「うん、実際に叫ばれても別に……」


    　プリシラの言葉に天堂はイラっとしたように眉まゆを寄せたが、とにかく作戦を語りだした。


    「──そういうわけで、逃げたと見せかけるし、実際に姿を消す。でも、それがじつは潜入するためのもの。向こうはこっちが逃げたと思ってるから、急いで戸締まりを確認する」


    「なるほど、家に帰って『金目のものは全部いただいたぜ』って張り紙がしてあったら、まずは金庫の中身を確認しにいくもんな。この島では通報する警察もないわけだし、そもそも結界装置のことも他のエルフたちには秘密みたいだから、大統領はたぶん一人で確認しにいく」


    「それに、結界装置の場所も自由の女神像じゃとあたりをつけてはおるが、確定したわけではないからのう。ではそうやって大統領のあとを尾つければ場所もわかるというわけじゃな」


    「だが、だとするなら、その作戦に参加する人員は絞らねばならぬな。俺のようなクソ豚では、メタルギアソリッドのような真ま似ねはできん」


    　丸まる山やまは腕組みしながら言う。


    「いざというときは四つん這ばいになってブヒィと鳴いたら誤ご魔ま化かせぬかのう？　なんだ、豚か、って」


    「可能性はある。だが、大きな賭かけだな」


    　言って、ブヒィと丸山は鳴いた。


    「可能性はねーよ、やめろ。お前は人間だぞ！」


    「おお？　何か大ヒットアニメ作の台詞せりふみたいなことを。なんの台詞じゃっけ、両親が豚になるやつじゃっけ、それとも紅の……そういや昔の焼き豚って、フチが不自然に紅色のやつなかったかのう。あれ何だったんじゃろな」


    「正解はモノノケデース。それハ合法的に観まシタ」


    「私、王女のプリシラ！　こっちは人間関係の潤滑油（笑）の沢さわ木き」


    「いい加減にしろ」


    「わかったわかった。んでは話を戻せい」


    「そもそも脱出するにはあの浜まで行かなくちゃならないからな。だったら移動力に難のある丸山もそうだけど、自由の女神像潜入作戦に参加しないやつはあらかじめ浜に移動しておいたほうがいいんじゃないか」


    「そうだね。荷物もまとめて先に別働隊が運んでおいて、潜入班は結界を切ったらその足で浜にダッシュ、即脱出、って段取りがいいね」


    　俺の意見に、仲村渠なかんだかりも同意を示す。


    「荷物はそうじゃとして、お土産みやげもいるのう。ダブルチーズバーガーコンボのテイクアウトを頼んでおかねば」


    「テイクアウトなんつったら脱出作戦がバレるかもしれないだろ！」


    「むう……」


    「ハンバーガーはプリっちの国で作ればいいじゃん。それより、潜入班と先に脱出する班を分けとかないとね」


    　司会進行の仲村渠が、話の軌道をもとに修正する。


    「妾わらわはゆくよりなかろうな。王宮にて家庭教師に無理くり詰め込まれた初歩的なものとはいえ、魔術、結界についての知識を持っておるのは妾だけじゃからの」


    　と、プリシラが手を挙げる。


    「まあ、俺も修学旅行委員だし……」


    　みんなが忘れがちな役職を呟つぶやきながら、俺も手を挙げた。


    「えー、チェンジ。だかりんがいい」


    　プリシラは頬ほおを膨ふくらませる。むかつく。


    「プリっちに頼られるのは嬉しいけど、私はうまくみんなを浜に向かわせるほうがいいかもね。他のエルフの人たちに浜へ向かってるとこを見られたとき、私ならうまくごまかせると思うんだ。酒場で働いてるとき、だいたいの人と顔見知りになったからさ」


    「なるほどの、ではだかりんにはそちらを頼もうかの。ギャルのコミュ力が妾わらわたちを救う……。あとは……隠おん密みつ行動じゃから、あんまり人数を増やしてものう。あと一人くらいじゃの」


    　プリシラは部屋の隅にチラチラと視線を送る。


    「やはり冒険の経験豊富で、いざというときのバトル要員にもなる者が……」


    　プリシラは部屋の隅にチラチラと視線を送る。


    「それに、女神像から脱出して浜まで向かうとき、馬に乗れたらさらに時間短縮に……」


    　プリシラはずっと、部屋の隅にチラチラと視線を送り続ける。


    「わかってるわよ、行きゃあいいんでしょう！　あんたたちだけじゃ心配だから最初っから行こうと思ってたわよ！」


    　ハイファンタジー宝たから田だが一時的になかまになった！


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺とプリシラ、そして宝田は大統領を尾行し、今は女神像前の茂みの中に身を潜ひそめていた。


    　大統領の行き先が違っていれば臨りん機き応おう変へんな対応が必要となるところだったが、幸いにしてここまでは予想通りに進んでいたので、大統領に見つからないように気を払うだけでよかった。


    　大統領にしても、普段であれば俺たちの尾行に気づいたかもしれないが、彼女にとっては国を揺るがす緊きん急きゆう事じ態たいだ、その意識のほとんどが結界の安否を確かめることに向けられていたというのも、尾行が成功した要因だろう。


    　実際の──というより、アメリカの自由の女神像の入り口がどうなっているのかは知らないが、今俺たちの眼の前には、自由の女神の台座部分があり、そこに重々しい両開きの扉があった。


    　扉には大きな鍵かぎ穴あなが開いている。だが、大統領が何か鍵を持っている様子はない。


    　どうするのかと、俺たちが茂みの中からじっとその様子を窺うかがっていると、不意に、大統領がこちらを振り返った。


    「誰か……そこにいるのか？」


    　俺たちの気配を感じたのか、大統領の視線が茂み越しに俺たちへと突つき刺さる。


    「ま、まずいぞよ！」


    「最悪、大統領を倒していくにしても、あの鍵の開け方がわからないとまずいわね」


    「物騒なことを言うな！」


    「だけどそうなる可能性だって考慮しないといけないでしょう」


    　そんなことを、囁ささやくような最小限のボリュームで会話しながら、俺たちはヒヤヒヤしながら、ただ気配を殺すことしかできなかった。


    「誰か、いるのか」


    　大統領が一歩、こちらへと足を進めたそのとき。


    「にゃーん」


    「なんだ、こねこか」


    　茂みの向こうで、大統領があっさりと踵きびすを返した。こころなしか、ほんの一瞬だけ大統領の表情が緩ゆるんだようにも見えた。


    　どこからともなく聞こえた猫の鳴き声で、俺たちは九死に一生を得た。だが、こんなに都合よく子猫が……？　と思っていると、後ろから、四つん這ばいになっている俺の服の裾すそを引っ張るものがあった。


    「よかったですね～」


    　俺たちのさらに背後から、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみが四つん這いで現れた。


    「お、おぬしか。助かったぞよ」


    　今の「にゃーん」は、ただの「にゃーん」ではない。憑ひよう依い型女優ともいわれるほど役になりきる川かわ中なか島じま真ま弓ゆみが、その演技力のすべてを惜しみなく注ぎ込んだ「にゃーん」である。眼の前でその声が発される様子を見ていた俺たちでさえ、一瞬そこに可愛かわいらしい子猫の姿を幻視したほどだ。
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    　学級会のときにプリシラが提示した豚の鳴き真ま似ね作戦が、奇くしくもプレイヤーを変えて実現したことになる。


    「演技というより形態模写じゃが、それにしても大したもんじゃのう。江戸家子猫、現江戸家猫八師匠も真っ青じゃ」


    「てへへ、ありがとうございます～」


    　プリシラに褒ほめられて、川中島は照れたように頭を掻かく。


    「あ、えっと、伝言を言こと付づかってきました～。藤ふじ崎さき君が牧場からお馬さんを連れ出してきて、ちょっと先に繋つないでおくので、それを脱出に使ってくれと。宝たから田ださんはお馬さんに乗れますよね～」


    「お、あのへたれにしてはなかなかの仕事。わかったぞよ。ではおぬしは先に」


    　改めて、俺たちは茂みの向こうの大統領の様子を窺うかがう。


    「しかし、どうにも気になる……」


    　大統領は振り返って、鋭い視線をこちらに向けた。


    　ん、んっ、と川中島は数度喉のどを鳴らしてから叫んだ。いや、いなないた。


    「ヒヒーン」


    「……こうまか」


    　大統領は納得したように頷うなずくと、再び扉へと向き直った。


    　ただの「ヒヒーン」ではない。憑ひよう依い型女優ともいわれるほど役になりきる川中島真弓が、その演技力のすべてを惜しみなく注ぎ込んだ「ヒヒーン」である。眼の前でその声が発される様子を見ていた俺たちでさえ、一瞬そこに果てなき草原に幼い脚を走らせるサラブレッドの姿を幻視したほどだ。


    「確かに見事な鳴き声じゃったが、大統領チョロすぎぬか？」


    　とにかく、大統領は三度、扉へと向き直った。


    「……いや、どうにも気になる」


    　大統領は再び振り返った。


    「川中島さん、お願いします」


    　俺は指で軽く川中島の肩をつっついた。川中島は、右肩を持ち上げると、二の腕を自分の鼻にくっつけ、雄お叫たけびを上げた。


    「パオーン」


    　これもまたただの「パオーン」ではない。憑依型女優ともいわれるほど役になりきる川中島真弓が、その演技力と肺活量のすべてを惜しみなく注ぎ込んだ「パオーン」である。眼の前でその声が発される様子を見ていた俺たちでさえ、一瞬そこにアフリカの大自然と、夕陽に向かって雄お叫たけびを上げるアフリカ象の姿を幻視し、失われゆくアフリカの大自然を守るために募金しなければと決意したほどだ。


    「なんだ、この得体の知れない獣けものの鳴き声は!?」


    　大統領が咄とつ嗟さに、剣の柄に手をかけた。茂みの向こう側がわがにわかに殺気立つ。


    「調子に乗って失敗しましたぁ～。どうやらこの島には象さんはいないようですね～」


    　てへぺろと舌を出しながら、川かわ中なか島じまは長い鼻で、もとい右手で自分の頭をコツンと叩たたいた。


    「天然ユニットはこれだから使いどころが難しいんじゃ……」


    「言ってる場合か、どうするんだよ！」


    　不幸中の幸いと言うべきか、大統領は想像を超えた巨大な獣の気配を警戒しているらしく、すぐには茂みの中へと踏み込んでこない。


    「クックドゥドゥルドゥ～」


    「……にわとりだったか。いかんな、牧場から逃げ出したのか」


    　アメリカに寄せた鶏の鳴き声もまた言うまでもなく、天才女優川中島真ま弓ゆみが以下略。


    「いや、私は何をしているのだ、動物など今はどうでもいい！」


    　大統領はやっと緊きん急きゆう事じ態たいを思い出してくれたらしい。また扉へと向き直り、しかし握にぎった柄を離すことなく、腰から剣を抜き放った。


    「とか言いつつ象さんを倒す気なのではあるまいな……」


    　プリシラが呟つぶやくのと同時に、大統領は扉の鍵かぎ穴あなへと剣を差し入れた。


    　鍵穴からわずかに眩まばゆい光が漏もれ、その奥でごうん、と重々しい金属音が鳴った。


    「なるほど、あれの剣が鍵じゃったか。あれなら肌身離さず持っておっても不自然でないし、この島で大統領だけが帯剣しておった理由もわかるのう」


    　プリシラは納得したように独りごちた。


    　大統領は扉を押し開けると、中へと飛び込んでいった。


    「では、私はここで。先に浜辺で待ってますね～」


    「うむ、妾わらわたちはきっと結界を解除して戻るぞよ！」


    　四つん這ばいになったまま手を振る川中島と別れ、俺、プリシラ、そして宝たから田だの三人も、女神像の中へと突入していった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　女神像の中はがらんとした空洞になっていて、薄暗い。埃ほこりっぽい空気が鼻をついた。


    　扉から入った眼の前すぐに階段があり、カンカンと駆け上がる音が上方から聞こえてくる。大統領が上っていく音だ。


    　大統領自みずからのその途切れることのない足音が、これが正解のルートであるということと、特に注意すべき罠わななどがないことを知らせてくれる。


    「よし、俺たちも行こう！」


    　と俺が言ったときには既に、宝たから田だとプリシラは階段に足をかけていた。極力足音を立てないように──けれどなるべく全速力で、俺たちは螺ら旋せん階段を駆け上がっていく。


    　もうだいぶ高いところまで来たのではないか──というところで、開けた空間に出た。


    　俺たちが上ってきた螺旋階段はいったんここで途切れているようだが、すぐ眼の前に、さらに別の階段があり、大統領はそこを上っていったらしい。


    「よし、行こう！」


    　と俺が走り出そうとしたところで、手首を誰かに掴つかまれた。


    　ビクっとして足を止めるが、振り返ると、俺の手首を掴んだのは宝田だった。


    　今度は驚きとは別の意味で、ちょっとドキっとした。


    　だがそんな俺の心の動きは無視するように、宝田は無言で、俺たちがやってきたほうの階段へと視線をやった。


    　下から、カンカンと、自らの足音を隠そうともしない、遠慮のない足音が響いてくる。


    「まさか、追っ手──？」


    「可能性がなくもないのう。妾わらわたちの部屋を飛び出してから、大統領が誰かと連絡を取った様子はなかったし、結界のことは島の中でも最重要機密のようじゃからそれを知るエルフは少ないのであろうが、それでも誰かが異変を察知して上ってきたのやもしれぬ」


    　俺とプリシラ、そして宝田は、上ってきた階段から距離を取り、その足音の主へと警戒する。　やがて、無造作にその姿を現したのは──。


    「オウ、皆サン！　待ってイテくれたのデスカ？　結界とやらハ？」


    　一気に脱力が俺の全身を襲おそう。


    「お前、先に浜で待ってる手て筈はずだって説明しただろ……」


    「オウ、拙せつ者しや、日本語よくわかりまセーン」


    　マイケルはへらへら笑いながら、広間の奥へと歩いていく。


    　俺も溜ため息いきをひとつ吐ついて、その後を追おうとしたときだった。


    「沢さわ木き、王女はともかく、あんたには言っておくけど」


    　宝田が俺の腕を取って体を引き寄せ、俺の耳元で囁ささやく。それもちょっとドキドキする。


    「な、何がですか」


    「やっぱり気づいてなかったのね。鈍感」


    　宝田は溜息を吐く。


    「な、何がでしょうか！」


    　声が上うわ擦ずる俺を、宝田は不審げに見る。


    「あのマイケルってやつ、もともとクラスにいた頃から知ってる仲じゃなかったけど、この島での行動がどうにも不自然で怪しいと思ってたのよ」


    「なんだ……」


    　ジャパニーズ・トラディショナル・ラブコメディ的なやつではないのか。そりゃそうか。


    「何？　あんたも気づいてたの？」


    「いえ、全然。何のことでしょうか宝たから田ださん」


    「あいつ、どうも行動がおかしいのよ」


    「まあおかしくて怪しげなのは知ってるけど……。でもボウガンで警告されて以来、風呂を覗のぞこうとはしてなかったはずだよ。ていうかそれもどこまで本気だったか、アメリカンジョークなんじゃねーのかな」


    「風呂……？」


    　宝田さんの両目に、わずかに殺気が籠こもった。


    「あっ、違いますか。じゃあなんでもないです」


    　宝田はまた一つ大きな溜ため息いきを吐つくと、再び俺の体を引き寄せた。


    「あいつ、結界の話が出る前から、この島のあちこちを調べて歩き回ってたフシがあるのよ。持ち場の牧場を離れて、関係ないところをフラフラと。私もこの島のことを調べてたから、余計に目についたのよ」


    「宝田さんと同じく、ファンタジー世界のことを知りたかったのでは。ほら、あいつ日本のアニメ好きだし」


    「……かもしれない。でも──」


    「うおおっ！　これはもしや伝説の！」


    　宝田の言葉は、プリシラのはしゃいだような声に掻かき消されてしまった。


    「プリシラ、なんだよ、そんなに大声を出したら、上の大統領にも聞こえ──」


    「沢さわ木き、これを見よ！」


    　プリシラが掲げたものを眼にした途端、俺も、どころか宝田でさえも絶句した。


    「それは──」


    「あっ」


    　宝田が引ったくるようにしてプリシラから奪い取ったものは、掌てのひらサイズの長方形の物体。


    　薄うす闇やみの中で宝田が眼の前にかざしたそれを、俺も食い入るように見つめる。


    　俺も、実物をちゃんと見たことがあるわけじゃない。親戚の叔父さんの家の押し入れの中で、似たようなものを見かけたことがあるくらいだ。


    　でも、それがなんだかはわかる。


    　うっすらと埃ほこりにまみれたそれは、この世界にあるはずのないもの。


    「カセット……ファミコンのカセット……だよな？」


    　俺の言葉に、宝たから田だが静かに頷うなずいた。


    　しかもそれは、現在でもそのシリーズが発売されている国民的ＲＰＧのカセットだ。中世ヨーロッパ風の世界を舞台に、伝説の勇者が仲間たちと世界を冒険するという──。


    「これ、どこにあったんだ？　丸まる山やまの私物とかじゃないのか？」


    　そう、この世界にそれがあるとするなら、それが一番可能性が高いのだ。しかしこの埃ほこりをかぶった様子は、ゲームマニアでありコレクターでもある丸山の扱いようとも思えない。


    　果たしてプリシラは、俺の疑問に応こたえるように、この広間の端に転がっていた箱を指差した。


    　箱──その外観もまた、俺たちに馴な染じみのあるものだった。


    　ただし、その箱については実物を見たことは一度もない。


    　ただ、こういうものの中で見たことがあるのだ──と、俺はファミコンのカセットを横目で見た。それは『宝箱』としか言いようのない、ゲームの中によく出てくる意匠の箱だった。


    　薄暗くてよく見えないが、その中にはまだいろいろと、細こま々ごまとしたものが詰め込まれているようだった。


    「お宝デス！　いただきまショウ！」


    　マイケルは喜々とした表情で、箱の中に手を伸ばす。


    「バカ野郎！　それじゃ完全に泥棒だろ！」


    　俺は慌ててマイケルの肩を掴つかむ。やむを得ず結界は破るにしても、エルフィニアには極力迷惑をかけないこと、島を出るために最低限のことだけをする──それが、俺たちが事前に確認した共通認識だったはずだ。


    「バット、これヲ見てくだサイ……」


    　マイケルは俺に肩を掴まれたまま、箱の中へと視線を落とす。


    「それは──」


    　俺も宝箱に近づくと、上から中を覗のぞき込む。膝ひざ立だちになって顔を近づけると、細々としたいろいろなものの中で上のほうに積まれた、本のようなものの表紙に目がいった。やはりうっすらと埃に覆おおわれたそれは、本といっても、灰色がかった紙をホチキスで留めたような簡易なつくりの──その表紙に書かれていた文字を一つひとつ、俺は眼で追う。


    



    　修、学、旅、行、の、し、お──。


    



    「それは、遺産だよ」


    　突とつ如じよ響いた第三者の声に、心臓が止まる思いがした。俺たちは揃そろって、ゆっくりとそちらへ視線を向ける。


    　アメリア大統領が、そこに立っていた。俺たちの騒ぎを聞いて引き返してきたのか、あるいは結界装置の無事を確認しての帰路なのか。


    　その表情には怒りの色さえなく、かえってそれが恐ろしかった。


    「それは遺産──いや、正確には忘れ物というべきだろうな」


    　大統領の声が、がらんどうの空間に反響する。


    「……誰の、ですか」


    　──誰の？


    　問い返しながら、でもその答えはわかっているはずだ。


    　この世界のものではないものが、日本のものが、こちらの世界にあるとすれば──。


    「その持ち主は、ここではない別の世界。エルフィニアでもなければ、外とつ国くにでもない。完全に別の世界からやってきたと言っていた」


    「客人神まろうど──」


    　この世界に来てから何度も聞かされた言葉が、俺の口から滑り落ちていた。


    　誰より、俺たちがそう呼ばれてきたのだ。


    「そのような名ではなかったな。だが、なんといったか。もう随ずい分ぶんと昔のことだ」


    　客人神という呼び名がエルフィニアに伝わっていなかったのか、それとも。異世界より来たる彼らを、まだ客人神と呼ぶ習わしができていなかった頃の──ひょっとしたら、最初の客人神と、大統領は出会っていた？


    　あの、千年を生きた竜と同じように。


    「そう、お前たちのように、外ではなく、別の世界からやってきた少年だった」


    「俺たちのことを──」


    　大統領は、うっすらと笑みを浮かべた。


    「やはり、そうか。あいつとよく似た服装をしているからな。長きにわたってこの島を護まもり続けた結界を、お前たちが越えられた理由──それもおそらくは、お前たちが別の世界からやって来た者たち、この世界の理外にある越境者だからであろう」


    　俺たちの周りを、ゆっくりと半円を描くように歩きながら、大統領は語りはじめた。


    「だが、あの少年と私が出会った頃には、この島には結界もなかったのだ。それゆえ、交易交路と離れた絶海の孤島とはいえ、漂着者や冒険者の類が、たびたびこのエルフィニアを訪れていた。世界が魔王の脅きよう威いにさらされていた頃だったからこそ、世界の片隅を、秘境と呼ばれた地域を旅して回る命知らずも随分と多かった」


    「じゃあ、そもそもこの結界は魔王からエルフィニアを守るために張られたものなんですか？」


    　だったら、幾度の復活を繰くり返したらしいとはいえ、今現在この世界には魔王がいないことを伝えれば、この結界も解いてもらえるのでは──。


    　だが、俺の問いに、大統領は口の端はを歪ゆがめた。


    　その笑みは先ほどとは違い、哀しげで、そして皮肉げな微笑だった。


    「あの少年たちがエルフィニアを離れてからさほど時が経たたぬ頃、魔王は斃たおれたと聞いた。あの少年たちが魔王を打ち倒したのだと風の噂うわさに聞いたよ。もっともこの離れ小島のことだ、その話の真偽は確かめようもなかった。いや、むしろ信じられぬ気持ちのほうが強かったな。あいつは優しく、だがどうにも頼りなげな少年だったからな」


    　大統領は、まるで幼友達との思い出話を語るようだった。


    「ともあれ、世界を覆おおっていた魔王の邪悪な魔力が絶えたことは、このエルフィニアにもわかった。誰が倒したにせよ、魔王と呼ばれた存在が消え去ったことは確かなようだった。だが皮肉にも、エルフィニアの苦難はそこが始まりだったのだ」


    　大統領の声こわ音ねに含まれていた柔らかさが、消えた。


    　かつ、かつ、と、大統領の立てる乾いた靴音が、自由の女神像の中にこだまする。


    「魔王という世界を覆っていた重し蓋ぶたが取れたせいで、魔王の魔力によって凶暴化していた海の魔物に抗する術と勇気を持たぬ命知らずでなくとも、航海が可能になった時代がやってきた。そして同時に、魔王という世界共通の敵を、共通の栄光を失った人々は、その剣の矛ほこ先を探していた」


    　大統領の言葉を聞いたとき、プリシラの表情が曇った。


    「我々エルフは魔物たちよりずっと人に近い。魔王がいた頃は、人と協力して魔物たちと戦ったこともある。あの少年たちにそうしたように、エルフの培った叡えい智ちを授さずけたこともある。だが──我々エルフは人の知らぬ魔術を知り、長命で、姿形もわずかに人とは異なる。ならば、どうなる──どうなった」


    　大統領は自分の尖とがった耳を、そっと撫なでた。


    「外とつ国くにの王女よ。これ以上、言わねばならぬか？」


    　プリシラは、何も答えない。ただ拳こぶしを強く握にぎり締めている。


    「──あの光景を、私は今でも忘れない。お前たちが漂着したあの浜から見える水平線を、人の国の旗をはためかせた幾いく艘そうもの軍船が埋め尽くしていたあの日の光景を、けして。そして新天地開拓という名の侵略が始まろうとしていたあの日、エルフィニアは世界から鎖とざされた国となった。我々が選んだのか？　それとも、世界が我々に選ばせたのか？」


    　そして千年近い歴史の中で、エルフィニアの記憶は薄れ、やがて幻になっていったのか。


    　誰もエルフィニアに辿たどり着けなくなり、エルフィニアに渡ったことのある者たちは老いて死んでゆく。さらには、ある意味で外の世界にとっては恥の歴史でもある。やがては、それを語り継つぐ者もいなくなったのだろう。


    　大統領は、プリシラに顔を向けた。


    「お前の祖先はエルフィニアとの約束を守ったらしい。あの日、エルフィニアを囲んだ軍船の中に、お前の祖が作った国の旗はなかった」


    「妾わらわのことも──」


    　プリシラははっとした様子で顔を上げる。


    「やはりそうか。あの少年とともに旅をしていた男と女に、よく似ていたからな。外とつ国くにの王女と聞いてもしやとは思ったが、運命とは数奇なものだ」


    　大統領がプリシラに向けた視線には、どこか優しげなものが込められていた。


    「私はかつて、お前の祖先に会ったことがある。若い男と若い女、それからさらに年若い──ちょうど今のお前たちと同じ年の頃の少年。それに、竜の化身だという若い娘もいたな」


    「テトラさんだ──」


    　俺はとある山間の村で出会った、あの千年竜のことを思い出していた。


    「それから、常に小刻きざみに震ふるえているよくわからぬやつもいたな。世界を救う旅の途中だと、そんなことを言っていた」


    「常に震えて……もう西野カナさんをそうやっていじるのも一周した感があるが……はっ、それは西野さんではなく、もしや伝説に名を残す国祖様ととも魔王を打ち倒した自称聖戦士様じゃな！」


    「そういやそんなやつ、紙芝居で見たな。つーか震えてるとこで気づいたのかよ」


    　この世界にやって来て間もない頃、俺たちはこの世界の記録に残る最初の客人神まろうどとプリシラのご先祖様──魔王を倒した勇者パーティの伝説を紙芝居で見たのだ。エルフィニアが結界のうちに鎖とざされる千年前に、大統領はその勇者パーティと出会っていたらしい。


    「短い間だったが、彼らと私は確かに友になれたと信じている。そして、わずか数日の交わりだったが、私はお前たちのことも好きだよ。だが、私はこの国を護まもらねばならぬ。外の世界から、このエルフィニアを護らねばならぬのだ」


    　薄うす闇やみの中、大統領の手の先に、銀色の光が現れる。


    「逃げたふりをして結界装置の場所を探さぐるというお前たちの策に、私はまんまと引っかかってしまったわけだな。まったく、純じゆん朴ぼくななエルフを騙だます人間の性質たちというのは変わらぬらしい」


    　大統領は言葉の端に痛烈な皮肉を込めた。だが、すぐにその顔が、泣き顔のように悲痛なものを帯おびる。


    「それでも私はお前たちが好きだよ。お前たちが耕した畑を見て、私はそう思った。あれは不器用な者が、地道に拓ひらいた畑だ」


    　俺は思わず自分の掌てのひらを見た。この島にやってきてからつくられた、手のマメを。


    「だから頼む、諦あきらめてくれ。今なら、まだ何も起こっていない。今引き返せば、また安らかな日々に還かえれる。永遠の楽土、エルフィニアの日々へ──」


    　それはいったい何年ぶりに人へと向けられたものなのだろうか。白銀の剣を握にぎって、大統領は懇こん願がんするように言う。


    　その強い視線から、俺もプリシラも思わず眼を逸そらしてしまったとき。


    「私の安らかな日々は、ここにはない」


    　強い口調で言って、俺たちと大統領の間に立った影があった。


    　宝たから田だが俺たちを護まもるように、前に歩み出た。


    「さっさと行きなさい。ここは私の場面よ」


    　がらん、と音を立て、宝田の剣が床に転がった。その手に鞘さやを握にぎり、その先を大統領へと向ける。その丸い鞘の先を、大統領は哀しげに見つめている。


    「オゥ……アニメではよく見るケド、現実ニハまずお目にかかれなイ台詞せりふを聞けるトハ……」


    　感動に打ち震ふるえるマイケルの声を背に受けながら、ハイファンタジー宝田は敢かん然ぜんと言い放った。


    「この異世界でのバトル展開、シリアス展開は、全部私がいただくわ。あんたたちはぬるま湯に首まで浸かったお気楽道中をやってなさい」


    「宝田──」


    「行くぞよ！　宝田の死を無駄にしてはいかん！」


    「誰が死ぬか！」


    　背中越しにプリシラに突つっこむと、


    「私は日本に還かえって、追いかけてるシリーズ小説の新刊が読みたい、ただそれだけよ」


    　自分に言い聞かせるように、宝田は強く言った。


    　その言葉を聞き終えるのと同時に、俺たちは階段を駆け上がった。


    　が、二、三歩のところでプリシラは振り返って叫んだ。


    「いつか、宝田もいっしょに風呂に入ろうぞ！　ともにぬるま湯に首まで浸かろうぞ！」


    　宝田は答えず、しかしその返答のように、剣と鞘の打ち合わされる音が鋭く響き渡った。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺たちはさらに上へ上へと走っていった。そして、最上階と思われる空間まで辿たどり着いた。


    　そこに待っていたのは──。


    　地面に大きなレバーが突き立っていて、壁に『ＯＮ─ＯＦＦ』と書いてある。そのレバーは現在『ＯＮ』の位置に据えられている。レバーそのものにも、レバーを動かす隙間にも、物もの凄すごい量の埃ほこりが積もっていて、この装置が長い間誰の手にも触れられていなかったことが察せられた。


    「……なんかもっとこう、宝玉が置いてあるとか、虹色の炎が燃えさかってるとか、それっぽいのを想像してたんだが」


    「そんな宝田みたいな落胆をしておる場合か！」


    「それもそうだな！」


    　俺とプリシラは飛びつくようにそのレバーを握り、体重を預けて全力で引いた。


    　レバーはゆっくりと、しかし確かに『ＯＦＦ』の位置まで動かすことができた。


    　が、何も起きた様子はない。


    「ダメ……なのか？」


    「いや、成功じゃ！」


    　プリシラが俺の眼の前に、『かたわれの宝ほう珠じゆ』を突つきつける。そこには、ほんのりと青白い光が宿っていた。


    　つまりそれは、この島を覆おおっていた結界が破られた証あかしだ。


    　俺とプリシラは、思わずハイタッチを交わした。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　階下に戻ると、既に剣けん戟げきの音は止やみ、勝者がただ静かに立っていた。


    　宝たから田だが肩で息をしながら、しかし無事な様子だ。


    　その視線の先に──アメリア大統領が、ぐったりとした様子で倒れていた。


    「気を失ってるだけよ」


    　俺たちに背を向けたまま、宝田が言った。


    「そ、それはよかったぞよ」


    　ほんの一瞬、最悪の結果を予想していたらしいプリシラは、胸を撫なで下ろした。


    「あんなに凜り々りしい人だったのに、とても弱くって、こっちが手加減する余裕まであったわ。剣術なんて必要もないくらい、それだけこの国が平和で──そして、国を脅おびやかそうとする相手を本気で斬れないくらい、この人が優しかったということでしょうね」


    　宝田は俺たちに表情を見せまいとするかのように、背を向けたまま大統領へと歩を進める。


    　そして気絶した大統領の両手を、後ろ手に縛り上げた。


    「これで、すぐに結界が元に戻されることはないわ。あとは先を──いえ、帰り路を急ぎましょう」


    「う、うむ……そうじゃの。そういえばあやつは？」


    「行きまショウ！」


    「うわっ！」


    　今までどこにいたのか、急にマイケルが俺とプリシラの間から顔を出した。


    「ジャスティスは急ゲ、あとは一気にとんずらデース！」


    　言うが早いか、マイケルは俺たちをおいて階段を駆け下りていった。


    　その背中へ宝田は不審げなものを見る視線を注いでいたが、


    「とにかく、行きましょう」


    　言って、自分もまた階段を駆け下りていった。


    　俺とプリシラも階段へと足を伸ばしたが、二人同時に足を止めて振り返った。


    「お世話になりました」


    「お世話になりましたぞよ。後ろ足でぶっかけた砂のお詫わびは、いつかきっと……」


    　床に横たわる大統領へ頭を深々と下げると、俺たちは階段を駆け下りていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　全員の呼吸が一つになったかのように、オールは調子よく水をかいてゆき、ボートはぐんぐんとエルフィニアの大地を離れていく。


    　プリシラは手の中の宝ほう珠じゆをじっと見つめているが、その光が弱まる様子はない。むしろ、ほんのわずかではあるが、光が強くなっているような感じさえする。


    　今度こそ、さようならエルフィニアだ。


    「こうなってみると、やはり名残なごり惜しいのう……。いい島じゃった、いい国じゃった、すばらしい人々じゃった、すばらしくジューシーなダブルチーズベーコンバーガーじゃった……」


    「ああ。いつでも自由に出入りできる国でさえあったら、また来たいよな」


    「妾わらわもいつか、エルフィニアに負けぬくらいの国を作らねばのう。あの大統領に負けぬくらい、国と民たみを愛する為い政せい者しやにならねばのう」


    　プリシラはオールを漕こぎながら、感慨深げにエルフィニアの大地を見やる。


    「ところで、なんぞおやつでも食べたいとこじゃの」


    　プリシラはジャージの上から自分のお腹なかを撫なでた。


    「お前、切り替え早いな……」


    「生きておればお腹は空すくもんじゃ。あんだけ階段を上り下りしたんじゃしな。川かわ中なか島じまよ、なんぞ鞄かばんから出してくれぬか」


    「は～い」


    　手の空いている川中島は、ボートの上でバッグを引き寄せる。


    「んしょ、よいしょ、ずいぶん重いですね～」


    「重い？　もともとこの島に持ってきたバッグじゃろ、そんなに大荷物ではなかったはずじゃが。なんぞエルフィニアから持ってきたのかや？　まさか、テイクアウトのバーガー……」


    　プリシラの眼が希望に輝く。


    「そもそも、こんなバッグ、誰かの荷物にあっただろうか」


    　丸まる山やまも不思議そうにバッグを見やる。


    「開けてみますねー」


    　と、川中島がバッグの留め具を外したとき。


    「ぷはぁ！　くるしかった！」


    　ぴょこん、と勢いよく中から飛び出してきたのは、エルフの少女、マイアだった。


    　全員のオールを漕ぐ手が、ぴたりと止まった。


    「────な、な、何しとるんじゃ……」


    　数秒の沈黙のあと、プリシラはそう言うのがやっとだった。


    「そとのくににいくんでしょ。あたしもいきたい！　いきたいから、あさいちでここにきてかくれてたの！」


    「いや、行きたいって、おぬし……」


    　マイアは一切悪意のない表情のまま、誰かを捜すように船上を見回した。


    　宝たから田だに視線を止めると、笑顔で言う。


    「おねえちゃんにおはなしいっぱいきいて、そとのくにってまじすごいな、あたしもいきたいなっておもったの！」


    　人ひと懐なつこい笑顔を向けられた宝田は、対照的に、悲痛な表情だ。


    　そしてその表情が、船上の全員にまたたく間に伝でん播ぱする。


    「……おねえちゃん、どうしたの？」


    「マイアよ、ここに来ること、誰かに伝えてあるのかや？」


    「ないしょにきまってるよ。ぼうけんだもん！」


    　プリシラも真剣な表情で、今や小さくなってしまったエルフィニアの大地と、無邪気な表情を浮かべるマイアと、そして手の中で光る宝ほう珠じゆを交互に見る。


    「今一度結界が張られてしまえば、妾わらわたちは二度とエルフィニアに戻ることは叶かなわぬやもしれぬ……」


    「ねえ、どうしたの、こがないの？　そとのせかい、いかないの？」


    　みんなのあまりの真剣な様子に、マイアも何か異変は感じているのだろう。


    　だが、マイアにそれを説明している余裕はなかった。


    　俺たちが、今決めねばならなかった。


    　誰かが、それを言わなければならなかった。


    　ほんの一瞬の時が過ぎていたら、他の誰かが言っただろう。


    　たまたま一瞬早く、俺がその言葉を口にしただけだ。


    「戻ろう。エルフィニアに」


    　全員がオールを持つ手に力を込め、船がゆっくりと舳へ先さきを旋回させてゆく。


    



    　こうして二度目のエルフィニア脱出作戦も、失敗に終わった。

  


  
    



    　　　八章　まぼろしの島


    



    　大統領執務室の中で、俺たちは一列に並んでいた。この島にやってきたときのように。


    　ただし俺たちの前に立つ大統領の表情は、あのときとはまったく違う。


    「ねー、なんでもどったの？　せっかくそとのせかいが見られるとおもったのにな！」


    　無邪気に声を上げるマイアを抱き上げると、大統領はその尻に掌てのひらを叩たたきつけた。


    「いたい！」


    　何度か、ばちん、ばちん、と尻を叩いて、大統領はマイアをそっと降ろした。


    「うー、いたい」


    　マイアは目の端に涙を薄く浮かべながら、大統領と俺たちを不思議そうに見上げる。


    「この子を連れ戻してもらって感謝する──と言うのも妙な話だな。なぜ、戻った」


    　大統領の厳しい視線を受け止めながら、俺は言う。


    「故郷に帰りたがってる俺たちが、子供を故郷から引き離したら、本ほん末まつ転てん倒とうじゃないですか」


    　俺の答えを聞くと、大統領は深く息を吐いた。


    「一度目はしかたあるまい。エルフィニアの地を離れたことのない我らとて、郷愁の念絶ちがたきは想像がつく。だが、日を開けず二度目──。それも、エルフィニアを外界より守る結界を破り、エルフィニア全土を世界にさらす危機に陥おとしいれたこと。これは庇かばいようのない重罪だ」


    　大統領は一列になった俺たちの前を横切るように歩きながら、一人ひとりの顔を覗のぞき込んでゆく。それが、プリシラの前に差し掛かったときだった。


    「開国シテクダサーイ」


    「……？」


    　突然カタコトの言葉でそんなことを言いはじめたプリシラを、大統領はじめ、全員が不審げに見る。


    「開国シテ、クーダサーイ」


    「おいプリシラ、何言ってんだ」


    「開国を求める正式な台詞せりふはこうではないのか？」


    「それは開国コントに出てくるペリーであって、実際にそうだったわけじゃない。つーか何を言ってんだ」


    　プリシラは一歩、大統領の前に歩み出た。アメリア大統領とは身長差があるので、随ずい分ぶんとプリシラが見上げる形になる。だがそれでも、プリシラは堂々と大統領を見上げた。


    「万一、第二次作戦が失敗に終わったなら、決めておったんじゃ。第三次作戦では、このエルフィニアに開国を求めると」


    「開国だと」


    　感情の籠こもっていないような声で、大統領は応じた。


    「うむ。外とつ国くにの王女、次期女王プリシラとして正式に、エルフィニアとの国交を求めるぞよ」


    　つまりプリシラは、エルフィニアの鎖国の掟おきてそれ自体を変えてしまおうというのだった。


    「妾わらわたちがこの島を出られぬのは鎖国の掟ゆえ。ならば、掟がなくなれば大手を振って外へと出られる、というわけじゃ」


    　確かにそれは、根本的な解決方法だった。ゲームに勝てないならルールを作り替えてしまおうという、強引だが、しかし最もつともシンプルで効果的な方法だ。


    「じゃがの、大統領。もちろんこの島を出たいというのも本心じゃが、開国を求める理由はそれだけではない。聞いてくれぬか」


    「──聞くだけならな」


    　大統領の表情は、あくまで硬い。プリシラは背筋を伸ばし直すと、大統領の鉄壁のような顔に向かって自分の言葉を叩たたきつける。


    「妾は、この国に来てはじめてハンバーガーなるものを食うた。エルフ蜜みつ──沢さわ木きたちはコーラと呼んでいたがの、あれも最初は腐った砂糖水かと思うたが、今では大好きになった。この国の建築様式も、カウボーイハットのような服飾文化も、どれもクールでイカすと思うておる。それを是ぜ非ひ、我が国にも紹介したいのじゃ。こんないいものが世界に知られておらぬのはもったいない！　妾はエルフィニアの文化を世界に知らせたいのじゃ！」


    　それらの称賛の言葉は何も演技というわけではなく、プリシラの本音であったろう。


    　だが、大統領の視線はあくまで厳しい。


    「我々の孤立は、我々自身が選んだこと。我々の文化を知ってほしいなどとは我らが望みもせぬこと。それを世界に知らせたいというのはお前の傲ごう慢まんではないか」


    　大統領は冷静に、プリシラの言葉を斬って捨てた。それもまた、正論ではあった。


    　だが、プリシラは大統領の顔をまっすぐに見返している。


    「本当に、選んだのかや」


    　言って、部屋の隅で成り行きを見ているマイアへと視線をやった。


    「──女神像の中で、エルフィニアが鎖国へ至った歴史は伝えたはずだ。それでもなお、お前はそのようなことを言うのか」


    　大統領の言葉に、明らかな怒りが籠っていた。それはひょっとしたら、俺たちが初めて直面する、大統領の怒りだった。


    　だが、プリシラは退ひかない。


    「マイアは妾たちがこの島に来るまで、このエルフィニアの外に世界があることなど知らなんだそうじゃ。マイアのような幼おさな子ごだけではない。この島で暮らしてゆく中でいくらか話してみてわかったが、エルフの大人たちでも漠然としか知らぬ者がほとんどじゃ。外の世界があると知っておるのは大統領閣下、あなたを含めてほんの一部のエルフではないのかや」


    　大統領は、それを否定も肯定もしなかった。だが、おそらくはプリシラの指摘通りだったのだろう。わずかな動揺を示すように、その視線が揺れた。


    　プリシラは、胸を張って堂々と言葉を続ける。それもまた、ひょっとするとこの異世界に来てから俺たちが初めて見た、一国の次期女王・プリシラとしての姿だったかもしれない。


    「世界があることを知ってなお自みずからの意思で目を塞ふさぎ、壁を作る。それならばよかろう。世界なるものが善意のみならず、悪意に満ちておることもまた事実。そのことは、妾わらわよりも大統領閣下のほうがよく知っておるのじゃろう。じゃがな、壁の外にも世界が広がっていることを知らせぬまま、壁の内それのみが世界のすべてじゃと思い込ませるのはどうなんじゃ。子供たちを、民たみを、弱く無知で守るべきものと断ずること、それもまた為い政せい者しやの傲ごう慢まんではないのかや」


    「お前に何がわかる。エルフたちの、我らの歴史の何を知る！」


    　いつの間にか、つとめて冷静を装っていた大統領の言葉に、熱い感情が確かに籠こもっていた。


    「知らぬ。妾はエルフィニアが孤立を選んだ千年前の世界を知らぬ。かつてエルフたちがどのような酷ひどい目に遭い、世界に対して壁を作るようになったのかは知らぬ。たとえ知識として学んだとて、その身に刻きざまれた痛みに追いつくことはないじゃろう。じゃが、その千年の間に世界がどう変わったかも、壁の内にあったエルフィニアにはわからぬことじゃろう」


    　プリシラはそこで、俺たちのほうへ顔を向けた。


    「妾は城を飛び出て、徒歩行軍で死にかけた。街と街の距離感さえ、我が身の歩幅さえ、妾は知りもせなんだのじゃ。そんな妾わらわにとって、世界は危険と驚きに満ち溢あふれておった」
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    　大統領がそうしたように、プリシラは一歩一歩、俺たちの前を通り過ぎていく。


    「街の香りを知った。飯の美う味まさを知った。海の広さを知った。このエルフィニアではバーガーを知り、カウボーイハットを知り、土の硬さと鍬くわの重さ、そして温泉の素晴らしさを知った」


    　プリシラは大統領の前で足を止め、その怒りに対抗するように、笑顔を向けた。


    「世界は意外と、悪意ばかりに満ちておるわけでもない。そう、妾は無邪気にも信じておる」


    「だが──」


    　大統領の反はん駁ばくを遮さえぎったのは、子供の、しかし強い言葉だった。


    「あたし、せかいのこと、知りたいもん！　もっともっと知りたいもん！」


    　マイアの純粋な瞳が、大統領を見上げていた。


    「バーガーよりおいしい食べ物のこと、エルフ蜜みつよりおいしい飲み物のこと、牛よりおっきい動物のこと、おもしろいおはなし、きれいな服、楽しいおんがく、せかいじゅうのいろんなひとたち！　──あたしはせかいのこと、もっと知りたいもん！」


    　マイアの隣に立ち、その頭を抱いて、プリシラは言う。


    「大統領閣下。知らなければ、それで幸せだったのやもしれぬ。じゃがこの子は、マイアはもう知ってしもうた。鎖とざされた島の外に、見知らぬ世界が広がっておることを知ってしもうた。ならば、止まらぬよ。止まれぬよ。そのよし悪しにかかわらず、人は知ってしまったものを目指すものじゃ」


    「だが、この島には掟おきてがある。私はそれを変えるつもりはない」


    　大統領は、あくまでも頑かたくなだった。それもまた国を護まもろうとする、一人の統治者の姿だった。


    「それでも、妾たちは諦あきらめぬ」


    　プリシラの声は強い。


    　俺たちも、いまだ誰一人として、このエルフィニアを出ることを諦めていなかった。


    「アメリア大統領があくまで鎖国の掟を変えぬというのならば、いずれ妾が大統領になって、この国の掟を変えるぞよ。この国の大統領は入れ札で決めるそうじゃが、次の選挙はいつなんじゃ」


    　まっすぐ、刺すように強い視線で、プリシラは大統領を見る。


    　大統領はそれに応こたえず、室内に視線を彷徨さまよわせた。俺たち、マイア、そして部屋の隅にある島の模型に目を留め、そして再びマイアへと視線をやった。やがて大統領は俺たちのほうを向き、しかし誰にも眼を合わさずに、大統領は冷たい声こわ音ねで言う。


    「そんな機会があると思うてか。国禁を二度も犯した上で、まだエルフィニアの民たみとして暮らせると思うたか」


    　その声の鋭さ冷たさに、俺たちは圧おされる。プリシラも、思わず後あと退ずさる。


    「一度目は罪に問わぬ。だが二度目となれば、重罪を覚悟してもらうよりない。鞭むち打うちや禁きん錮こではすませられん。このような罰は、エルフィニアの歴史が始まって以来初めてのことだ」


    　俺たちに背を向け、大統領は窓の外へと顔を向けた。


    　室内の張り詰めた空気とは無縁の柔らかな陽射しが室内に降り注いでいた。


    　大統領は、言った。


    「判決を言い渡す。漂着者九名は全員国外追放だ！」


    　一瞬、満座が静まりかえり、やがてその理解の波が、全員の顔色を覆おおってゆく。


    「お前たちのような問題児は置いてはおけぬ。永遠の楽土エルフィニアを離れ、どこへなりとも行くがよい」


    　呆あきれたような──そして慈じ愛あいに満ちた声で大統領は言う。


    「いいなー」


    　事態を理解しているのかいないのか、マイアのそんな声が執務室に小さく響いた。
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    　俺たちは、浜辺で出航の準備をしていた。


    　今度こそ、大手を振ってエルフィニアを出られるのだ。


    　大統領公認の出国なので、お土産みやげを十分持って出られるし、みんなお世話になった人たちに別れの挨あい拶さつをすませることもできた。特に酒場では仲村渠なかんだかりのファンが大勢、涙を流していたという。


    　川かわ中なか島じまは、主婦らしきエルフの女性たちに囲まれていた。まるで上京していく親戚の娘に世話を焼くように、衣服やら飾り布やら焼き菓子やらを手渡している。


    　丸まる山やまは今後作るはずだったアナログゲームの設計図とマニュアルを、大柄な男性エルフに託していた。この島に大いなる遊びをもたらした男として今後も語り継つがれるのだろう。


    　宝たから田だは俺たちと少し距離をおいて、クールにエルフィニアの風景を心に刻きざんでいる様子だった。出しゆつ立たつ前に食堂でひそかにベーコントリプルチーズバーガーにかぶりついてエルフ蜜みつをガブ飲みしていたことは、俺の心の中にしまっておこうと思う。


    「アニータ、ジュディ、アイリーン……ううっ」


    　藤ふじ崎さきも、何やら女性たちの名前を呟つぶやきながら、目に涙を浮かべている。


    「藤崎よ、きさま余計な火種をエルフィニアに残していくでないぞ」


    「バカ野郎、みんな牛だよ！」


    「おお、ビーフかや」


    「乳牛だ！　俺がピカピカに磨いてやったんだ……」


    「世界ウルルン滞在記のエンディングみたいな感じじゃのう」


    「お、久々にテレビ番組のたとえを出したな。しかもけっこう前の」


    　なんてリラックスした会話を交わしていると、浜辺に並んだエルフたちの中に、大統領の姿があった。その姿を認めると、プリシラは大統領へと近づいてゆく。


    「のう、大統領。それでもやっぱり、開国はしてはくれぬのか……？　還かえれるのはありがたいんじゃが、できれば、できれば妾わらわはまた、このエルフィニアを訪れたいんじゃ」


    　プリシラは大統領の傍かたわらで、再びそう切り出した。大統領はその問いに答えず、しばらく海の彼方かなたを見つめていたが、やがて、ゆっくりと口を開いた。


    「かつて、私がまだエルフィニアの大統領でなく、ただの一人のアメリアという娘であった頃。まだ背も低く、身長百五十六センチで体重三十八キロのＥカップであった頃、私は、外の世界へと誘われたことがある」


    「あったんじゃ……男子中高生の夢、まぼろしの女体は本当にあったんじゃ！」


    　プリシラは万感の思いを込めて興奮気味に叫んだ。


    「ラピュタみたいに言うな。……あの、大統領、島の外に誘われたって、それは──」


    　俺は、とりあえずまぼろしの女体の件はスルーして、そのことを訊きいた。


    　外の世界へと誘う者──それは、外の世界を知る者だけだ。つまり──。


    「つまり、妾のご先祖様と、記録に残る最初の客人神まろうどの一行じゃな」


    　大統領が答える前にプリシラが言い、海の彼方を見つめながら大統領は頷うなずいた。優しい波音が寄せては返し、俺たちの耳元を通り過ぎていった。


    「かの勇者を自称する少年も、そして私も今のお前たちほどの年齢だった。彼らは私を外の世界へと誘った。ともに魔王を倒す旅に加わらないかと。彼らの誘いに私の心は揺れた。だが、結局私はエルフィニアに留まることを選んだ。世界を救う旅の途中──ということは、外の世界は誰かに救ってもらわねばならぬほど混迷の中にあるということ。エルフィニアでの代わり栄えしない、しかし安らかな暮らしを捨て、嵐の中に進み出ることを私は選ばなかった。冒険ではなく、安定を選んだ。私は、自分のその選択が間違っていたとは思わない」


    　大統領は自分に言い聞かせるように言うと、わずかに眼を伏せた。


    「外の世界の、さらにその外から来た者たちよ。開国についてお前たちはどう思う？」


    「俺たち──ですか」


    　急に問われて、俺は言葉に詰まった。


    　それでも、俺は、異世界から来た人間なりに、なんとか自分の中から言葉を引っ張りだした。


    「えっと、俺たちの世界でも、自分の世界を広げようとする人たちは大勢いました。プリシラのように世界の外側の国と交流を求めた人たちもいれば、話し合いを通り越していきなり戦争と侵略を始めたなんて例もたくさんあります。どっちかっていうと、戦争が先だったケースのほうがずっと多いかもしれません」


    　たとえば坂さか上がみなら、もっといろんな具体例を挙げられただろう。綾あやちゃんなら、もっと核心を突つくようなことを言えたのだろう。でも俺は俺なりに、自分の言葉で、世界が混ざり合うことについてこの人に話さなければならないのだと思った。


    「大航海時代とか、西部開拓時代とか、そういう時代にはロマンがあるっていうし、確かにそんな冒険に憧れることもありました。でも、その大きな流れの中で傷ついた人たちや、踏みにじられてきたものはたくさんあって──いいこと悪いこと両方ありながら、俺たちの世界はゆっくりと混ざっていったんです。一度混ざりはじめたものは、もうもとには戻らない。もちろん今でも完全に均一化したわけじゃないけど、世界のどこでもハンバーガーが食べられるような世界にはなりました」


    「──君は、それが正しいと思うか。その過程で流された血が報むくわれたとでも思うのか」


    「正しいのかどうかは、俺にはよくわかりません。昔のことも、実感がないってのが本当のところです。でも逆に言えば、俺たちは昔自分の国を焼け野原にした国の人たちとも、それなりにうまくやってます。むこうもこっちのアニメとか観てるし」


    　ただ合法な手段で観ろよ、という思いを込めて、俺はマイケルを見る。


    「それに俺は、牛丼とカレーとハンバーガーとラーメンと、その中から好きなものを選べる自分の国が、大好きです。その上で、日本らしいものって何、と外国の人に尋たずねられたときに、幾いくつもその答えを並べることのできる自分の国が」


    　俺がそう答えると、後ろからマイケルが顔を出した。


    「イエス。漫画、エロ漫画。アニメ、エロアニメ。忍者、エロくノ一。人妻。日本トイウ島国で花開いた独自の文化ヲ、アメリカ人である拙せつ者しやも愛シテいまス」


    「人妻は別に日本特有の文化ではないじゃろ。真ま面じ目めな話をしておるからあっちに行っておれ」


    　プリシラはマイケルの尻に回し蹴げりを食らわせて、追い払った。


    「私は、これまでの自分の選択が間違っていたとは思わない」


    　大統領は、先ほどと同じような言葉を繰くり返した。繰り返した後に、こう付け加えた。


    「──だが、後悔はある」


    　大統領は静かに、しかしはっきりとそう口にした。


    「では、アメリア大統領。世界に扉を開いてはくれぬか。開国してはくれぬじゃろうか」


    　縋すがるようなプリシラの問いに、しかし、大統領はゆっくりと首を振った。


    　プリシラの顔に、失望の色が広がってゆく。そんなプリシラに、大統領は静かに語りかける。


    「あるいは、私がもう少し若い頃にそう求めてくれたのならば、違った結論が出ていたのやもしれぬ。だが──漣さざなみが巌いわおを削るように、刻ときが私から勇気をすっかりと削り取ってしまった。もはや私には、未知への壁を突つき崩す勇気は残されていない」


    「そうか……残念じゃのう」


    　プリシラは肩を落とす。だが、一国を治める者が下した結論を尊重するのもまた、王女としてのプリシラの分別なのだろう。それ以上無理に食い下がることはなかった。


    　大統領は傍かたわらに立つマイアの頭を抱き寄せて、言った。


    「だが、次の世代は──若者たちは、その壁を軽々と越えてくれるやもしれぬ」


    「大統領──！」


    　プリシラの顔が、ぱっと輝いた。


    「間違っていたとは思わない。だが、後悔はあった。幾度も幾度も夢想した。もし、あのとき彼らについていっていればとな。そして、私が彼らとともに旅を続けていたのなら、魔王が斃たおれてのちも、人とエルフはあのようなことにならなかったやもしれぬ。そんな私が行けなかった未来へと、誰かが辿たどり着いてくれるのなら──」


    　突然、大統領に頭を抱かれたマイアは、不思議そうに首を傾かしげる。


    　大統領は顔を上げて、再び海の向こうへ視線を向けた。


    「もともとこのエルフィニアも、新天地を目指した我らが祖先がこの島に辿り着いて築き上げた国だ。最初からここにあったわけではなかった。冒険のただ中にその身を投げだし、辺境を目指し続けた祖先の魂を思えば、それを取り戻すときが来たのかもしれない」


    「ではでは、国交樹立ということじゃな！」


    「今すぐというわけにはいかぬ。しばしエルフィニアにも時をくれ。何より、エルフィニアは民意によって指針を決めてきた国だ。私の一存で開国を決めるわけにもいかん」


    「──まあよかろ、あと少しくらいはの。じゃが、妾わらわが生きておるうちに頼むぞよ。再びあのバーガーが味わえる日を楽しみにしておる。妾がこの手で拓ひらいた畑で育った、ポテトのフライを付け合わせにな」


    　プリシラとアメリア大統領は、向かい合うと、最後に固い握手を交わした。


    「そういえば、お前たちが拓いた畑はマイアに引き継がせることにした。国外脱出などという大それたことをしでかす元気があるのだ、もう一人前のエルフとしてみてやろうと思う」


    「プリシラのとちはあたしのもの！　あのとちをころがして、ばぶるのゆめをふたたびだよ！」


    「プリシラ、お前、マイアに余計なことを吹き込んだな」


    　プリシラは眼を逸そらして俺の追及をごまかしつつ、マイアの頭をくしゃくしゃと撫なでた。


    　と、そんなプリシラの肩を叩たたくものがあった。


    「じゃ、開国記念に写真でもどう？」


    　デジカメを片手に、仲村渠なかんだかりが立っていた。


    「おお、そうじゃの！　さすがだかりん！」


    「かめらというのも、随ずい分ぶんと様変わりしたものだな」


    　意外なことに、アメリア大統領はデジカメを指差してそう言った。


    「カメラをご存じだったんですか？」


    　今思えば食堂で写真を撮ってもらったときも手慣れた様子だったが、カメラってどれくらいの時代からあったんだっけ、幕末にはあったから西部開拓時代にも──？　と俺が思っていると、大統領は言った。


    「なに、古い友が持っていたのだ。かめら、正式にはれんずつきふぃるむ、とも言っていたか」


    「レンズ付き……？」


    「おお、それはもしや使い捨てカメラというやつでは！」


    　俺たちよりむしろ昭和の文化に詳しいプリシラが食いついた。なるほど、そういう呼び方もあるのか。そういやひと昔前の修学旅行には定番の持ち物だったとか。


    　ということは、かつてこの島を訪れた最初の客人神まろうども、俺たちと同じように写真を撮っていったのか。


    　やがて、俺たちは浜辺に一列に並んだ。大統領も、マイアも並ぶ。


    　かつての勇者がそうしたように、俺たちもまた、この島での思い出を一枚の画に刻きざむのだ。


    　見送りに来てくれていたエルフの一人にシャッターを押してもらうことになった。


    「はい、チーズバーガー！」


    　合図とともに、俺たちはエルフィニアの風景の中に切り取られた。


    　レンズ付きフィルムと違い、デジカメならすぐその画が確認できる。


    　まぼろしの島の浜辺に並んだ俺たちは、みんな、笑っていた。


    　千年前の彼らも、たぶん、そうだったのだろう。
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    「では、そろそろ行け。陽が落ちてからの航海は危なかろう」


    「そうじゃの、名残なごり惜しいが、いつまでもこうしてはおられぬ。みなの者！　そろそろ行くぞよ！」


    　プリシラの号令に、浜辺でお世話になったエルフたちと別れの挨あい拶さつを交わしていたみんなも、ぞろぞろと集まってくる。全員がボートに乗り込んだところで、大統領はプリシラの胸元に大きなリュックを押しつけた。


    「これを持っていけ」


    　プリシラがそれを受け取ると、わずかにボートがぐらりと揺れた。


    「ぬ、けっこう重いのう。またイタズラちびっ子エルフが入っておるのでは？」


    　プリシラは意地悪げな視線を、見送りの列に並んでいたマイアに向ける。


    「あたしはここにいるもん！」


    　今度は陸からマイアが声を上げた。その様子に、プリシラと大統領は同時に笑みを浮かべた。


    「これは大統領閣下直じき々じきの土産みやげということでよいのかや？」


    「土産は別に包んでやった。それは土産ではなく、忘れ物だ」


    「忘れ物？」


    「女神像の中で見かけただろう。お前たちの祖先と、そしてあの異世界より来たる少年が残していったものだ」


    「なんと！　ご先祖様の忘れ物かや！」


    　プリシラは両手に抱かかえたリュックが一気に重くなったかのように、袋を抱く力を強めた。


    「粗そ忽こつ者ばかりだったようだな。一度出れば、再び易やす々やすと戻れぬ場所に忘れ物をしていくとは」


    「修学旅行先の旅館に忘れ物をすると、送ってもらう手続きとか面倒なんだよな」


    「そんなレベルの話ではないじゃろ。ともあれ、ご先祖様のものだとすれば鼻紙でさえ国宝じゃ！　しかも、記録に残る最初の客人神まろうどの持ち物まで！」


    「件くだんのれんずつきふぃるむもその中に入れておいた」


    「あ、それ、ひょっとしてもとの世界に戻れば現像できるかも。そうだ、ファミコンカセットまであったんだよな。あとでじっくり見ようぜ」


    「カセット？」


    　やはり、丸まる山やまが食いつきを見せた。


    「ああ、ＲＰＧのカセットだよ。これひょっとして、中のデータも残ってるかも」


    「いや、それはないだろう。最初の客人神が活躍した時代というのはおよそ千年前と聞いた。残念だが、ファミコンカセットのバックアップ電池が千年も保つとは思えん。プラスチックのカートリッジが原型を保っていること自体が奇跡だ」


    「なんだ。こういうＲＰＧって主人公に自分の名前をつけてる人も多いから、持って帰れば最初の客人神の名前がわかったりするかも思ったんだけどな」


    　俺はリュックを開けてカセットを探そうとした。が、奥に入っているのか、カセットは見当たらない。代わりに目についたのは、とあるテーマパークのパンフレットだった。アメリカの西部開拓時代をモチーフにしたアトラクションなどがある、とあるテーマパークの──。


    「……なんでエルフィニアがアメリカっぽいのかと思ってたけど、ひょっとして」


    　さらにリュックの中を覗のぞき込むと、何やら見覚えのあるものが。それを引っ張りだすと、なんと自由の女神像──のミニチュア。いかにも典型的な観光地の土産みやげ物だ。ひょっとしたらこのパンフレットや自由の女神像のミニチュアをもとに、エルフィニアの文化は発展したのかもしれない。俺たちが、プリシラの国にカステラやラーメンをもたらしたように。


    「そういや、修学旅行のしおりみたいなのもあったよな。ってことはひょっとして、最初の客人神の少年ってのも、修学旅行の最中にこの異世界へ？　さすがに中高生が自由の女神像のミニチュアを普段から持ち歩いているとは思いにくいし……」


    「沢さわ木きよ。あとでゆっくり見ればよいではないか。本船に戻ったら開けてみようぞ」


    「あ、ああ。そうだな」


    　俺はリュックを閉めると、丁てい寧ねいに船底へと置いた。


    　それを合図にしたかのように、ゆるゆると、ボートはエルフィニアの岸を離れていく。これが三度目の船出だ。今度こそ、俺たちは還かえっていく。


    「半日もすれば、もと通り結界を戻す。それまでにエルフィニアを離れるがいい！」


    　浜辺から、アメリア大統領が叫ぶ。


    「わかったぞよー！」


    　プリシラは立ち上がって、声を振り絞る。


    「そして、待っておる！　結界が完全に解かれる日を！　エルフィニアから使者が尋たずねてくることを、妾わらわは待っておるぞよー！」


    　そんなプリシラの叫びに、浜辺からも大声での返答があった。


    「私も、てりやきバーガーとやらを食べられる日を楽しみにしているぞ！」


    「てりやき！」


    　アメリア大統領とマイアが、そんな声をあげながら手を振り続けている。


    　プリシラも、ボートの上に立ったまま手を振り続けていた。


    　いつまでも、いつまでも。


    　エルフィニアのその大地が、見えなくなるまで。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　不思議なことに、エルフィニアを出た頃にはまだ日が高かったのに、たちまちのうちにあたりは夕暮れ時をむかえ、そしてすぐに日が落ちてしまった。それでも『かたわれの宝ほう珠じゆ』の光を頼りに進んでいくと、俺たちはすぐに本船を見つけることができた。


    　あれから十日ほども経たっているから港まで引き返しているかもしれないという不安はあったが、綾あやちゃんが船長にそう求めてくれたのか、船はその場に留まっていた。


    「お帰り」


    　俺たちを出迎える綾ちゃんの第一声が、それだった。


    「た、ただいま」


    「うん」


    「いや、あの、もうちょっと何かあっても──」


    「何かって？　あ、晩ごはん、できてるけど。佐さ々さ木き君と漆うるし原ばら君が頑張って作ってくれたのよ」


    　綾ちゃんの言葉は、あまりにも素っ気ないものだった。泣きながら再会を喜んでくれるものだとまでは思っていなかったが、これじゃあまりに拍子抜けというか。エルフィニアには十日ほども滞在していたはずなのに、これじゃ二、三時間くらいしか経ってないみたいだ。


    「俺たちがいない間、ずっとこの海域で待っててくれたんだろ？」


    「え？　うん。でも随ずい分ぶん早かったね。結局木き村むら君は見つかったの？」


    　そういえば、そもそもは木村を捜しに出たんだった。でも、早いって？


    「十日も姿を消して、その、心配じゃなかった？」


    　俺の言葉に、綾あやちゃんは不思議そうな表情を見せた。


    「十日……どういうこと？」


    「そうか……そういうことじゃったのか！」


    　俺と綾ちゃんの会話を端はたで聞いていたプリシラが、突然声を上げた。


    「いくらエルフが人に比べて長命で若く見えるとはいえ、千年竜ほどに長く生きるわけではない。アメリア大統領が妾わらわの国の国祖様や最初の客人神まろうどといった千年前の人間と直接出会ったというのはどうもおかしいと思っておったんじゃ。じゃが、今の委員長の言葉で謎なぞが解けたぞよ」


    「プリシラ、どういうことだよ」


    「つまりじゃ、エルフィニアの結界とは、人の認識を惑わせ島に辿たどり着けぬようにするもの。確かにそれはそうなんじゃろう。じゃがもう一つ、世界からあの島を守るための、壮大な術が施ほどこされておったんじゃ。エルフィニアの結界の中と外では、時の流れが違ったんじゃよ」


    「時の流れ……？」


    「ご先祖様がエルフィニアを訪れてから今まで、この世界ではおよそ千年の時が流れておる。一方、エルフィニアでは娘だった──今の年は聞いておらぬが、ご先祖様と会った頃に妾たちと同じような年であったアメリア大統領がわずかに年をとったくらいじゃ。また、エルフィニアで十日過ごした妾たちが帰ってきたら、外の世界ではせいぜい二、三時間しか経たっておらぬ様子。その二、三時間も、海上で木き村むらを探しておった時間が大半じゃろう。早まっておるのか遅れておるのか、捻ねじれに捻れた時の向こう側がわにあの島はあったんじゃ」


    「なんとなくしかわかんねーけど、俺たちは浦島太郎にならなくてよかったってことか……」


    「千年前の魔王が斃たおれて後、侵略されかかったエルフィニアが外の世界と時すら超えて断絶したとするなら、大統領にとっては人との対立は、まだ己が身に残る記憶であったろう」


    　プリシラの言葉に、俺は思わず、ボートを漕こいできた海の彼方かなたを見やった。


    　それでもなお、あの人は俺たちをあんなにあたたかく受け容いれてくれたのか。あるいは──千年前の最初の客人神との間に、それほどに足る友情があったのか。


    「でも、じゃあ、開国の約束は──」


    「あちらの時の流れがこちらとズレておる以上、ひょっとしたら明日、使者が来るやもしれぬし、ひょっとしたら百年くらいかかるかものう」


    　プリシラは船ふな縁べりから身を乗り出し、見えぬはずの島に向かって、改めて暫しばしの別れを告げた。


    「百年後であろうと、妾はいつまでも、待っておるぞー！」


    　プリシラの声は、遠くの海に溶けて消えた。


    　けど俺はその声が、きっとエルフィニアまで届いていると、そう信じた。


    「さて、そいでは夕飯に──ん？　なんじゃありゃ」


    　プリシラが指差した先へと、俺は顔を向けた。


    　そこに──海ではなく空の彼方から、何か物もの凄すごい速さで飛来するものがあった。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    「なんじゃありゃ!?」


    「鳥か!?　飛行機か!?　それともＵＦＯか!?　権利的にマズい奴ではなかろうな！」


    　謎なぞの飛行物体は猛スピードでこちらへと、俺たちの船へとまっすぐ突つっ込んでくる。


    　近づいてくるにつれ、そのシルエットが明確になり、その正体がはっきりする。


    「結論としては鳥だ！　権利的にはＯＫ、ただし、すげーでかい鳥だ！」


    　これが勇者様御一行ならただちに戦闘準備に入るところなのだが、俺たちは単なる修学旅行生の一行なので、船室へ続く階段へ飛び込んだり、マストの陰に隠れたりと、とにかく回避行動だけをこころがけた。


    　船の甲かん板ぱんすれすれを飛んできた巨大な怪鳥は、ほとんどスピードを緩ゆるめることなく船上を横切っていった。


    「みなの者、無事かや!?」


    　マストの陰からプリシラが声を上げる。


    「マイケルが！」


    　天てん堂どうが指差した先、宙で翼をはためかせてホバリングしている怪鳥の姿があった。その大きな爪の先で、マイケルが背負っていたリュックをがっしりと鷲わし掴づかみにしている。


    　だがマイケルの顔色に、焦あせりの色はない。


    「なんじゃその鳥、まさかおぬしが呼んだのかや！」


    　プリシラは頭上に向かって叫ぶ。


    　対するマイケルは、空から声を振らせてくる。


    「そのとおりデース。このガルーダは拙せつ者しやのシモベ！　フフフ、プリシラ王女。よもやこのマイケル・サンダースを、ただのおもしろ外国人枠とでも思っていたカ!?」


    「確かにバラエティ番組やクイズ番組の雛ひな壇だんにおもしろ外国人枠はつきものじゃが、おぬしは自分でいうほどそんなにおもしろくはなかったぞよ。のう」


    「うん……まあ……」


    「シャラップ、リッスン！」


    「なんじゃよもう、妾わらわはごはんの時間にしたいのに」


    　プリシラは嫌々付き合ってやるといった風に空を見上げた。


    「あれ、木き村むら君を捜しに行ってマイケル君を拾ったの？　じゃあ、神託が指し示していたものって彼のことだったんだ」


    　プリシラの隣で空を見上げながら、綾あやちゃんが言う。


    　そう、そもそも俺たちは神託に従った末にあのエルフィニアに辿たどり着いたのだった。


    　確かにマイケルもクラスメートなので、神託が指し示していたものだという可能性はある。


    　でも、俺は直感的に思っていた。俺たちがあの島で出会うべきだったもの、それは──。


    「皆サンがエルフィニアから持ってきた最初の客人神まろうどの遺産は、すべて拙せつ者しやがいただきマシタ！」


    　その言葉を聞いた途端、プリシラの顔色が変わった。よく見ると、マイケルの背負っているリュックは、ついさっきエルフィニアのアメリア大統領から授さずけられたものだ。


    　そう、ほとんど時の止まったようなエルフィニアの中で保管され、千年に近い時を経て外の世界へと持ち出された、最初の客人神の遺産わすれもの。それこそが、俺たちが出会うべきものだったのではないだろうか。


    「マイケル、きさま、ファミカセとご先祖様の遺産を横取りして何が目的なんじゃ！　ファミカセを借りパクして中古屋に売ったら許さんぞよ！」


    「そもそもゲームの中古屋ねーだろ」


    　いや、ひょっとして伝説の勇者が所蔵していたアイテムとして、骨董屋で高値がつくのか？


    「ちゅーか貴様何が目的なんじゃ！　この船でスポンサーに逆らったら海にドボンじゃぞ！」


    「フフフ……スポンサーがなんだと言うのデスカ。拙者が忠誠を誓うのはあの方のみデス！」


    「まさか……ケ、ケント・デリカットさんかや」


    　プリシラは伝説の外国人タレントの名を震ふるえながら呟つぶやいた。


    「違いマース！　イイデショウ、拙者の正体を教えてあげマショウ！　ある時は日本かぶれアメリカ人、またある時はおもしろ外国人、またある時はクラスのムードメーカー！」


    「ムードメーカーじゃないやつがムードメーカーを自称するのって、潤滑油じゃないやつが人間関係の潤滑油を自称するのと同じ哀しさがあるのう」


    「こっち見んな」


    「しかしてその正体は、緑みどりヶが丘おか高等学校生徒会『渉外』マイケル・サンダースとは拙者のことナリ！」


    　遥はるか頭上から、マイケルは堂々と自みずからの正体を名乗り上げた。


    「なんじゃとお！　貴様、あの鉄くろがねを拉ら致ちした、聖なる使徒の会だか生徒会だかいう謎なぞの組織の一員じゃったのか！」


    　驚きとともにプリシラは俺のほうを見る。


    「うん、知ってたけど」


    「それもなんじゃとお！　おぬしら、なんでそれを早く言わなんだのじゃ！　生徒会といえばおそるべき謎の組織なんじゃろ！」


    「そりゃクラスメートだし、知ってるよ。それに生徒会は別に謎の組織でもねーし」


    「なら生徒会ってなんなんじゃ！」


    「拙者、アニメを通じて知った日本の学校の生徒会という活動に憧れていまシタ。学校の中デ教師をも凌しのグ絶対的な権力を持チ、莫大ナ予算を使ッテあらゆる部活動に影響力を及およぼすテリブルな組織、それが生徒会なのデース！」


    「まあ、アニメとかではな」


    「なら生徒会メンバーなのはいいとしてじゃ、その生徒会がなぜにご先祖様の遺産を盗むんじゃ！」


    「拙せつ者しやはよくワカリませんガ、生徒会長ハかつてこの世界を訪れたロナウドタチ──つまり、我々と同じ、この世界への漂着者タチのことに興味を持って調べていまシタ」


    「それじゃサッカー選手だろ。客人神まろうどだ」


    「古き言い伝エから、最初のロナ……客人神の少年がエルフィニアを訪れていたと推測した生徒会長ガ、拙者をあの海域へと送り込んだのデース。いろいろト誤算はありマシたが、エルフィニアで手に入れた最初の客人神の遺産を持ち帰れば、若わか王おう子じ会長もお喜びニなるはずデース！」


    　なるほど、宝たから田だが言ってたのはこういうことか。どうりで先に浜辺に行ってるはずなのに女神像までついてきてたし、その中で客人神の遺産を発見したとき様子がおかしかったわけだ。


    　そもそも、マイケルが頭の中にキャラメルポップコーンが詰まっているようなファンキーな性格でも、エルフィニアをアメリカだと思い込んでいるのはおかしかったのだ。あれも、俺たちよりずっと先にこの異世界に来ていたことを悟られまいとする擬態だったのだろう。


    「マイケル君、生徒会長はこの世界で何をしようとしてるの？　今どこにいるの？　合流していっしょに修学旅行すればいいじゃない」


    　綾あやちゃんの呼びかけに、マイケルは宙で首を振った。


    「フフフ……ここで伏線めいたコトをほのめかしつつ飛び去ればいいカンジなのでショウガ、ぶっちゃけ拙者は使いっ走リナノデ理由ハサッパリデース」


    「だかりん、ボウガンある？」


    「あれはエルフィニアのものだから置いてきちゃったよ」


    「シット！　暴力ではじまるコミュニケーションは感心しまセン！」


    「どの口で言ってんだてめー」


    「とにかく、あのお方のコトは皆サンもよくご存じのハズ。会長のお心ハわかりまセンが、若王子会長のやることは間違いなく世界を面白くスル。拙者が従う理由ハそれで十分デース」


    　プリシラはその言葉を受け、しばらく考えるように黙り込んでいたが、やがて空を見上げて言った。


    「まさかこれ、会長と怪鳥がかかっておるのかのう？　だとするなら、むしろ世界にいらざる哀しみをもたらしておる！」


    「それはたまたまだと思うが……」


    「とにかく、ここで皆サンとはしばしのお別れデス。それデハ皆サン、別れはアメリカ式に行きましょウ。──アディオス！」


    「スペイン語じゃねーか！」


    　俺が空に向かって叫んだそのときだった。


    「Ｏｈ！」


    　ガルーダが大きく羽ばたこうとしたその瞬間、マイケルの両腕がリュックのベルトからすっぽりと抜けてしまった。ガルーダの爪に掴つかまれたリュックだけを宙に残し、マイケルは海上へと真っ逆さまに落ちていく。


    　甲かん板ぱんに落ちていれば怪け我がのひとつもしただろうが、マイケルはざぶんと大きな音と波しぶきを上げて海へと落下した。


    「ウープス！　Ｆ×Ｃ×！　Ｈｅｙ！　ガルーダ、カムバック！」


    　ガルーダは大事なリュックをしっかりと両の爪でホールドしたまま、海面でじゃぶじゃぶしぶきを立てる大事じゃないマイケルを無視して、遠くの空へと飛び去って行ってしまった。


    「なんだかなあ……」


    　俺たちは船ふな縁べりから身を乗り出して、海面でちゃぷちゃぷしぶきをあげるマイケルを覗のぞき込む。


    「ＨＥＬＰ！　人道的支援プリーズ！　緊きん急きゆう事じ態たいニ国境ハアリマセン！　マイケル泳げま……あぶぶ」


    　プリシラは小さく頷うなずくと、視線を海面から遠くの水平線へと移し、微かすかに眼を細めた。


    「さらばエルフィニア──。じゃが、きっとそう遠くない未来に、再びその地を踏めると信じておるぞよ。今度は大手を振って、堂々とあの美しき浜へ船をつけようではないか」


    「きれいなまとめに入ってるとこなんだが、金髪の水死体が誕生しようとしている件についてはどうするんだ」


    「大きめの石でもぶっつけてやればよいのでは？」


    「沈める方向で考えるな」


    「というて、あやつを拾い上げて絞りあげても、生徒会の陰いん謀ぼうはちっとも明らかにならんのじゃろ？　ターミネーター２のラストシーン的なやつじゃと思おうぞ」


    「あの映画のラストシーンみたいに意を決して親指を立てながら沈んでいくならいいんだが、じつに見苦しく足あ掻がいてでも助かろうとしている様子だ」


    「じゃがこれ以上拾ってものう。今回『はい！』とか『意識！』以外はろくに喋しやべっておらぬやつもおることじゃし」


    　確かに、これ以上メンバーを増やすのもいっぱいいっぱいの感はある。


    「それよりガルーダに奪われたリュックじゃ。あそこには妾わらわの荷物も入っておる！　我が国の国宝であり、王家に伝わる七つ道具がうちエルフィニアに持っていった二つ、『かたわれの宝ほう珠じゆ』と『精せい霊れいの呼子』が奪い去られてしまったぞよ！」


    「え、お前、あれは自分で持ってたんじゃなかったのか」


    「ジャージのポッケに入れておくよりリュックに入れたほうがいいと思ったんじゃよ……。いっかいチロルチョコと間違えてかじってしもうたんじゃ……」


    　プリシラはしょんぼりと肩を落としている。


    「そもそもジャージのポッケに国宝を入れて歩くなよ」


    「待ってプリシラ。二つっていうけど、正確には一・五よね」


    　綾あやちゃんが掌てのひらの上で『かたわれの宝ほう珠じゆ』のまさに片割れが青白い光を放っていた。


    「おお、そうじゃった。半分は委員長に預けておいたんじゃ。……ん、ちゅーことは、じゃ」


    　プリシラは親指と人差し指で『かたわれの宝珠』を摘つまみ上げる。


    　宝珠の放つ光は、ほんの少しずつではあるが、ゆっくりと弱くなっていくようだ。この宝珠は互いの片割れが近くにあればあるほど、強い光を放ち、遠ざかれば光が消えてゆく。今まさに、ガルーダの掴つかんだ鞄かばんの中に入っている宝珠と引き離されていくうちに、光が弱くなっていっているのだろう。ということは──。


    「そうか、じゃあ逆に、この宝珠の光が強まる方向へと進んでいけば」


    「うむ。生徒会とやらの本拠地まで辿たどり着くことができよう。生徒会とかいう連中もまたおぬしのクラスメートなのであれば、そやつらのもとに辿り着くことで、一気に大勢と合流できるという寸法じゃ。どうやら生徒会のほうでもクラスメートを集めておるようじゃしの」


    「じゃあ、次の目的地というか、進路はこれで決まったわけだ」


    「うむ。次はどんな波乱とグルメと全裸芸が妾わらわたちを待ち受けているのか……」


    「がぼごぼ、ＨＥ……ＬＰ！　がぼっ！　×Ｕ×Ｋ！」


    　プリシラが神妙な顔で言ったところで、海のほうからがぼがぼ声がする。


    「がぼごぼうるさいのう。自じ業ごう自じ得とくと言いたいところじゃが、こやつがエルフィニアへ流れ着くと先方に申し訳ないしの」


    「がぼっ、すいませんこれまじのやつです助けてがぼごぼ」


    「楽屋のボビー・オロゴンさんばりに普通に日本語で喋しやべっておるから、素で限界っぽいのう」


    「お前、楽屋のボビーさん見たことあんのかよ。まあ、そろそろ助けてやろうぜ」


    「やれやれ、根性のないやつじゃ。確かにこういうしょうもない人材ばかりであれば、生徒会というやつもさして脅きよう威いではないのやもしれぬがのう」


    　プリシラは備えつけの縄なわ梯ばし子ごを、マイケル目がけて放ってやった。


    「じゃが国宝の盗難は重罪じゃからな、あとで罰を与えねば。ちゅーことでミミック二号の素材ゲット！」


    「やめろ、生徒会はお前の箱男シリーズ制作のためにいるんじゃないんだぞ」


    　とにかくこれでまた一人、修学旅行の同行者が増えたことになる。一、二、三……とメンバーの数を数えていたところで、甲かん板ぱんにあいつの姿がないことに気づいた。


    「あれ、そういや宝たから田だは？」


    「宝たから田ださんなら、さっきの大きな鳥が船すれすれに飛んできたとき、背中に飛び乗ってたけど」


    　綾あやちゃんが、既に豆粒ほどの大きさになってしまったガルーダの影を指差した。


    「なんじゃとお！　今度こそハイファンタジーちゃんと風呂に入って裸の付き合いをしようと思っておったのに！　そしてちゃんと言われた通り、沢さわ木きにいろいろと報告してやろうと思っておったのに」


    　プリシラが大声で、空に向かって叫んだ。特に後半の声を必要以上に張って叫んだ。


    「浩こう介すけ、報告ってどういうこと？　プリシラ？」


    「ぶっちゃけ妾わらわは王女なので理由ハサッパリデース」


    　プリシラはマイケルの口調を真ま似ねながら両の掌てのひらを天に向け、クイっと三㎝上に上げるジェスチャーをしてから、船室のほうへと逃げていってしまった。


    「ねえ浩介、どういうこと？」


    「いや違うんですよ。あれ、こわいな、綾ちゃん、眼がこわいな」


    「ワーオ、ジャパニーズトラディショナル・ラブコメみたいなオチデース」


    　船室へ続く扉を半開きにして、プリシラが顔を出す。


    「オチとかじゃねーよ！　待てプリシラ！」


    「アーハン？」


    　プリシラは船室への扉を乱暴に閉めて、下へと逃げていってしまった。


    「うん、オチとかじゃなくて、どういうこと？」


    「いや、あの、温泉っていいよねっていう」


    「温泉？　ちょっと船を離れてる間に何があったのか、ゆっくり聞かせて？」


    「いや、あの……はい」


    　俺はしどろもどろになりながら、視線を遠くの海に彷徨さまよわせる。


    「浩介」


    「な、なんでしょうか」


    　綾ちゃんは言葉を止め、全身に視線を這はわせた。


    「……海にボートで出て帰ってくるまでの間に、ちょっとたくましくなった？」


    「そ、そうかな！」


    　結局エルフィニアで劇的なレベルアップの機会はなかったけど、十日間とはいえ、土地の開かい墾こんを経て、俺もちょっとは経験値を積めたのかもしれない。


    「……うん、よく見たら気のせいね。で、温泉って？」


    「そんなにいきなり花実は咲かぬのう。都合のいいレベルアップは諦あきらめて、引き続きコツコツ耕すことじゃ。たまには課金もよいが、やはり経験値稼ぎはコツコツが基本じゃな！」


    　三度プリシラが船室から顔を出し、にししと笑う。


    　うるせえ、わかってるよ。そういう思いをこめて、俺はプリシラを見返す。


    「でも、やっぱりほんのちょっとだけ、雰ふん囲い気き変わったかも」


    「──そう、かな」


    「──うん、ちょっとだけ」


    　幼なじみみは僅わずかに俺へと顔を近づけ、薄く微ほほ笑えんだ。


    「で、温泉って？」


    「あ、いや、話せば長いことながら──」


    　そんなわけで、俺は幼なじみを相手に、エルフィニアでの日々のことを話すことになった。


    　これから先も、決して忘れることはないだろう、あのまぼろしの島でのことを。


    



    　薄暗い空と漆黒の海の境目へと向かって、船はゆく。


    　電灯のない異世界の夜はどこまでも深い闇やみの中にあって、それでもこの夜を越えたとき、必ず闇を裂く朝日が昇ることを、俺は信じている。


    　昨日の世界より今日の世界がほんの少し違うことを、俺たちは信じていられる。


    　この広い異世界のさらに先、空と海が溶け合う水平線の先を目指し、俺たちは進んでゆく。


    



    　そして、異世界修学旅行は、続く。
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    　　　あとがき


    



    　18世紀初頭のロンドン社交界で、遥はるか東洋の島国について記された書物『台たい湾わん誌し』が話題を集めていたそうです。既に大航海時代を経て、中世よりはずっと世界が小さくなっていた時代でしたが、それでもなお多くのヨーロッパ人にとって東洋は未知の地域であり、その謎なぞの一端を解明する書物に人々は飛び付いたといいます。


    『台湾誌』に曰いわく、台湾の貴族は灼熱の太陽を避け、地下に広大な空間を築いて暮らしている。台湾人は毎年二万人の少年の心臓を生いけ贄にえに捧げている。台湾人の祖先は日本人であり、さらに日本は中国から追い出された人々が築き上げた国である。──と、現代の日本人であればさすがにこのあたりで気付くでしょうが、この『台湾誌』という書物は自称台湾人、実際にはフランス人のサルマナザールという男がまったくの想像で書き上げた偽書、何から何まで詐さ欺ぎ師しの頭の中で作り上げられた架空の台湾の姿を描いたものだったのです。


    　このサルマナザール、政治体制から宗教、建築物や食物に至るまで様々な台湾文化を細かく創作し、自分で考えた台湾の民族衣装を挿絵に描き、自分自身で考案した台湾文字と台湾語までをも身に付けていたそうです。詐欺師は詐欺師なんですが、そこまでするともう立派な異世界ファンタジー小説（彼自身はノンフィクション・ルポルタージュとしてそれを世に問うてしまったわけですが）の作家とさえ言えるかもしれません。詐欺が露ろ見けんしないようにという意識ももちろんあったのでしょうが、そこまで情熱をかけて細密に、しかも人々の興味を惹ひく架空の世界の設定集を作り上げたという点は、ガバガバで行き当たりばったりの設定しか作っていないどこぞの小説家も見習うべきだなあと思いました。


    　ともあれ、我々現代の日本人にとってはとても馴な染じみ深い台湾ですら、ほんの三百年ほど前のヨーロッパ人にとっては遥か彼方かなたの見知らぬ世界だったわけで、世界史上には人々の想像力と、未知の世界への希望によって創られた『まぼろしの国』がたくさんあったようです。


    　始皇帝の命を受け不ふ老ろう不ふ死しの霊薬を求めて徐じよ福ふくが探した『三さん神しん山ざん』、遥か東方にあるという伝説のキリスト教国『プレスター・ジョンの国』、地球内部に存在するという地底王国『アガルタ』、大航海時代のスペイン人が南米に探し求めた黄金郷『エル・ドラド』、etc……。我々日本人にとって最も馴染み深いまぼろしの国といえば『黄金の国ジパング』ではないでしょうか。


    　そんな世界の果ての国もまぼろしであるうちはロマン溢あふれる存在ですが、中には実際に辿たどり着いてしまう人々もいて、そんな幸福な出会いや不幸な出会いについてのあれこれが世界史の教科書にはたくさん書いてあります。過去の歴史上の出来事についての功こう罪ざいは置いておくとして、例のＭから始まる名前のハンバーガーチェーンができた国同士は戦争をしない、なんて話もあったように（近年その法則も破られたようですが、Ｄから始まるテーマパークがある国同士はまだ大丈夫でしょうか？）我々は現実として、だいぶ平らで見通しがよくなった世界に生きています。その是ぜ非ひについても判断は難しいところですが、いずれ外側の世界から火星人なりがやってくるまでは（我々が行く方かもしれませんが）、蕎そ麦ば、ラーメン、うどん、寿司、牛丼、カレー、ハンバーガーと、執筆中の夜食が自由に選べる世界に生きていることを素直に受け容いれるのも悪くないんじゃないかと思いながらこの物語を書いていました。


    　そんなわけで、修学旅行生たちが異世界の中の異文化、異世界の果ての『まぼろしの国』を訪れる、異世界修学旅行の第四巻でした。お楽しみ頂けましたなら幸いです。


    　余談になりますが、本巻に登場するマイアというキャラクターの名前は、僕の過去の作品の中に登場するキャラクターの名前を再利用しました。自分でそう書いておいて何ですが、大変に可か哀わい想そうな運命を背負ったキャラクターだったので、新たな世界に生まれ変わらせてみました。


    　ちょいとした告知としては、『読売中高生新聞』という週刊の中高生向け新聞にて、毎回読み切りで、プリシラが現代日本の文化を学んでいくという本作のスピンアウト作品『異世界修学旅行ＤＸ』を連載させていただいてます。そちらもよろしければ是非。


    　前巻より引き続きイラストを担当していただいたしらびさん、本巻のプロット段階まで担当していただいた前担当の江え橋ばしさんと、新担当の田た端ばたさん、本作があなたの手元に届くまでに携たずさわってくださった全ての人々、そして誰よりあなたに最大限の感謝を。
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